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一般社団法人 日本体育学会体育心理学専門領域会則

第 1条    本会は、一般社団法人日本体育学会 体育心理学専門領域と称する。
第 2条    本会は、体育・スポーツに関する体育心理学研究の発展のため、会員相互の情報交換を行い、研究と

実践を推進することを目的とする。

第 3条    本会は、第 2条の目的を達成するために次の事業を行なう。
(1)研究会の開催

(2)会報の発行

(3)会員の研究に資する国内、国外の情報収集と紹介
(4)その他、本会の目的に資する事業

第 4条    本会の会員は、本会の趣旨に賛同する者で、会費を納入した者とする。
第 5条    本会に次の役員を置く。

(1)会長  1名
(2)理事 12名

(3)監事  2名
第 6条    役員の選出は、次の方法で行なう。ただし、末位が同数の場合は抽選とする。

(1)会長は、会員の単記無記名投票による最多得票者とする。
(2)理事は、会員の 5名連記無記名投票による得票上位者10名 とする。
選挙とは別に事務局から2名 の理事を選出し、庶務・会計を担当する。

(3)理事長は、理事の単位無記名投票による最多得票者とする。
(4)監事は、会員の中から会長が委嘱する。

第 7条    役員の任期は、4月 1日 より翌々年の 3月 31日 までの 2年間とし、 2期の重任を限度とする。ただし、
事務局選出の理事はこの限りでない。

第 8条    本会に理事会を置き、会長および理事でもつて構成する。
第 9条    理事会には、業務を円滑に遂行するため、次の委員会を置く。

学会大会委員会、企画委員会、広報委員会、庶務・会計委員会
ただし、庶務・会計委員会は、事務局選出の理事が担当する。

第10条    会務を補佐するため、会長の指名により幹事若干名を置くことができる。
第11条    本会の会議は、総会および理事会とする。
第12条    総会は、次の事項を審議決定する。

(1)役員の選出
(2)事業報告および収支決算
(3)事業計画および収支予算

(4)会則の改正

(5)その他

第13条    総会は年1回、日本体育学会の開催地で開催し、当日の出席会員をもつて構成する。
第14条    本会の経費は、会費、日本体育学会の補助金ならびに寄付金の収入によつて支出する。
第15条    本会の会費年度は、日本体育学会終了日より翌年の体育心理学専門領域総会までとする。

附則   1.本 会の事務局は、総会の議を経て決定し、移転する。
2.本会は、日本体育学会の依頼により、日本体育学会関連役員等を選出する。
3.こ の会則は、平成21年 8月 27日 から施行する。
4.平成24年 4月 1日 より、日本体育学会が一般社団法人に移行したため法令により、「体育心理学専門分
科会」を「体育心理学専門領域」と改称し、本会則の名称を「体育心理学専門領域会則」と改称する。
5.本会の事務局所在地および事務局担当は以下の通りとする。
事務局所在地 東京都目黒区駒場 3-8-1 東京大学大学院総合文化研究科 工藤和俊研究室
事務局担当  工藤和俊

体育心理学専門領域の役員

任 期 :平成29年 4月 1日 ～平成31年 3月 31日
会 長 :阿江美恵子
理事長 :工藤和俊

理 事 :学会大会委員会 ○佐々本万丈、菅生貴之、山本裕二
企画委員会 ○北村勝朗、磯貝浩久、東山明子
広報委員会 ○兄井 彰、荒井弘和、荒木香織
庶務・会計委員会 国部雅大 (庶務担当)、 奥村基生 (会計担当)    ○委員長

監 事 :木島章文、田中美吏
幹 事 :鈴木啓央
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巻頭言

体育心理学専門領域 「会報」 (第29号)の刊行によせて

体育心理学専門領域会長 阿江美恵子

2017年 4月 より事務局が広島大学関矢寛史先生

から東京大学工藤和俊先生へ移転しました。いろい

ろご苦労をお掛けすると思いますがどうかよろしく

お願い致します。

さて、私事ですが 2期 4年間の日本体育学会副会

長の任期を2017年 6月 で終えました (中途半端な

時期は一般社団法人になつたことによります )。 多

くの会員は体育学会理事会が何をしているかよくわ

からないと思いますので、この機会に少し紹介しま

す。理事は専門領域、地域の代議員の中から互選で

選ばれます。大きな仕事は毎年開かれる学会大会の

企画と機関誌 (体育学研究と国際誌 I」SHS)の編集

です。その他に協定を結んだ外国 (ドイツ、台湾、

韓国、インド)と の交流、学習指導要領への意見具

申、体育・スポーツの学術発展に資する活動などが

仕事です。オリンピック・パラリンピック開催国で

開かれるスポーツ科学会議は2020年開催に向けて

準備を進めていますので、専門領域も会議を担うこ

とになります。

専門領域の活動は体育学会全体の活動と連動して

いますので、学会大会での発表企画が主な仕事です。

体育学会は会員数が多く、研究領域が15と いう複合

領域ですので、核になる身体教育が消えてしまうと

バラバラになる危険性があります。体育学研究は経

費削減のため年々厚くなつていますが、他領域論文

でも目的を読むと勉強になりますから、お勧めです。

関連して、査読への謝ネLは今期から廃止されました。

楽しみにされている方ゴメンナサイ。

学問としてスポーツ科学を確立するという体育界

の悲願は、筑波大学体育科学研究科 (博士課程)の

設置 (1976年 )で達成されました。すでに40年以

上経過し、体育・スポーツ系の学部 。大学院も増加

し学問領域として確立したと考えてよいと思いま

す。研究領域の細分化が進むことは学問としては深

化ですが、日本の学問全体が細分化され、若い研究

者のポストを狭める原因になっていると思います。

私は大学で教える先生方に問題意識を持っていただ

き、研究領域の自由度を高めて頂くことも必要では

ないかと考えています。

体育・スポーツ科学は複合領域ですから、実践と

理論研究を両輪として進むべきだと思います。専門

コースでなくても研究対象のスポーツ行動を追いか

けることができます。体育・スポーツの存在意義は

最高のパフォーマンスの発揮だけでなく、身体教育

であることを強調したいと思います。

体育・スポーツ科学全体の発展を考える研究や人

材が、本研究領域から出てくることを強く期待して

います。
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I。 日本体育学会 第67回大会関連





プレセ ミナー

実施報告

体育心理学専門領域のプレセミナーは、企画委員

会が立案することになつているのですが、 4年間

務めた企画委員の最後の年ということで、何か面白

いことはできないだろうかと考えていたところ、体

育学会大会の主管校である大阪体育大学の土屋裕睦

先生と菅生貴之先生から、「不動明王ハイキングは、

いかが ?」 というご提案があり、渡りに船とばかり

に、その案に飛びつくこととなりました (も ちろん、

実際は、いたつて冷静に、粛々と、理事会審議等の

手続きを踏んでいます)。

その提案は、「大阪体育大学から車で15分ほどの

ところに、大鳴山 (いぬなきさん)と いう山があ

り、そこに、不動明王像を拝みながら歩くハイキン

グコースがあり、また、修行が行われる瀧も見られ

るので、そこへ行くのはどうか」というものでした。

犬鳴山が温泉郷であるということも、もちろん誘因

ではあったのですが、個人的には、それ以上に、「不

動」という言葉と、修行が行われているということ

に、強く惹かれました。プレセミナーのテーマも、

委員長権限を利用した独断で、「不動心と瀧修行に

ついて学ぶ」に決めました。

具体的な内容については、ハイキングだけでは物

足りない (プレセミナーとして成り立たない?)と

いうことで、土屋先生、菅生先生のご尽力により、

修行体験等のイベントを主催している大鳴山七宝瀧

寺 (し っぽうりゅうじ)の東條仁哲 (と うじよう

にんてつ)管長貌下に、ご講話をいただくことにな

りました。この東llk管長狙下、大変偉い方であり(「管

長貌下」という敬称は、一つの宗派の最高責任者に

用いるとのことです )、 滅多にお話を伺うことはで

きないと土屋先生から言い聞かされていたので、か

なり緊張して臨んだのですが、豊図らんや、全く以

て気さくな方で、思わず、笑みがこばれてしまいま

した。お話の内容も、人間味に浴れた、悪く言えば

俗つぽい、私を含む関西人が好みそうなものでした

杉山佳生 (九州大学 )

(詳細は、参加報告等をご参照下さい)。 「七宝瀧寺

の本尊が不動明王なので、不動心をテーマにしよう」

という私の安直な発想で決められたテーマ (演題 )

で、管長狙下にとつては、たいそうご迷惑なことで

あつたかもしれませんが、そのような様子は全く見

せず、不動心についてのお話を、ご講話の中に、しつ

かりと組み込んでいただきました。この場を借りて、

お詫びと御礼を申し上げたいと存じます。

講話の後は、「身代わり不動明王像」と「行者の瀧」

がある七宝滝寺まで、片道1.5kmほ どのハイキング

を行いました。その後、温泉、情報交換会と続き、

22名の参加者の知的好奇心を満たし、心身を癒すひ

とときとなったのではないかと思つています。

最後になりますが、東條管長祝下からのお誘いで

す。七宝瀧寺では、グループでの修行体験 (瀧行だ

けでなく、一連の修行を体験)の予約を受け付けて

いるので、いつでもお声かけ下さいとのことでした。

是非、ゼミや心理的 トレーニング実習の一環として、

ご活用してみて下さい。

修行が行われる

は弱め ?

この日の水の勢い「行者の瀧」。



プレセ ミナー

第67回 日本体育学会が大阪体育大学で開催され

ました。23日 には大鳴山でプレセミナーがあり、22

名の先生方が参加されました。

到着してすぐに、東條管長硯下に「不動心と滝

行」という題日でお話をいただきました。犬鳴山は、

斉明天皇の七年 (661年 )修験道の開祖である役小

角が28歳の時に開基されました。霊山の中でも国

内最古とされ、山内には七の滝があります。「犬鳴

山」という山号についてですが、私の実家は犬鳴山

から40分 くらいの山を越えたところにあります。小

さい頃から大円鳥山にある犬月烏トンネルといえば、お

化けがでることで有名でした。なぜ犬鳴なんていう

名前なのか、と不思議に思つていました。宇多天皇

の頃、紀伊の猟師が犬を連れ一匹の鹿を追っていま

した。猟師の傍の木に大蛇がいて猟師を狙つていま

したが、猟師はそれに気づかず弓をつがえ、鹿に狙

いを定めて射ようとしたとき、大が急に吠えてしま

い、おどろいた鹿は逃げてしまいました。獲物を失っ

た猟師は怒つて吠え続ける犬の首をはねてしまいま

した。はねられた犬の首は大蛇目掛けて踊り上がり

大蛇にかみつき猟師を助けたそうです。犬が吠えた

のは猟師を助けるためでした。この心を知った猟師

は己を悔い死んだ愛犬を供養しました。この話を聞

いた宇多天皇が「報恩の義犬よ」と賞し、「犬鳴山」

という山号を与えたと伝えられているそうです。

これまでに、大鳴山にある修行場にはサッカー日

本代表の長友佑都選手をはじめ、多くのアスリー ト

が修行に来ているそうです。修行といえば、思いつ

くのが滝行や火渡りではないでしょうか。火渡りを

する時、焦つて早く歩こうとすれば、指が炭を巻き

込んでしまい必ずやけどをするそうです。ある競技

団体が火渡りに参加し、選手はやけどをせず渡りき

ることが出来ましたが、コーチだけがやけどをして

しまったというエピソー ドがあるそうです。怖い、

熱そう、やけどをしたらどうしよう、という不安が

東浦つかさ (広島大学大学院総合科学研究科)

炭の上を歩くときに現れてしまい、焦つて歩くこと

でやけどをする。自分は大丈夫と自信を持ち、心を

乱すことなくやり遂げる、それはスポーツにおいて

も必要なことであると思います。 しかしながら、ス
ポーツにおいては、ただ心を乱すことなく行うこと

よりも、揺れ動く感情を自分の行動へと繋ぐという

ことも必要となると思います。先日、メジャー3000

本安打を達成したイチロー選手は記者会見の際に、

「これまで感情を無にしてやってきたが.… 嬉しかつ

たらそれなりの感情を、悔しかったから悔しいとい

う感情を少しだけ見せれるようにしたい」と話して

いました。感情は適応的にも不適応的にもアスリー

トに影響を及ぼします。その影響を、自分の行動ヘ

とエネルギーに変えることで、さらなる努力をし、

自信をつけることが出来るのではないかと私は感じ

ました。

ハイキングは往復 1時間30分ほどでした。本堂

までの道のりは、思つていたよりも厳しく、熱さと

乱打つに敷き詰められた石畳で、何度も足を取られ

そうになりました。本堂の奥にある行者の滝に着い

た時、暑かつた道中が嘘のように涼しかつたのをよ

く覚えています。ハイキングが終わつた後の、温泉

や懐石料理もとても素晴らしく、とても有意義な時

間を過ごすことが出来ました。

最後になりましたが、プレセミナー開催にあたり、

お世話になりました関係者の皆様に感謝中し上げま

す。

プレセミナー参加記
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キーノー トレクチャー 1

本年度のキーノー トレクチャー①では、中須賀巧

先生 (兵庫教育大学)を演者にお迎えし、「体育授

業の心理学―動機づけ雰囲気に着目して一」という

テーマでご講演いただきました。中須賀先生は、体

育学研究をはじめとする多くの学術誌に関連論文を

発表されており、動機づけ研究の若手の最先鋒と

いつても過言ではないでしょう。

はじめに、本レクチャーにおける主要な概念であ

る達成目標理論と動機づけ雰囲気について説明がな

されました。達成目標には、練習や努力を重視し、

自己の技能の向上や学習過程の努力それ自体を目標

とする熟達目標と、能力を重視し、他者よりも良い

成績をあげて自分の能力を示すことを目標とする成

績目標が含まれます。この 2つの達成目標のうちど

ちらを採択するのかは、個人要因である日標志向性

に影響されると従来の研究ではされてきました。 し
かし、教育現場における実際の学習場面は、生徒と

教師で構成されるダイナミックな相互作用の場であ

り、集団における動機づけ雰囲気の検討の必要性が

あるとのことでした。この動機づけ雰囲気には、努

力に価値が置かれ、練習や技能習得のプロセスを重

視する熟達雰囲気と、能力に価値が置かれ、他者比

較を通しての達成を重視する成績雰囲気の 2つが

存在します。

海外の研究では、成績雰囲気は否定的な動機づけ

関連要因と、熟達雰囲気は肯定的な動機づけ関連要

因と関係性が認められることが明らかにされてきま

した。 しかし、国内の研究においては、成績雰囲気
が有能感など肯定的な要因と関連していることを踏

まえ、文化差やカリキュラムの違いなどに鑑みなが

ら、中須賀先生は研究を進めてこられました。教育

効果をもたらす授業雰囲気については教育現場の教

員も模索しているものであり、中須賀先生の一連の

研究成果は、どのような授業雰囲気を設定すること

が有効か、生徒にどのような目標を持たせることが

内田若希 (九州大学 )

効果的かといった視点を切り口に、より良い体育の

あり方を模索した貴重な取り組みであるといえるで

しょう。

また、従来の研究では、おもに成績雰囲気ではな

く熟達雰囲気が重視されてきましたが、中須賀先生

は成績雰囲気の肯定的な効果についても言及されま

した。教師が成績雰囲気を作り出す場合、生徒の運

動に対する否定的な考えを高める可能性がある一方

で、生徒自らが作り出す成績雰囲気は自己成長の手

段となり得るものであり、生徒が自発的に競争をす

ることも大切であるとのご1旨摘は、非常に価値のあ

る知見であつたと思います。

中須賀先生のご講演は、中学校の体育授業を中心

とした研究成果に基づいていましたが、小学校や高

校、大学などでの体育授業や運動部、スポーツチー

ムなどのフィール ドにおいても有用な内容であつた

と思います。加えて、運動・スポーツ心理学や体育

心理学領域においての近年の重要な トピックであ

る、体育・スポーツ嫌い、道徳性 (暴力や倫理に関

する様々な問題 )、 運動継続、および自己成長など

にアプローチする示唆に富んだレクチャーであつた

のではないでしょうか。なお、本レクチャーで扱わ

れた研究成果は、体育学研究や日本教科教育学会誌

にて公表されておりますので、よろしければあわせ

てご参照ください。

最後になりますが、演者の中須賀先生、ならびに

会場にお越しくださつた皆様に、この場を借りてお

礼を申し上げます。

司会報告
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キーノー トレクチャー 1

演者報告「体育授業の心理学―動機づけ雰囲気に着目して―」

「体育授業の心理学―動機づけ雰囲気に着目して

一」という表題で体育心理学専門領域のキーノー ト

を担当させていただきました。依頼をいただいた際、

嬉しいという思いと同時に、はじめてのことで若千

の不安を抱きながらも、研究してきたことを信じて

取り組むことができました。

これまでの体育授業場面における児童・生徒の動

機づけ研究は個人の持つ目標という視点から進めら

れることが多かったのですが、演題にもある動機づけ

雰囲気は、重要な他者 (教師及びクラスメイト)がつ

くる環境の構造 (西田・月諜系、2008)と 定義されており、

周囲が持つ目標を児童・生徒がどのように認知してい

るのかという授業雰囲気を提える新たな視点を提供

することができる概念として注目されています。

本キーノー トレクチャーでは、基礎的な概念定義

や国内外の研究動向を解説し、さらに自身の研究成

果に基づきながら体育授業実践に向けてどのように

動機づけ雰囲気研究の知見を用いることができるの

かなどについて以下の 5つ の観点に絞つて発表を

行いました。

まず 「達成目標理論と動機づけ雰囲気」では、動

機づけ雰囲気という概念のもとになる達成目標理論

の説明から始まり、動機づけ雰囲気の構造や理論的

な枠組みなどを解説し,そ して体育授業研究におい

て、なぜ動機づけ雰囲気に着目する必要があるのか、

その意義について説明しました。

続いて「学校教育場面における動機づけ雰囲気研

究Jでは、まず体育授業以外の学業場面における動

機づけ雰囲気研究においてクラスの雰囲気認知が成

績や学習行動と密接に関連していることについて解

説しました。次に国外と国内の体育授業における動

機づけ雰囲気研究を尺度開発、調査研究、実践研究

ごとに紹介し、熟達雰囲気優位の国外研究と熟達雰

囲気および一部成績雰囲気の優位を示唆する国内研

究といった研究成果の相違に触れました。

中須賀巧 (兵庫教育大学 )

次に「体育学習の課題と動機づけ雰囲気」では、

子どもを取り巻く問題 (体力低下や運動実施頻度の

二極化、社会性や規範意識の鈍麻など)に触れなが

ら、健やかな′さ身の育成や生きる力の獲得など様々

な教育的効果を促す授業雰囲気の創造に対して動機

づけ雰囲気研究がどのように関わることができるの

かを説明しました。

そして、「体育学習における動機づけ雰囲気がもた

らす教育効果」では、体育授業における動機づけ雰

囲気と児童・生徒に身につけさせたい様々な要因 (例

えば、好意的態度や道徳性、結果予期、生きる力など)

との関連を検討した私自身の研究成果について紹介

し、その成果に基づきながら、より良い体育授業を

目指した授業づくりや授業設定の順序など学校現場

への情報還元を意識した解説を行いました。

最後に、「今後の体育授業における動機づけ雰囲気

研究に必要な視点」として、縦断データによる因果

関係の検討や実践 (介入)研究への挑戦など私自身

が考える体育授業における動機づけ雰囲気研究の方

向性を提示することに時間を割くことができました。

最後になりましたが、当日司会をいただいた内田

若希先生、貴重なプレゼンテーションの機会をいた

だいた関係者各位、会場となった大阪体育大学の先

生方とスタッフの皆様、そしてご清聴いただいたフ

ロアの皆様に心から感謝申し上げます。
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キーノー トレクチャー 1

『体育授業の心理学―動機づけ雰囲気に着目して一』

兵庫教育大学 中須賀巧先生

聴衆は200名 ほど集まり、大盛況であつた。はじ

めに、達成日標理論と動機づけ雰囲気についての話

しがあった。練習や努力を重視し、自己の技能を高

めることや、学習過程の努力それ自体を目標とする

熟達目標と、能力を重視し、他者よりもよい成績を

あげて自分の能力を示すことを目標とする成績目標

に触れ、どちらを採択するのか目標志向性に影響さ

れるとのことである。日標志向性とは、体育やスポー

ツのような場面での目標の持ち方には個人差がある

という個人要因を示す疑念で、技術向上や能力を伸

ばすために努力し、学習の過程を重視する課題志向

性と、他者比較を通して高い評価を得ることを目指

し、優劣や成績を重視する自我志向性がある。いず

れも認知された授業環境の影響を受けて変化するも

ので、環境要因が大事になってくるという。

そこであげられるのが動機づけ雰囲気である。動

機づけ雰囲気とは、教師やクラスメイ トが作る環境

構造のことである。努力に価値が置かれ、練習や技

能習得のプロセスが重要視される熟達雰囲気と、能

力に価値が置かれ、他者比較を通しての達成が重視

される成績雰囲気がある。どちらを重視するかも大

切であるが、授業の進行状況によつて変えることも

重要であると述べられた。

動機づけ雰囲気に着目する意義としては、児童・

生徒が教師やクラスメイ トによつてつくられる授業

雰囲気をどのように認知しているかを検討できるこ

とや、集団への働きかけを可能にし、動機づけ研究

に新たな方向性を提供できる等をあげられた。また、

国内外の学校教育現場における動機づけ雰囲気研究

についての紹介もあり、熟達雰囲気の授業を推奨す

ることを示唆したモデルや、性差の違い、介入群の

成果等を示された。そして、クラスの雰囲気認知は

佐々木史之 (環太平洋大学短期大学部 )

児童・生徒の成績や行動など学習場面の要因と密接

に関連していることを述べられた。

次に、指導要領改訂の背景にある体育学習の課題

と動機づけ雰囲気について触れられた。子どもたち

を取り巻く問題から、体育授業に求める学習内容と

して、運動技能向上としくみの理解、学習意欲の喚

起、健やかな′い身の育成、生きる力の獲得、生涯に

わたって豊かなスポーツライフの実現をあげ、教育

効果を促す授業雰囲気の構築が必要であるとのこと

である。そして、体育学習における動機づけ雰囲気

がもたらす教育効果として、体育に対する好意的態

度、日常的な運動実施の認知、道徳性、生徒の競争

心、結果予期、生きる力について、成績雰囲気、熟

達雰囲気との関係性を述べられた。また、熟達雰囲

気を認知させるような授業展開が必要なことも指摘

された。

最後に、今後の体育学習における動機づけ雰囲気

研究に必要な視点として、種目や学年別への着日、

縦断研究、実践研究への挑戦、多目標視点の採用等

に言及された。

簡潔にまとめられたわかりやすいスライドで話し

が進められ、あつという間に時間が過ぎてしまった。

用語の説明等が多く、理解するのが難しかったが、

大変勉強になる内容で、自分自身の授業展開を反省

させられる有意義なキーノー トレクチャーとなっ

た。

傍聴記
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キーノー トレクチャー 2

体育′心理専門領域では、例年 2題のキーノー トレ

クチャーを開催することが恒例となっている。体育

心理専門領域のキーノー トは、これまで他の専門領

域に所属する会員の参加も多く、体育心理学が、体

育科教育や体育方法といった他領域の会員にも関心

を持っていただいていることが分かる。特に体育・

スポーツの実践現場で役立つヒントが、体育心理の

研究には多く含まれているからであろう。

さて、本年の登壇者は大阪体育大学の岡澤祥訓 (よ

しのり)先生である。先生は昭和49年に奈良教育大

学をご卒業後、東京教育大学の修士課程を修了し、

中京女子大学を経て、長く奈良教育大学に勤務され

た。新しく教育学部を開設するにあたつて本学にお

迎えし、これまでのご経験やお力をお借りしている

ところである。体育科教育に関する優れた研究業績

の他、スポーツメンタル トレーニングの領域でも第

―人者であり、プロスポーツ選手、オリンピックの

メダリスト等、多数の指導歴がある。日本スポーツ

心理学会理事、資格認定委員長も歴任され、この分

野の開拓者のお一人である。

レクチャーの導入では、体育授業の現場研究から、

示唆に富むお話を頂いた。「下手な子が一生懸命参加

する授業は、上手な子にとつても楽しい授業」との信

念のもと、ドカンバレーボール (パスをうまくあげら

れなくても触れたらOK)やセストボール (ド リブルを

禁止したバスケットボール)な ど、さまざまな教材開

発や工夫に関わられたご経験を披露していただいた。

先生が着日しているのは「運動有能感」。運動有能

感を高めることができれば、児童生徒は内発的に動

機づけられ、自ら積極的に取り組むことができるだろ

う。そのお考えの下、教師行動に関する一連の研究

が紹介され、「できた瞬間にほめることができる授業」

の大切さを説かれた。特に、体育授業の中で、教師

の賞賛の回数が多いほど、児童生徒の運動有能感も

向上することを示す研究データが紹介されていた。

土屋裕睦 (大阪体育大学 )

そ して真骨頂、スポーツメンタル トレーニング

(SMT)の話題へ。SMTの 目的を「自立した選手の育成」

と定め、ここでも運動有能感の育成が鍵になること

を、さまざまな事例を通 して紹介いただいた。たと

えば打率不振にあえぐプロ野球選手が岡澤先生のも

とに来談 した時のお話。「技術・体力は急になくな

らへん、後はメンタルの問題や、思い切って振れ !J

と伝えると、なんと結果はホームラン。

そんな単純な話があるものか、と訪 しく思われる

方もいるだろう。少 し個人的な経験を付け加えてお

きたい。岡澤先生とお話をすると、なんだかやる気

が湧くのであるの有能感が増すと言つても良いのこ

の経験は私だけでないようで、多くの仲間が同じ感

想を持っている。おそらくこの岡澤マジックには、

言葉だけでなく、それを醸 し出す雰囲気、スタンス

のようなものも関係 しているように思 う。

最後に、苦悩するオ リンピアンヘの岡澤先生の

珠玉の言葉。「あなたを助けることはできないけど、

あなたの横にいることはできます。頑張つてやって

ください。あなたならできると思います」。こういう

スタンスが、岡澤先生が人を勇気づけ、自信 (有能感 )

を育て、自立へ向かわせる力なのである。専門領域

を超えて、多くの体育学に関わる会員が集い、エン

パワメン トされたキーノー ト・レクチャーであった。

司会報告
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キーノー トレクチャー 2

演者報告「運動有能感を高める指導法 :体育授業からメンタルサポートまで」

岡澤祥訓 (大阪体育大学 )

1 はじめに

3月 末で29年間勤務 した奈良教育大学を定年退

職 し、4月 から大阪体育大学教育学部の特任教授

として勤務しております。人生のまとめとしてキー

ノー トのチャンスをいただき感謝しております。

アイゼンクのパーソナリティー研究から競技選手

のメンタルサポー ト研究、教授技術研究から運動有

能感研究と40年間、大学教員として研究活動を継

続してまいりました。その中でも20数年行つてきた

運動有能感を高める指導法に関して話させて頂きま

す。

2 なぜ運動有能感なのか

体育授業では生涯体育・スポーツの実践者の育成

我必要であり、競技スポーツでは、やらされるので

はなく自ら進んで トレーニングや練習に参加できる

選手の育成我必要です。すなわち運動に内発的に動

機づけられた児童 。生徒 。選手を育成する事が必要

です。

一般的に教師や監督は「やる気」を高めるために

賞罰を中心にした外発的動機づけを用います。教師

や監督が児童 。生徒や選手の動機づけを高める方法

は、外部からエネルギを高めることになり、方法論

的には全て外発的動機づけになります。

内発的動機づけで運動する児童生徒や選手を育成

するためには、自ら進んで運動に参加できるように

指導することが必要です。そのために体育授業では

運動の楽しさ体験を重視しています。しかし、この

楽しさを「いやな事をやらない、できないことはや

らない」という楽な事であるととらえて指導する傾

向があると思います。このような楽しさで運動の内

発的動機づけが高まるとは考えられません。「でき

ない技ができるようになる。記録が伸びる、それを

支える、支えられる楽しさ」が内発的動機づけを高

める楽しさであると思います。そのために、できな

い事にチャレンジする事が必、要になると思います。

デシは「人間は『有能さと自己決定』を感知したい

という欲求に動機づけられて行動するものであり、

それを内発的に動機づけられた行動である」と主張

しています。しかし、我々が指導する児童生徒や選

手は運動が上手な人ばかりではありません。運動が

上手にできる自信がある人は内発的動機づけで運動

に参加している可能性は高いと考えられので、教師

や監督は運動に自信が持てない人を内発的動機づけ

で参加できるように指導する事が特に重要になると

思います。

運動に自信が持てない児童生徒や選手を内発的動

機づけで運動に参加できるように指導する方法を検

討するために、我々は運動の有能感の周辺も含めた

運動有能感の構造に検討を加え運動有能感尺度を作

成しました。この尺度は、運動が上手にできるとい

う自信である「身体的有能さの認知」、今はできな

いが努力すればできるようになるという自信である

「統制感」、指導者や仲間から受け入れられるという

自信である「受容感」から構成されています。我々

はこの運動有能感尺度を用いて、運動嫌いと運動有

能感、運動の愛好度と運動有能感との関係に検討を

加え「身体的有能さの認知」だけでなく、「統制感」、

「受容感」とも有意な関係があることを明らかにし

ました。このことは、運動が苦手な児童生徒や選手

の「受容感」や「統制感」を高めることによつても、

運動に内発的動機づけで参加するようになる可能性

があることを示していると考えられます。

3.運動有能感を高める工夫

我々は,体育授業において運動に自信が持てない

児童 。生徒の、運動に対する自信としての運動有能

感の二つの側面を高めるために,教材・教師行動・

評価の三点から工夫を行い,その有効性に検討を加

えてきました。
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評価に関しては、相対評価から、個人の伸びを評

価する個人内評価に変える事によつて、努力すれば

できるようになるという「統制感」が高まります。

この伸びた事を一緒に喜んでくれる仲間がいるとい

う「受容感」を高めるために、いくつ―かの教材の工

夫をしてきました。個人スポーツの記録の伸びをグ

ループ間で競争するという「個人スポーツの集団

ゲニム化Jの工夫や、球技では運動が苦手な児童生

徒も参加してみようと思えるように、「どかんバレー

ボールJや「三球制ソフト」のようなルールを変更

する方法が有効である事を実証してきました

教師行動の工夫としては、「誉める」は運動有能

感を高める事になり、内発的動機づけを高める|が、
「怒る」は外発的動機づけを高めるだけであり、前

者の「誉める」教師行動が有効であるも実証しまし

た。

競技スポニツのメンタルサ|ボートにおいては、運

1動有能感を高める事は「プラス息考」でプレーでき

る可能性が高いのですが、叱ってやらせると運動有

能感が低下して「マイナス思考」でプレーするよう

になる可能性が高くなります。それゆえ、我々は競

技選手の運動有能感を高めるサポー トを心がけてい

ます。
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キーノー トレクチャー 2

日本体育学会第67回大会 (於 :大阪体育大学)の

体育心理学キーノー トレクチャーで、岡澤先生のお

話をお聴きした。演題は「運動有能感を育む指導法

一体育授業からメンタルサポー トまで一」。

先生のお話はこれまでも何度かお聴きする機会

があった。その多くが先生の現場での実践に関わ

るお話であつたが、今回のお話はそれらの実践が借

り物の理論や単なる経験論によるものではなく、綿

密なご自身の研究データを基にしたものでもあるこ

とを、改めて実感させられる内容であった。それら

の要約内容をお伝えするのが寄稿する私の役害1であ

るのかもしれないが、紙面に限りもあるので読者の

方々にはネットで「岡澤祥訓_有能感」などの単語

で検索をかけていただき、先生の数々の論文をご参

照いただきたいと思う。

ここでは私なりに、レクチャーのサブタイ トルに

あつた「メンタルサポー ト」における先生の印象を

述べてみたい。先生の選手との関わり方は、何だか

カウンセラーともメンタル トレーナーとも違う、そ

んな印象を勝手ながら抱いている。他人行儀でも押

しつけがましくもなく、とにかくとことん付き合う、

そんな感じ。選手が自ら答えを見つけ出すまで黙っ

て頷いているだけでもなく、かといってガンガンア

ドバイスするわけでもない。でも迫力をもつて選手

に問いかける、「あなたはどうしたいん ?ど うなり

なりたいん ?」。そこで選手が考え抜いて出した答

えには、「うん、それでええやん !」 と背中を押す

感じ・・・、とでも言おうか。もちろん、決して誘

導尋間ではない。ある種の迫力を持った先生からの

問いかけが、選手の決意ともとれる迫力ある回答と

なって表れる。

選手はなりたい自分を具体的に思い描き、そのた

めに取り組むべき目の前の、足元の現実目標を立て

る。それを繰り返し、現実の目標を達成する度に夢

が自分の手元に近付いてきて、自身の有能感を高め

「体育心理学キーノートレクチャー傍聴記 ―勇気づけの天才―」
伊藤友記 (九州共立大学スポーツ学部 )

ていく、その手助けをしてくれる存在。「完壁を目

指すな、だいたい出来たら大丈夫」と選手に語るこ

ともあると言う。けれどもそれは、無責任に突き放

して言う言葉ではない。先生は「だいたいの加減を

つかむまで横にいます」とおっしゃった。そして「や

れることやつてきたらええやん」、そんな言葉で送

り出すことも。

カウンセラーでもメンタル トレーナーでもない、

選手にとつては唯一無二、「岡澤先生」なのだろう

と思う。学会の帰り道、中込先生がおっしゃられ

た。「岡澤君 (がいると)、 現場は安心するんだよな」。

話を聞いてもらうだけで、傍にいるだけで、あるい

はそこにいなくても、「岡澤」という人間に関わっ

てもらつただけで、現場の選手や指導者は「安心」

を手に入れることができる。その秘訣はなんだろ

う。・・。私自身、岡澤先生とお話させていただく

度に感じる安心感、それはどこから来るのだろう。

時折、何だか自分に自信がなくなって、落ち込み気

味になって、元気がなくなったときに、ふと会いた

くなる。自分の弱さ、だらしなさも全部ぶちまけて

も見捨てずに受け止めてくれる、「それでもええや

ん。そこから頑張ればええやん」と言つてくれそう

な先生。そう、岡澤先生は「勇気づけの天才」なのだ。

最後に、この日いただいた先生の名刺の裏書きに

は「さすらいのメンタル トレーナー」とあった。長

年勤続された奈良教育大学をご退職された先生の何

とも洒落のきいた名刺ではないか。これからもずつ

と、さすらいながら日本の体育・スポーツ (心理学 )

界に勇気を与え続けていただきたいと切に願う。
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シンポジウム

平成28年 8月 に大阪体育大学を会場として開催

された日本体育学会第67回大会の体育心理学専門

領域企画シンポジウムは、「感情から紐解く体育・

スポーツ科学のこれから」のテーマで行われた。体

育・スポーツ・健康にかかわる現象と密接な関係を

もつ「感情」をキーワー ドとし、今後の研究の可能

性を視野に入れた話題提供がなされた。大阪体育大

学の手塚洋介先生をコーディネーターとし、感情科

学に関連する研究を進めておられる 3名 の研究者

から感情を基軸としたご報告をいただき、議論を展

開する形で進められた。

まず、感情科学研究領域の第一人者である、同志

社大学の鈴木直人先生から、感情の心理・生理・行

動の各側面に渡る知見について、様々な研究成果に

基づいて説明がなされた。従来、感情経験は理性や

認知と対立する、ヒトの心における厄介者、あるい

は法則性に従わず、それを撹乱するものであり、科

学の対象となりえない存在であった。しかし、最近

は、感情と理2性あるいは認知は対立するものではな

く、協調的に結びつき、様々な場面で人を合理的な

行動に導き得る存在であると捉えられるようになっ

てきている。ポジティブな感情の機能としては、思

考の可塑性、創造性、柔軟性を高める、対人関係の

促進、ネガティブ感情による生理的活性化を早く元

に戻す、気分をスイッチするといつた点が説明され

た。逆に、ネガティブ感情の機能については、物事

の判断を慎重でシステマティックに行うことで、環

境の影響を受けにくく正確な判断を可能にすること

や、忍耐力を増加させること、動機づけを高め努力

を促すことといった点について、数々の実験結果を

基に説明が行われた。更に、パーソナリティとの関

連性についても触れられた。

次に、広島大学の関矢寛史先生から、感情と認知

と身体運動の関係について、最近の研究成果を踏ま

えながらご報告いただいた。プレッシャーによる身

北村勝朗 (東北大学 )

体運動の変化や、あがりを認知面から説明する様々

な実験結果に基づき、感情が身体に及ぼす影響、あ

るいは感情が認知に与える影響とそのメカニズムに

ついて説明がなされた。更に、進化心理学の知見に

基づいた研究や教育の方向性についてもご提言いた

だき、認知が感情に及ぼす影響、あるいは身体が感

情に与える影響、認知と身体それぞれの影響等につ

いてご報告いただいた。認知と感情と身体の相互作

用を活かした実践とそのための研究という今後の研

究の方向性についてもご提言いただいた。

最後に、日本体育大学の高井秀明先生から、感情

制御に関する実験的検証と実践的検討についてご報

告いただいた。まず感情抑制の 3つの方略である、

抑制、ディストラクション、および認知的再評価に

ついてご説明いただいた後、リラクセーションの方

略である、呼吸法、自律訓練法、漸進的弛緩法、お

よびバイオフィー ドバック法について、実験結果を

基にその効果について説明がなされた。その上で、

アスリー トの感情制御に利用されているリラクセー

ションの方略がもたらす心理・生理的効果は実験的

に検証されているものの、そうした方略だけではな

く、状況や出来事、対人関係などの自らの解釈を変

化させる再評価が重要しされている点が説明され

た。更に、ご自身がアスリー トに対して実践された

メンタル トレーニングの事例についても取り上げ、

詳細にご報告いただき、実際のスポーツ現場におい

て有用な研究の在り方についてご提言いただいた。

特に、今後の感情研究の必要性の中で、研究のため

の研究から脱却し、現場で活かされる研究の重要性

についてご提言いただいた。

朝 9時からという時間枠ではあったが、180名 を

超える方々にご参加いただき、実り多い 2時間を過

ごすことができた。この場をお借りして感謝申し上

げたい。

司会報告
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シンポジウム

コーディネーター報告「感情から紐解く体育・スポーツ科学のこれからJ

本シンポジウムは、大会テーマの「スポーツと“ひ

と。社会"」 を再考する機会として、感情に焦点を

当てた。感情(emotion)は、外へ(o)の運動 (mOtion)

という語源が示すように、ひとの身体運動に密に関

連する要因である。アスリー トのパフォーマンス

に注目すると、たとえば “あがり"な どの感情的

要因によつてパフォーマンス不全が生じることもあ

れば、別の感情によつて逆の現象も起こりうる。ま

た、そうしたアスリー トの感情的側面は、見る側が

スポーツに興じるための重要な誘引ともなり、社会

的にも機能する。こうして、スポーツにまつわるひ

とと社会とを考える際に、感情を踏まえた考察は不

可欠といえよう。

企画段階では、本邦における感情科学の第一人者

である鈴木直人先生 (題 目「感情の機能―心理・生

理・行動的側面からの多角的検討―」)|こ、感情の

心理・生理・行動の各側面に関する諸特徴ならびに

体育・スポーツ科学への提言をご講演いただき、今

後の発展の足がかりにしたいと考えた。加えて、関

矢寛史先生 (題 目「感情と認知と身体運動の関係」)

と高井秀明先生 (題 目「アスリー トの感情制御に関

する実験的検証と実践的検討J)に は、両名がこれ

までに取り組まれてきた基礎および実践に関する諸

研究を、感情を軸にご講演いただきつつ、体育・ス

ポーツ科学領域における感情研究の可能性を議論じ

ていただくこととした。当日のご講演の詳細は各先

生のご報告をご参照いただきたいが、いずれの先生

も精緻なデータをもとにご講演くださり、題日にあ

るよう体育・スポーツ科学 (本企画の波及性を鑑み

あえて体育′心理学とはしなかつた)における感情研

究の有用性・必要性を、参加者にもご理解いただけ

たのではないかと感じている。

一点、鈴木先生が全体討論でコメントされた感情

と情動とを区分する必要性、言い換えれば感情とい

う用語の多義性をどう扱うべきかについて、体育・

手塚洋介 (大阪体育大学)

スポーツ科学の立場についての私見を述べたい。感

情研究が多様化し学際化も進む中、感情を一義的に

扱うことの難しさに多くの研究者が直面している。

『感情心理学研究』の倉1刊号にて松山 (1993、 感情

心理学研究、 1、 1-2)が 論じたよう、本邦では

感情と情動、もつといえば情緒や気分などをも含め

て感情と表現することがあり、感情に関する現象を

研究上明確にしないことも多い。しかし、感情研究

の厳密な定義によれば、上記の諸現象は強度や時間

窓などが異なる。あがりを例にみれば、試合直前ま

たは最中に生じるあがりが一過性の情動と定義でき

るのに対し、あがりやすさの一指標とされる特性不

安は気分 (あるいはより安定的なパーソナリティ特

性)に区分できるよう。両者は、関連性はあるもの

の異なる現象であり、こうした差異の理解があがり

の全体像を理解するには重要となろう。加えて、あ

がりに関する心理サポー ト時など、選手が抱える問

題の本質をとらえる際にも強く関わるはずである。

最近は国内外問わず、感情や情動などの用語の区分

を再考する動きがあるが、体育・スポーツ科学にお

いては少なくとも、研究者が実践の視座を備えつつ、

どのような特徴をもつた感情現象に焦点を当ててい

るかを理解することが求められる。基礎研究を踏ま

えつつ、当該領域での問題の理解や解決に向けて、

本シンポジウムがひとつの契機になれば幸いである。
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シンポジウム

演者報告「感情の機能 ―心理。生理・行動的側面からの多角的検討―」

我々は日常、色々な出来事に対して喜んだり、悲

しんだりしながら生活している。 しかしながら、最
も人間らしい部分である感情という現象はまだよく

分かつていない。

プラトンの昔から人間は、理性と情熱という二頭

立ての馬車に喩えられ、感情は、理性や認知と対立

し、理性を攪乱する厄介者、科学の対象となりえな

いものとされてきた。しかし、現代では、感情は理

性や認知と協調的に結びつき、人々の適応を支える

もの (ex Bruner,1986)と 考えられるようになっ

た。

感情が強くなれば行動も激しくなるが、行動の適

切性に関しては、Yerkes Dodsonの 法則に従う。感

情は特にこの適切な範囲が狭いと思われる。感情と

生理学的反応の関係も研究されるようになった。例

えばスポーツ競技で問題となる“上がり"について、

スピーチ場面を用いた結果では、スピーチ場面を繰

り返すことで主観的な上り感や心拍数は減少するの

に対し、血圧はあまり変化しないことが見いだされ

ている (敦賀・鈴木、2007)。 この結果は、上がり

場面を何度経験しても、心臓血管系の血管型反応は

解消されない危険性があることを示すものかもしれ

ない。

こうした “厄介者"の感情の生起が、生存や繁

殖に係る機能や人間関係を円滑にする社会的な機能

を持つことは古くから指摘されているが、最近、感

情が行動に対し様々な影響を及ぼすことが明らかに

なってきた。

これまでポジティブ感情がなぜ存在するのかに関

して、うまく説明できる説は存在しなかった。2000

年以降、ポジティブ′心理学の隆盛とともにポジティ

ブ感情の機能に焦点を当てた研究が行われてきた。

その結果、ポジティブ感情は物事の捉え方を柔軟

し、倉1造性などを高めると考えられるようになつて

きた。即ち、ポジティブな感情は眼前の問題解決に

鈴木直人 (同志社大学心理学部)

役立つというよりは、将来役に立つような情報を集

めやすくするという機能を持つ。また、ポジティブ

感情はネガティブ感情の生起などによつて高まった

生理的反応を素早く元に戻す元通り効果 (undOing

effect)を持つ。試合中、笑顔でプレイするとリラッ

クスしたプレイができるというfacial feedback

仮説などもこの効果によるものかもしれない。著者

はこれらの機能にもう一つ、気分を変えるスイッチ

ングの効果があると考えている。

一方、怒りの感情は攻撃行動の発現にとって必要

な感情であるというように、個々のネガティブ感情

の役割は進化論的な解釈がある程度可能である。こ

うした意味からネガティブ感情は、日前の問題解決

に必要な情報を集め、それに対処するよう準備させ

る機能を持つと考えられる。また、特に悲しみのよ

うなネガティブ感情は物事に対する処理を慎重かつ

システマティックに行わせることで環境の影響を受

けにくく、正確な判断を可能にし、記憶をよくし、

また動機づけを高め、努力を促すといつた役割があ

ることが報告されている。

最後にダーツ競技のパフォーマンスを高めるため

に行つたイメージ筆記の効果について報告する。実

験参加者を認知的方略によつて防衛的悲観主義者と

方略的楽観主義者に分け、ダーツ練習時に抱いた感

情をイメージ筆記させたところ、防衛的悲観主義者

の成績のみ向上し、方略的楽観主義ではいかなる筆

記も効果が見られなかった。この結果は、試合前、

練習時の トレーニングでパーソナリティによる違い

を考慮する必要性を示唆するものである。
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シンポジウム

この度は本シンポジウムのコーディネータである

大阪体育大学の手塚洋介先生よりご提案いただき、

感情研究のエキスパー トである同志社大学の鈴木直

人先生とトップアスリー トヘの心理サポー トの経験

が豊富な日本体育大学の高井秀明先生とともに演者

を務めさせていただくことができました。また、東

北大学の北村勝朗先生には司会者としてシンポジウ

ムをスムースに進行していただき、この場を借りて

感謝の意を表したいと思います。

心理学は人間の心を扱 う学問ですが、心と身体

の関係は古くから重要なテーマとして扱われてき

ました。西洋では、デカル トの心身二元論のように

心と身体を分けた上で、それらの相互作用を考えて

きました。一方、東洋では、心身一如と言われるよ

うに心と身体を分けられないものとして考えてきま

した。いずれにしろ心を扱う心理学において、身体

を完全に切り離して考えてはいけないことになりま

す。生理心理学においては主に生理反応を測定して

心身相関が研究されてきました。身体には生理反応

に加えて身体運動があります。体育心理学やスポー

ツ心理学は、運動制御・学習研究を含み、身体運動

と心の関係を研究しやすい領域ですが、これまでど

ちらかといえば認知と身体運動の関係が多く研究さ

れてきたと思われます。心のもう1つの側面である

感情と身体運動については、研究しなければならな

いことが山積みであると感じます。

そこで本発表では、心を感情と認知に分け、身

体運動と生理反応は身体として一括 りにして、感

情と認知と身体運動が互いにどのように影響し合っ

ているのかについて、先行研究を紹介しました。ま

ず感情が身体に及ぼす影響として、プレッシャーが

身体運動と生理状態に及ぼす影響を調べた実験研究

や質的研究を紹介しました。これらの研究では、プ

レッシャー下では主動筋と拮抗筋の共収縮が起こる

ことや、運動の振幅や速度が低下することが明らか

演者報告「感情と認知と身体運動の関係」

関矢寛史 (広島大学 )

になっています。次に感情が認知に及ぼす影響とし

て、脅威刺激への注意バイアスについて視覚刺激や

聴覚刺激を使つた実験を紹介しました。また、プレッ

シャー下で起こる注意の処理資源不足や過剰な意識

的処理を紹介しました。さらに、人間は利益より損

失に注意が向くという損失回避性を示した意思決定

のプロスペクト理論を運動課題で検証した実験を紹

介しました。そして、感情が身体と認知に及ぼすこ

れらの影響を進化心理学的視点から解説しました。

次に認知が感情に及ぼす影響として、不安は運動

パフォーマンスにとつて有益であると解釈した場合

にパフォーマンスが向上するという研究を紹介し、

進化心理学の知見に基づくマインドセットによつて

プレッシャーを味方にすることができると述べまし

た。また、身体から感情への影響として、表情や姿

勢の変化が感情の変化を導くことを示した身体心理

学の研究やパワーポージングの研究を紹介しまし

た。そして、高齢者ステレオタイプを認知すると動

きが遅くなるフロリダ効果 (観念運動効果)のよう

に認知の変化が身体運動を変える現象を紹介しまし

た。さらに、遅い動きが高齢者ステレオタイプを活

性化させる逆フロリダ効果や、論説を首を縦に振り

ながら聴くと横に振りながら聴くときより賛成し易

かったという実験結果のように動きの変化が認知を

変えるという現象も紹介しました。

最後に、これら認知と感情と身体の相互作用の

さらなる研究の必要性と、身体から入る心のコン

トロールの重要性や進化心理学の知見に基づくマイ

ンドセット教育の必要性を提言して発表を終えまし

た。コーディネーター、司会、シンポジストの先生

方、ならびに会場にお越しくださった皆様、ありが

とうございました。
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シンポジウム

演者報告「アスリートの感情制御に関する実験的検証と実践的検討」

本シンポジウムでは、アスリー トに対する感情制

御方略の応用を目的とした実験的検証と実践的検討

に関する事例について紹介し、話題提供することと

した。

状況や場面、環境が時々刻々と変化する競技ス

ポーツにおいて、アスリー トには常に自分自身を

律することが求められる。その方法としては、自

分の思考や行動を監視し、それらを好ましい方向

に導く活動である自己統制 (self control)が あ

る。その中には、自分の感情を対象とした感情制御

(emotion regulation)が あり、その代表的な方略

として「抑制」「ディストラクション」「認知的再評

価 (以下、再評価 )」 があげられる。

ここでいうところの「抑制」とは、感情が生じて

それを意識した後で、それを表出しないよう制御す

る行為である。また、「ディス トラクション」とは、

感情から無関係な物事に注意をそらす行為である。

そして、「再評価」とは、不快感情をもたらしたネ

ガティブな事象について思考して新たな意味を見出

し、よリポジティブな解釈を加えようとする行為で

ある。

今回は、感情制御方略である「抑制」のリラクセー

ションの技法を対象とし、その中の呼吸法、自律訓

練法、漸進的弛緩法、バイオフィー ドバック法に話

題提供者がアレンジを加えてアスリー トに提供した

スポーツメンタル トレーニングの活用事例について

報告した。

呼吸法では「試合中、心臓がバクバクして、それ

が気になってシューティングに集中できません」と

訴えた、アーチェリーの女子選手を対象とし、吸気

時には心電図 RR間隔が短縮し、呼気時には心電図

R―R間隔が延長するという呼吸性洞性不整脈の説明

を加え、呼吸法の習得を試みた。

自律訓練法では「良いレースのイメージを描こ

うとするのですが、イメージに入り込むことができ

高井秀明 (日 本体育大学 )

ず、プツプツとイメージがきれます」と訴えた、ス

ケー トの男子選手を対象とし、自律訓練法の標準練

習の習得を試みた。それにより得られる変性意識状

態は、視覚的イメージの誘発に導きやすいといわれ

ている。この状態を活用し、良いレースのイメージ

の高度化を図つた。

漸進的弛緩法では「試合の開始直後は、脚のフワ

フワがとまりません」と訴えた、サッカーの男子選

手を対象とし、ウォーミングアップの前とクールダ

ウンの後には、筋運動感覚情報の主観的評価と客観

的評価をすり合わせる目的で漸進的弛緩法を実践し

た。さらには、状況に適した筋緊張に誘導するため、

ランダムに筋緊張の強度を変えて漸進的弛緩法を実

施した。

バイオフィー ドバック法では「大切な試合になる

と、自分のプレイにまったく集中できません」と訴

えた、アーチェリーの男子選手を対象とし、心拍の

即時聴覚バイオフィー ドバック機器を練習と試合の

両場面で利用して心拍が変動する刺激を同定した。

これにより、感情の捉え方や意思決定などに影響を

及ぼす内受容感覚の調整を試みた。

本シンポジウムでは、感情制御方略である「抑制」

のリラクセーションの技法をとりあげたが、「抑制」

は強すぎても弱すぎても適切な感情のコンピテンス

に繋がらず、様々な問題を引き起こす可能性もある。

したがって、状況や束1激、自らの心理状態に対する

解釈を変化させ、感情の強度や種類を変化させる「再

評価」(Gross, 1998)を 活用したうえで、個々に

応じてアレンジするリラクセーションの技法を実践

する必要があるだろう。
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シンポジウム

日本体育学会第67回大会 (大阪体育大学)の第二

日目に行われたシンポジウム「感情から紐解く体育・

スポーツ科学のこれから」を拝聴致しました。

初めに同志社大学の鈴木直人先生より、「感情の

機能―心理・生理・行動的側面からの多角的検討一」

と題 し “感情"と は一体何なのかということにつ

いてご発表がありました。感情の機能には生物学的、

社会的、ポジティブ感情、ネガティブ感情機能があ

ることを話されました。ポジティブ感情には気分を

スイッチする機能があり、これは「ある状態を切る

ことJであり、大笑いやあくびなどをすることによ

り次の状態に移ることができるものであることを述

べられました。ネガティブ感情については、動機づ

けを向上させたり忍耐力を増加させる機能があると

いうお話から、「ネガティブに考えることのすべて

が悪いものではない」ということを再認識すること

ができました。

続いて、広島大学の関矢寛史先生より、「感情と

認知と身体運動の関係」と題し “感情 "、 “認知 "、 “身

体"それぞれの相互作用についてのご発表がありま

した。プレッシャーを受けることにより、人の身体

運動はどのように変化するのか。興味深い先行研究

をたくさん紹介して頂きました。プレッシャーは、

運動中の動きだけではなく運動前の動きも制御して

しまうこと、そして、身体的疲労を引き起こしたり、

自分の都合の悪い方へ考え方を変化させてしまうと

いう報告から、人の心の不思議さを改めて感じまし

た。また、プレッシャーがかかるような場面におい

て、「今、自分は不安を感じているJではなく、「今、

自分は興奮している」と考えるとパフォーマンスを

発揮しやすいという報告を知り、自分自身不安を感

じたり、緊張する場面は多々ありますので、そのよ

うな場面で「興奮している」という考え方を実践じ

てみたいと思います。

最後に、日本体育大学の高井秀明先生より、「ア

門利知美 (川崎医療福祉大学)

スリー トの感情抑制に関する実践的検証と実践的検

討」と題しリラクセーション技法を用いた先行研究

や実際に指導された事例を中心としたご発表があり

ました。今回、お話の焦点を当てられた中の呼吸法、

自律訓練法は、自身もメンタルサポー トや大学の講

義の中で実際によく実施します。どちらにおいても

なかなかコツや感覚を掴めてもらえないのが現状で

あり、リラクセーションするために非常に効果があ

るにもかかわらず、それを相手にうまく伝えること

ができないことをもどかしく感じていました。 しか
し、呼吸法においては「バーチャルリアリティ環境」

として、プロジェクター等を用いて試合会場に限り

なく近い状態 (視覚や聴覚など)を再現し、その環

境下で呼吸法を行うこと、そして自律訓練法におい

ては、まず腕立て伏せなどをすることにより “重感 "

や “温感"の感覚を体験しておくというお話を聞き、

このような方法であると非常に感覚を掴みやすいた

め、参考にさせて頂きたいと思います。

最後になりましたが、自身の今後の研究活動、ス

ポーツメンタル トレーニング指導士としてのサポー

ト活動、教育活動を行うため、そして、自分自身が

成長していくための貴重なヒントを与えてくださっ

た鈴木先生、関矢先生、高井先生に感謝申し上げま

す。ありがとうございました。

傍聴記
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口頭発表 1

26日 第 1セ ッションでは経験を積んだ研究者と

新進気鋭の研究者が交代で登壇し、各々が濃厚な進

捗状況を報告した。

田中美吏氏は長きにわたり知覚運動系に対する心

理プレッシャー (圧)の効果を検討している。今回

の発表では姿勢制御系に対する効果に限定して論じ

た。片足立位姿勢の動揺に応じて報酬を減額させ、

大学生参加者の姿勢制御系に心理圧を与えた。する

と重心動揺の振幅が減少し、足関節を回転させる筋

の共収縮が頻繁に確認された。情動変動が姿勢制御

にあたえる神経作用に関して仮説が示され、当該

テーマに関する発表者の分厚い取り組みが感じられ

た。実験において参加者が達成すべき課題の目的と

は何か、そこで立ち上がる機能が運動・スポーツ事

象に有する意味は何かといった質問がフロアからな

された。

大野真澄氏は場所の頭部と眼球それぞれの回転が

場所の記憶に与える効果を検討した。参加者正面か

ら15度の範囲内で指示した場所に頭部あるいは1艮

球を定位させ、その位置を頭部、眼球あるいは双方

の回転量で再生させた。基本的には頭部定位を介し

て記憶させた場合は頭部回転による再生誤差が小さ

く、眼球定位で記憶させた場合には眼球回転の再生

誤差が小さいという結果が得られた。ただし眼球定

位で記憶した位置に関しては頭部回転による再生誤

差も比較的小さく、眼球回転と頭部回転との情報交

換に非対称な交互作用がある可能性が示された。

佐藤佑介氏はご自身の体操経験に基づき、全身動

作における眼球定位の機能について研究を続けてい

る。今回の実験では体操経験者と未経験者を参加者

とし、立位姿勢から垂直軸周りに身体を捻って跳躍

させ、着地までに全身を360度 回転させる試技を行

わせた。経験者は着地0.1秒前に視線を前方へと定

位 した。この結果は絶対座標系における自身の位置

と自己中心座標系における自身の姿勢とのすりあわ

木島章文 (山梨大学 )

せが安定した着地姿勢をもたらすことを示している

という。跳びだし動作の制御にも視線が寄与する可

能性がフロアより指摘され、実際に経験者において

は、跳びだし前に前方へと視線を定位する傾向が顕

著であつたことが佐藤氏より報告された。

松竹貴大氏はサッカーの3xlあ るいは4x2状況に

おける状況判断過程を脳波と足関節回転に伴う筋電

図で検討した。全国水準の技能を有するExp群とそ

れに準ずる Sub Exp群 にサッカーのビデオ映像を

呈示し、ボールを保持している一者がどこにパスを

出すべきかをペダル踏み動作で解答させた。群間で

正答率を比較したところ、Exp群の成績は Sub Exp

群より高かった。一方で事象関連電位 (P300)の

立ち上がりで認知判断の早さを比較したところ、正

答試技に限定した場合、Exp群の立ち上がりが有意

に早かつた。ペダル踏みに伴うひふく筋の EMG立ち

上がり時亥1を群間で比較してもExp群が有意に早

かった。ひふく筋の EMCと P300と の時間配置から

身体反応が認知判断に先行している可能性が示され

た。フロアからは認知判断に関する群間の能力差に

ついて異なる解釈が可能ではないかとの疑義が示さ

れた。

全ての演題が、限定された筋あるいは四肢のみを

動員した系ではなく、体幹を含む全身動作の制御系

を扱っていた。高度に開発された器材を用いること

で全身動作を詳細に記録することが可能となり、一

見、研究で得られた知見がスポーツ事象に接近して

いるようにも思えた。しかし制御系の複雑さゆえに、

多次元の交互作用を含む結果の解釈には慎重を期す

るべきなのかもしれない。自戒を込め、課題の制約

条件や独立変数の設定を一層入念に検討すべきと考

えている。

座長報告
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口頭発表 2

本セッションでは、四件の発表が行われ、発表毎

に質疑応答を含んだ討議が行われた。

第一の発表は、「時間制約下での意思決定 期待
利得の変化が意思決定方略に与える影響の検討」と

いう演題で、東京大学総合文化研究科の女川先生に

よって行われた。発表の内容は、時間経過によって

期待利得が変化する状況での意思決定を検討するも

のであり、スポーツ場面への適応という視点につな

がるものであった。本研究では期待利得が獲得可能

な利得と成功確立によって推定されたベイズ意思決

定理論に基づく意思決定モデルに着目し、期待利得

が最大となると意思決定方略が最適となると考えら

れていたが、スポーツ場面では時間制約を受けてい

るため、スポーツにおける意思決定への適応の可能

性を考える上にはこの点を考慮する必要があると述

べられていた。結果としても、期待利得の時間的変

化が意思決定方略に影響を与える可能性が示唆され

たことが報告され、現場への応用の可能性が期待さ

れた。

第二の発表は、「テニスにおける打球落下位置の

分散推定 過小バイアスおよび等方性バイアスの検
討」という演題で、東京大学大学院の山本先生によつ

て行われた。発表は、アマチュアテニスプレーヤー

を対象に、テニスの打球調節課題をおこない、打球

分散の推定の認知バイアスと熟達差を検討するもの

であつた。これまでは、熟達者ほど打球の分散は小

さく、種目歴の長い者ほど、打球の分散を適切に推

定できる認知的能力を持っていると考えられていた

が、認知バイアスも生じている可能性が実験で確認

された。その結果、テニス経験の長い熟練者でも事

前分布では等方性傾向に推定することが示唆され、

熟練者でも認知的バイアスが生じている可能性があ

ることを述べられた。フロアーからの意見を踏まえ

たとき、実際のテニスの実践の中でも検証されるこ

とが期待される。

森 司朗 (鹿屋体育大学)

第二の発表は、「テニス熟練者の打球方向予測に

おける大域的な知覚方略の利用 スローモーション
再生呈示による動作認識の検討」という演題で、首

都大学東京の福原先生によって行われた。本発表で

は、熟練者は知覚方略時に注意を向ける運動情報に

関して、昨今の局所的な部分の研究ではなく、ス

ローモーション呈示を用いて全身運動を俯腋的に捉

える大域的な部分に着日して研究を進めていた。そ

の結果、熟練者は予測判断に関しては影響を示さな

かつたが、体幹の動作を的確に見極めることが熟練

者の大域的な知覚方略にとって重要であるというこ

とが報告された。今回の研究は、内容の新規性と同

時にスローモーション再生呈示を用いて知覚方略の

特徴を明確にしようとする点で興味がもたれる研究

であった。

第四目の発表は「打球動作の微細な変化に対する

無意識的判断」という演題で近畿大学の田中先生に

よつて行われた。発表の内容としては、熟練者ほど

意識に上がらない微細な動作の判別能力が長けてい

るのではないかという観点から野球における投手の

投球動作に関して、投球腕の位置が標準刺激の位置

との高低の比較と回答への確信度を調べていた。そ

の結果では、熟練者は判別能力も確信度も高いこと

が示され、意識に上がらないような微細な動作に関

しても判別できていると報告されていた。この研究

は、熟練者は意識にがらないところも判別できてい

るという点で熟練の発達過程を理解する上で重要な

指標とみることもできるかと考えられ、今後の展開

に期待したい。

座長報告
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口頭発表 3

夏の青空と緑のコントラス トが印象的な朝の大

阪体育大学でした。大会 3日 目の午前に口頭発表 3

が行われ、 4演題の座長を務めさせていただきまし

た。

最初の演題は、島本好平先生 (兵庫教育大学大学

院)に よる「大学生 トップアスリー トのキャリアス

テータスとライフスキルとの関連 :大学卒業後 4年

間にわたる縦断調査からの検討」でした。ライフス

キルを活用したキャリア形成プログラムの開発を視

野に入れ、調査が行われました。優秀競技者の大学

卒業後 4年間を追跡したところ、高いレベルの競技

経験や競技を通じて獲得したライフスキルがキャリ

ア形成に貢献する可能性が示されました。このこと

から、スムーズなキャリア移行を促すうえで、ライ

フスキル獲得に向けた支援が必要であることが述ベ

られました。

2つ 目の演題は、壺阪圭祐先生 (明石市立明石商

業高校)による「ライフスキル獲得を促すコーチン

グスキルパターンによる指導者の類型化」でした。

この研究では、壺阪ら (2012)に よつて見出され

たライフスキルの獲得を促す 4種のコーチングス

キルの観点から、コーチングスキル獲得の類型化が

行われました。指導者に備わることが求められる競

技横断的な知識 。技能として、選手のライフスキル

獲得を促すコーチングスキルは注目に値します。こ

のようなコーチングスキルの獲得過程を理解するこ

とは、グッドコーチの育成を大きく促進させると思

いました。

3つ 日の演題は、松山林太郎先生 (ス ポーツラ

イター)に よる「競技者のライバル観と達成動機と

の関係」でした。競技者が持つライバル観の因子構

造を検討したところ、先行研究にみられたような相

手を肯定的に捉えるライバル観だけではなく、「反

道徳性Jと いった相手を否定的に提えるライバル観

が見出されたということが報告されました。興味深

渋倉崇行 (桐蔭横浜大学 )

かったのは、競技者の達成動機によつて彼らが有す

るライバル観が異なるということでした。指導に活

かせる研究を志向する個人的な関心からは、ライバ

ル観が競技者の心理的変数 (た とえば、動機づけな

ど)に及ぼす影響が検討されることを期待したいと

感じました。

最後の演題は、池田理紗先生 (山梨大学大学院 )

による「リーダーの参加が児童の共同行為に与える

効果」でした。この研究では、リーダー性とフォロ

ワー性の強さによる児童の組み合わせで 3人組を

作り、その人数配分が共同行為における向社会性に

どのような影響を与えるのかということが検討され

ました。斬新なのはその研究方法でした。 3名 に

よって把持された円盤のうえにボールを置き、それ

を上下させるときに移動したボールの軌跡によって

リーダーの影響を提えようとするものでした。小集

団におけるリーダーの影響力をこのような実験的方

法を用いて検討できることは驚きでした。同時に多

様なアプローチによる研究の重要性も感じました。

このセッションでは現場実践者や大学院生による

発表がありました。高校運動部指導者でもある壺阪

先生は「日頃の現場指導で疑間に感じていたことを

研究 。発表して、現場で悩み葛藤を繰り返す指導者

の一助になれば」、また、大学院生の池田先生は「本

研究を今後発展させていくために、様々な方の知見

をお借りしたい」とそれぞれ話してくれました。口

頭発表は多くの聴衆を前にして、自分の研究内容を

伝えられるというのが特徴です。現場実践に役立て

られる知見や自身の研究に対するフィー ドバックを

広く求めるうえで、今回の発表はとても有意義に働

いたのではないでしょうか。

最後に積極的に議論にご参加頂いたフロアの皆様

に感謝を申し上げます。

座長報告
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口答発表 4

いずれの発表も研究への意欲を刺激する内容であ

り、フロアからも積極的な発言があり大変有意義な

研究発表であったと思います。

升本先生 (兵庫教育大学)の発表は 2人がジョ

イント・アクションを行う時に第二者から妨害を受

けると、 2人は相補関係を作るかどうか検討したも
のでした。結果として「妨害の有無に関わらず、 2

人の力発揮は負の相関関係を示し相補的に力発揮し

た」、「妨害がない時はより力の絶対誤差と標準偏差

が大きかったが、妨害が有るときは負の相関関係が

強かつた」ことを発表されました。フロアから「2

人の関わり方について」質問がなされ、「一方的な

制御がなされている」「片方がさぼっている」可能

性があるとの応答がなされました。

平川先生 (南山大学)発表はデータ全体の時系列

に着目して、速度変化に応じた四肢間の協調関係の

変化を追うものでした。短い時系列データの安定性

を見るために、データ全体の時系列解析法として相

互再帰定量化解析を使用したこと、 2変数の相対的

な関係、周期のずれに着日したことが説明されまし

た。結果として「熟練者の低速では 2つの時系列に

ずれが生じ、熟練者の高速では、 2つの時系列が一

致した」「実測の安定性の値からモデル化し、実際

の競歩との関係性を比較すると世界基準のデータと

モデルに相違があり、初級者はモデルにフィットし

ない」「熟練者と未熟練者のそれぞれのシステムの

安定性が異なる」との発表がなされました。フロア

からはモデルの安定性や、変数についての質問や提

案がなされました。また、初心者と熟練者の違い関

する質問に対して、「初級者は速度が増加すると対

応できない」といった応答がなされました。

横山先生 (名古屋大学)の発表はサッカーの 3対

1ボール保持課題で、自己駆動粒子モデルを参考に、

個々のプレイヤーを駆動する「見えない力Jを運動

方程式で記述した数理モデルを立て、 4名 のプレイ

中山雅雄 (筑波大学 )

ヤーとボールの動きをシミュレーションした研究で

す。 3つの力を入れると、実測と類似した結果にな

り、それぞれの力の 1つを抜いて、 2つの力のみで

シミュレーションをすると、実測の振る舞いとは異

なる振る舞いが生じ、特に協調力がないと、実測の

初心者様の振る舞いになることが報告されました。

フロアからは主にモデルに関する質問がなされまし

た。また、「現実のサッカーでは、 3対 1の振る舞

いと異なる可能性はあるが、ある場面を切り出した

時に 3対 1と 同様な振る舞いがあることを説明で

きると面白いのではないかJと の意見が出されまし

た。

山本先生 (名古屋大学)の発表はサッカーの攻防

を連成振動として表現することを試みたものです。

「競合するディフェンスのラインの前後方向の移動

位相は同相」「各ラインとボールとは逆相。」「各チー

ムのディフェンスライン間の振る舞いは仮設通り。

しかし、ボールの振る舞いはうまくフィットしない。

ボールの動きはもつと複雑でカオティックであるた

め、バネの連成振動モデルのみでは説明ができな

い。」と報告されました。フロアからはモデル作成

へのアイディアについて提案等がなされました。ま

た、振る舞いの変化の説明をシンプルにしすぎると、

本質から離れてしまわないかとの質問があり、「シ

ンプルなモデルでの説明で、説明しきれないプレイ

ヤーの意図などが、どの程度入つてくるかがわかる

と考える。」といつた応答がなされました。

座長報告
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口頭発表 5

大会 3日 日の 8月 26日 、学会の最終日に行われ

た口頭発表 5において、 4題の研究発表の座長を担

当させていただきましたので、ご報告させていただ

きます。

l題 目は、広島大学大学院の来間千晶先生によ

る「競技中における「気持ちが切れた」および「気

持ちが切れなかった」現象に関する質的研究」でし

た。本発表は、気持ちが「切れた」及び「切れなかっ

た」という現象について、競技者へのインタビュー

調査をもとにその構成概念や発言機序、気持ちが切

れることの抑制要因等を明らかにしようとした大変

ユニークな研究でした。

2題 目は、慶應義塾大学非常勤講師の竹村りょう

こ先生による「一流テニス競技者の熟達化に関する

研究Jで した。本発表は、国際大会で活躍した一流

女性テニス選手への競技環境調査票とインタビュー

調査から彼女ら特有の熟達化過程を明らかにした、

一流競技者であつた発表者のご経験が生かされた興

味深い研究でした。

3題 日は、筑波大学大学院の有冨公教先生による

「スポーツにおけるポジティブシンキングをどう理

解すれば良いか ?―機能的文脈主義に基づく思考の

個人別構造の解釈事例よリー」でした。本発表は、

スポーツの遂行中に生じる思考について、研究参加

者本人の認識に基づいた解釈を求め (発話思考法)、

その全体的構造と機能を個人別に検討した、今後さ

らなる発展や広がりが期待される研究でした。

4題 目は、九州大学の内田若希先生による「パ

ラアスリー トのスポーツキャリアの段階に応じた心

理 。社会的課題と支援方略の検討―受傷時期による

差異に着日して一Jで した。本発表は、エリー ト・

パラアスリー ト (先天性及びジュニア期に受賞して

いるアスリー ト・中途障害のアスリー ト別)のスポー

ツキャリアの段階に応じた心理 。社会的課題及びそ

の支援方略について、彼らへのインタビュー調査を

齊藤 茂 (松本大学 )

通して明らかにした非常に精力的な研究でした。

本セッションは、開始前から多くの先生方にお集

まりいただき、席が足りず立ち見の先生方がいらつ

しゃるほどの盛況ぶりでした。当初は座長の人望が

そうさせているのだと思つておりましたが、 4名 の

先生方の発表を聞かせていただくうちにその理由が

別にあつたことが自ずと明白になってしまうほど、

興味深く、精力的な研究発表ばかりでした。故に、

フロアとのディスカッションは自熱し、素人座長で

はそれを止めることができず、最終的には会場担当

の自井先生 (大阪体育大学)から強制終了をされて

しまいました。このように、座長としての責任を全

く果たすことができずに本セッションは終了を迎え

ました。この場をお借りして、発表者の先生方はも

とより、会場担当の白井先生、フロアにいらつしゃつ

た先生方にお詫び申し上げたいと思います。

しかしその反面、フロアにいらっしゃった先生方

の多くが、おそらくは「得をした」とお思いになっ

たのではないかと思います。さらには、「もう少し

このまま議論を聞いていたかった」という先生も多

かったのではないでしょうか (私 自身も同様の気持

ちでした)。 こうした副次的な産物に免じて、お許

しいただければ幸甚です。

最後に、ご発表された先生方、会場にお集まりい

ただき素晴らしい雰囲気をつくつていただいた先生

方に感謝申し上げ、甚だ簡単ではありますが座長報

告とさせていただきます。ありがとうございました。

座長報告
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口頭発表 6

大会最終日の8月 26日 、質的研究に量的研究、そ

して、実験研究というバラエティーに富んだ 3つの発

表から構成されるセッションの座長を担当させていた

だきました。以下、それぞれの発表について、私自身

の研究内容への理解不足の点もあるかもしれません

が、当日の様子も含めながら報告させていただきます。

最初の演題は、「健康運動指導者は『見立てのズ

レ』にどのように直面するのか一メディカルフィット

ネスクラブの日常を記述することを通じて一Jと いう

タイトルによる、びわこ成蹂スポーツ大学大学院の

古田翔一先生、豊田則成先生による発表でした。当

日は古田先生に代わり豊田先生が発表されました。そ

こでは、運動指導現場で実際に展開されている運動

指導者と運動実施者との社会的相互作用について、 3

つのケース (指導者 X実施者 A、 YB、 ZC)を もと
に紹介されました。 1年以上にわたる調査期間を経

て導き出された仮説的知見は、「見立てのズレが生じ

ることで適切な指導を生む」、「葛藤するからこそ指導

者としての深みが増す」、「ズレを振り返ることが大切

である」というものでした。見立てのズレを「予期せ

ぬ出来事」としてとらえるのではなく、そのようなズ

レは常に起こりうるものという謙虚な姿勢で日々の指

導に専念することが、運動指導に限らず、あらゆる分

野の指導者には求められるのではないかと、豊田先

生の落ち着いた口調の発表を聴きながら感じました。

続く演題は、「運動部活動におけるチーム/個人の日

標に対する意識と生徒の満足感との関係」というタイト

ルによる、早稲田大学の深見英一郎先生による発表で

した。調査対象は中学・高校における500以上の運動部、

人数は8,000名以上という大規模な調査研究の結果を報

告されました。当日は数多くの調査結果が提示されまし

たが、個人的には「個人の目標はあるが (約93%)、 そ

の達成に向けた計画は曖味である (約60%)」 という割

合が最も高い、という点が印象に残りました。本発表の

キーワードは生徒たちの「主体性Jであり、研究の目的

島本好平 (明星大学 )

は「生徒にとつて望ましい運動部活動のあり方を明らか

にする」というものでした。生徒一人ひとりが自らの目

標の達成につながる計画を主体的、かつ具体的に立て

られるよう、多くの知識や経験を持つ指導者が、適切

な距離感で助言 。アドバイスを与えていくことが大切で

あること、また、そのような計画のもとに着実に進めら

れる運動部活動は、生徒たちの満足感にもきつと良い

影響を与えるのではないかとの感想を持ちました。

最後の演題は、「アスリートにおける自律訓練法の

継続的練習が慢性的ストレスに及ぼす影響―起床時

コルチゾール反応 (CAR)を指標として一」というタ

イトルによる、大阪体育大学の菅生貴之先生のグルー

プによる発表でした。心身のリラクセーション状態を

作り上げる暗示技法として我が国で最も頻繁に用い

られている自律訓練法に着日し、その 2週間の継続

的な自宅練習が、慢性的ストレスに及ぼす影響を検

証した研究でした。 2週間という習得期間は先行研

究をもとに決定されたものでしたが、有意なストレス

反応の低減は認められませんでした。一方で、同技

法をより長期にわたり継続することにより、ストレス

反応はさらに抑制される可能性が示されました。被

験者となった大学生アスリートは、菅生先生の授業を

履修する学生たちとのことでしたが、2週間以上にわ

たって一定数の被験者を確保することは難しい課題

ではないかと感じました。それは調査研究において

も、特に縦断調査実施の際の重要な検討課題である

と言えます。研究の本筋からは若干横道にズレるか

もしれませんが、被験者や調査対象者の確保が特に

重要となる演題の発表では、n数の確保に用いた方策

について短く紹介をしていただくことは、会場全体と

しても有益な情報になるのではないかと思いました。

当日は座長からの質問の必要性がないほど、質疑

応答ではフロアから各発表に対して多くの挙手をい

ただきました。セッションの運営にご協力をいただ

き、ありがとうございました。

座長報告
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学会 2日 目の 8月 25日 に行われた、ランチョン

セミナー⑤ 「大学院生が思い描く体育・スポーツ心

理学の未来Jの座長を担当させて頂きました。当日

は広い会場ながらも席の 2/3が埋まるほど多くの

方に参加頂き、他領域から参加された方も見られま

した。本セミナーの内容として、現在大学院に在籍

し学びを深める4名 の若手研究者から、所属大学で

進めている特色ある活動や自身の研究紹介、自身の

思い描く体育・スポーツ心理学の未来等を中心に発

表頂きました。

まず、広島大学大学院の来間千晶氏からは「公立

中学校を対象としたメンタル トレーニングの実践報

告」という題日で、公立中学校から依頼を受け、在

校生全員に対して行つたメンタル トレーニングのプ

ログラムを発表頂き、学校教育の一環としてのメン

タル トレーニング導入の提案を頂きました。次に、

大阪体育大学大学院の片上絵梨子氏からは「大学生

運動部を対象にした新入生サポー トプログラム」と

いう題日で、大学部活動に所属する新入部員を対象

に行つたサポー トプログラムの一例と共に、部活動

におけるサポーティブな環境づくりの重要性につい

て発表頂きました。続いて、筑波大学大学院および

日本学術振興会特別研究員の雨宮怜氏からは「健康

と実力発揮のためのマインドフルネスを活用した心

理サポー ト」という題日で、臨床心理士の立場か

ら、マインドフルネス等を活用した自律訓練法講習

会での活動と、アスリー トに対して心理サポー トを

行う際の個と集団の包括的な支援の実践の必要性に

ついて発表頂きました。最後に、九州工業大学大学

院の佐久間智央氏からは「ITを活用したメンタル

サポー ト」という題日で、アスリー トとスタッフ両

方向からのニーズを満たすメンタル トレーニングア

プリの開発及び現場での導入と改善による、より効

率的なメンタルサポー トというITを活用した新た

なメンタルサポー トの形を提案頂きました。

福井邦宗 (国立スポーツ科学センター)

発表時間が 1名 につき 5分 と限られた時間の中で

はありましたが、 4名 がそれぞれの立場から行つた

活動とその意義、そして体育・スポーツ心理学の未

来像という自身の志を語つて頂き、非常に充実した

発表内容であったと感じました。それはその後の質

疑応答の際に、プログラム内容の詳細な説明やどの

ような関わり方をしたのか、今後不可欠となつてく

る他分野との連携をどのように行つていくか等の質

問をフロアの方々から頂き、発表者との活発な議論

が行われたことからも窺え、参加頂いた方々にとつ

ても興味深い発表内容だつたのではないかと思いま

す。これを機に、学会の中で様々な専門性を持つ若

手研究者の取り組みや活動、体育・スポーツ心理学

の未来について議論を交わし深める場が増え、体育・

スポーツ心理学がより良く発展および進歩していく

ことにつながれば良いと思えたセミナーでありまし

た。よって今後も是非ともこのような趣旨のセミナー

を企画 。実行し、糸勝続していければなと思います。

母校である大阪体育大学でランチョンセミナーの

座長を仰せつかるという大変名誉な機会を頂けたこ

と、そしてこのような貴重な学びの場を作って頂い

た発表者 4名の方々、参加頂いたフロアの方々、企

画・運営に関わられたスタッフの方々にこの場をお

借りして感謝申し上げます。また、拙い進行でご迷

惑をおかけ致しましたが、皆様のご協力のおかげで

無事に座長を務めあげることが出来たことにも併せ

てお礼申し上げます。

座長報告
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ランチ ョンセ ミナー

演者報告「公立中学校を対象としたメンタルトレーニングの実践報告」

来間千晶 (広島大学大学院 )

今回、『大学院生が思い描く体育・スポーツ心理

学の未来』をテーマに、ランチョンセミナーで発表

させていただきました。スポーツ心理学領域におけ

る大学院生の活動といえば、研究のみならず、実践

的な心理サポー トも盛んになってきていると認識し

ています。様々な大学に心理サポー トのための組織

があり、学生スタッフもその運営や実践に大いに関

わつていることと思います。私が所属している広島

大学でも、2015年 よリスポーツ科学センターの事業

の一環として心理サポー ト活動を行なっています。

今回発表したように、広島大学の心理サポー ト

チームでは公立中学校の全校生徒を対象にサポー ト

を行ないました。私自身、中学生を対象にサポー ト

を行なうことは初めてで、様々な配慮が必要な場面

が多かったことが印象に残つています。特に、本サ

ポー トの序盤では「何をすればいいか分からないJ

という生徒達の声が多かったことをよく覚えていま

す。たとえば、話の筋がいくら論理的であっても、

少しでも難しい言葉が出ると生徒達は話についてい

けないようでした。また、「自分に合つたセルフ・トー

クを考えてみましょうJと いきなり生徒に自由に考

えさせようとしても、思いつかない、友達に披露す

るのが恥ずかしい、といった様子がみられ、うま

くアクティビティが進まないことも多かったです。

“中学生"が理解できるサポー トの仕方について工

夫が足りなかったと痛感しました。サポー ト活動を

行なう際、常に対象者の視点を以て接することの重

要性を強く認識しました。発表の末尾では「学校教

育の一環としてメンタル トレーニングを実施するこ

と」を提案させていただきましたが、本サポー トで

は私自身が学んだことの方が多かったような気がし

ます。

また、本サポー トを含め、いくつ力しい理サポー ト

に携わっている際に感じたことは、心理サポー トに

関する情報をもつと活用できないか、ということで

す。論文や著書、学会での事例検討会や実践報告な

どで心理サポー トの知識は得られますが、実践知や

経験値を養うのはやはり現場で活動しないと難しい

部分もあると思います。そのような現場でしか得ら

れないものを共有する場がもつとないだろうか、と

感じました。特に、学生スタッフならではの視点で

発見し、解決したサポー ト上の問題も多々あると思

います。学生だからこそ失敗したこと、学生だから

こそ創意工夫できたことなど、心理サポー トを行な

う学生スタッフが知っておくべき情報もあるのでは

ないでしょうか。そのような情報交換のネットワー

クを形成する上で、今回のランチョンセミナーのよ

うに学生主体で発表させていただけた機会は非常に

有益なものでした。今回は広島大学、大阪体育大学、

筑波大学、九州工業大学の 4校から情報提供させて

いただきましたが、今後様々な大学から学生の意見

を発信していただき、さらに有益で幅広しヽ情報を得

ることができれば、と期待しております。

最後になりましたが、若手研究者に発表の場を与

えていただき、誠にありがとうございました。なら

びに、貴重な情報提供をしてくださつた片上絵梨子

様、雨宮怜様、佐久間智央様、司会を務めていただ

きました福井邦宗様、発表に対してご意見をお寄せ

くださった皆様に、厚く深く御礼申し上げます。
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ランチ ョンセ ミナー

演者報告「大学生運動部を対象に

「若手研究者が描く体育スポーツ心理の未来」と

題して、大学院生が各大学において実施している研

究 。実践活動について発表し、意見交換をする機会

を頂きました。私は現在所属している大阪体育大学

で実施している新入生を対象とした′心理サポー トプ

ログラムの概要についてお話させていただきまし

た。

まず初めに、プログラム実施に至った背景につい

て紹介させていただきました。大阪体育大学では毎

年、競技の継続の意思を持った新入生が全国各地か

ら入学してくる一方、新しい練習環境に周‖染めない

ことや相互支援的な人間関係が構築できないことが

きつかけで1曼性的なストレスを抱え、退部・退学し

てしまう学生がいることが報告されています。この

ような現状を改善すべく、大阪体育大学のスポーツ

心理カウンセリング研究室では、心理サポー トプロ

グラムを通じて、新入生の大学でのスポーツ環境ヘ

の適応を促す取り組みを行つています。

プログラムは、新入生を対象に入学後の半年間、

平日のお昼休みを利用して、ランチョンセミナー形

式で実施しています。各部活動を大学院生 2-3名

が担当しており、プログラム内容はスポーツメンタ

ル トレーニング (SMT)の 内容を構成的グループエ

ンカウンター (SGE)に準じて展開する約50分のセッ

ションです。SGEと は、本音と本音の交流が持てる

ようになるための集団体験であり、導入エクササイ

ズから、徐々に自己の内面に触れるエクササイズに

進めていき、最後に体験のシェアリングをするとい

う流れで展開されます。各セッションは、前半に担

当大学院生がワークシー トやエクササイズに関して

説明し、後半に新入生がワークの記入やエクササイ

ズを実施、最後に振り返りとシェアリングを行うと

いう流れでした。

次に、プログラム内容について報告させていただ

きました。新入生が卒業までの 4年間にどのような

した新入生サポートプログラム」

片上絵梨子 (大阪体育大学大学院 )

競技生活を送りたいかというビジョンを持つための

`目 標設定'のセッションの様子について、実際使

用したワークシー トを中心にお話させていただきま

した。また、SGEのエクササイズの一例として、安

全な形で本音と本音の交流をすることをねらいとし

た `別れの花束'や、そのセッション中の新人生

の様子についても紹介させていただきました。

最後に、本プログラムを受講した新入生より得

られた内省報告を紹介させていただきました。各

セッションでのエクササイズを通して、「自分につ

いての気づきが深まつた」という自己理解だけでな

く、「横のつながり、同級生同士の関係性が深まっ

た」という他者理解についての報告も多く見られま

した。このようなプログラムを通して、新入生同士

の相互援助的な関係構築や大学でのスポーツ環境ヘ

の適応を促すことができると考えております。今後

の展開として、心理尺度などを用いて本プログラム

の有効性の検証を進めることや、実際にドロップア

ウトしそうな新入生が見られた場合の対策を考える

こと (例えば、サポーターとなる上級生への心理教

育プログラムなど)、 サポーティブな環境づくりの

ための介入プログラム開発など今後の課題をまとめ

させて頂きました。

限られた時間ではありましたが、定員である100

名以上の方にご参加いただき、ディスカッションで

きたことは非常に有意義な時間となりました。末筆

になりましたが、本企画の実現のためにご尽力いた

だきました先生方に厚く御礼申し上げます。
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ランチ ョンセ ミナー

演者報告「健康と実力発揮のためのマイ

雨官 怜

体育・スポーツ心理学の領域において、アスリー

トに対する心理サポー トは「実力発揮Jを意図した

メンタル トレーニングと、「′心理的な健康の維持増

進」を目的としたカウンセリングが分けて扱われて

いる (Martens, 1987)。 演者は、都内にある精神

科クリニックにおいて、臨床心理士として患者様

の「健康」面の支援を行う傍ら、筑波大学において

学生や実業団アスリー トの「実力発揮」を目的とし

た心理サポー トを実践しているが、競争というスト

レス状況下に常におかれるアスリー トには、「実力

発揮Jと 「健康の維持 。増進Jを統合した心理サ

ポー トの必要性を痛切に感じている。またアスリー

トの多くはチームで活動しており、各選手に個人差

が認められるものの、従来型の「個人」へのカウン

セリングだけでは支援に繋がりにくいことが予想さ

れる。このような状況を打破するためには、「健康」

と「実力発揮」の両方を導き、「個人Jで練習しな

がら「集団」で実践可能なマインドフルネス・プロ

グラムが有効であると期待される (e.g., Gardner

& Moore, 2004, 2007)。

そのような考えの下、演者はアスリー トに対する

マインドフルネス・プログラムの導入を視野に入れ、

アスリー トのマインドフルネス特性と「実力発揮 J

および「′心理的健康」との関係性について調査を行つ

ている。今回のセミナーでは、特性的なマインドフ

ルネスが低いアスリー トは、あがりや緊張を導く自

己否定的なパフォーマンス評価をすること、マイン

ドフルネス特性が高いことによってバーンアウトの

進行が抑制されるという調査結果を報告し、アス

リー トのマインドフルネス特性を高める試みが「実

力発揮」と「′心理的健康」の双方にアプローチする

方法である可能性を述べた。

演者が所属する筑波大学では、学生アスリー トや

指導者を対象として、マインドフルネスについての

知識や技法の獲得を目的とする自律訓練法講習会を

ンドフルネスを活用した心理サポート」

(筑波大学大学院 。日本学術振興会特別研究員 DC2)

行つている。プログラムの構造として週 1回合計 8

回 (測定を含む)の クローズドエンドの枠組みが採

用されており、 1回 40分枠 (お昼休みを利用)の

中で、自律訓練法の指導や心理教育、また自律訓練

法専門指導士ゃ臨床心理士がファシリテーターとな

る小グループでのシェアリングを行っている。その

結果、マインドフルネスや困難な状況からの回復力

を意味するレジリエンス尺度の得点がプログラム実

施前後で変化することが確認された。また質的な結

果から「競技中に自分を客観的に見ることが多く

なったJや、「突発的な感情が生じたときに、それ

を『今そういう気持ちだ』と客観的に把握できるよ

うになった」という競技 。日常生活場面での変化が

参加者から語られたことを報告した。

以上を踏まえ、演者が思い描く体育・スポーツ心

理学の未来、特に心理サポー トについて述べたい。

常にス トレス状況に置かれながらもベストパフォー

マンスが求められるアスリー トヘの心理サポー トで

は、「健康Jを維持しながらも「実力発揮」を可能

とし、また各「個人」が自分の正解を探しながら「集

団」で一つのことを行う、より包括的な効果と構造

を有する支援法が今後必要になると考えられる。そ

のような支援を実現する上で、マインドフルネス・

プログラムの実践がその一端を担い、アスリー トが

より効果的な心理サポー トヘと繋がりやすくなるこ

とを期待している。最後に、本セミナーの演者とし

て、大変貴重な機会をいただきましたこと、大会事

務局の皆様に深く御礼申し上げます。
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ランチ ョンセ ミナー

この度、日本体育学会第67回大会のランチョン

セミナー「大学院生が思い描く体育・スポーツ心理

学の未来」において、私は「ITを活用したメンタ

ルサポー ト」という題で発表をさせていただきまし

た。スポーツ心理学の専門知識と IT技術の融合を

テーマとして、私が研究協力をさせていただいてい

る一般社団法人行動評価システム研究所のメンタル

トレーニングアプリ開発の紹介をさせていただきま

した。

メンタル トレーニング・メンタルサポー トの現状

と課題として、メンタル トレーニング指導士は、①

毎日選手と会うことができないため、選手の心理状

態の把握が難しい、②紙でのコンディショニング

チェックが大変である、③メンタルコンディション

を管理する良い方法がないといつた課題が挙げられ

ます。また、選手は、①どのようなトレーニングが

自分に必要であるのかがわからない、②紙でのコン

ディショニングチェックは面倒であり、チェックを

するのを忘れてしま うといった課題が挙げられま

す 。

これらのような現状・課題を解決する方策とし

て、メンタル トレーニング用のアプリを開発するこ

とに取り組みました。メンタル トレーニングアプリ

を導入することにより、①日々のフィジカル・メン

タルコンディションをスマー トフォンでチェックす

ることが可能となる、②選手のメンタル トレーニン

グの実施状況の管理が容易になる、③ トレーニング

結果が可視化され、即時フィー ドバックが可能とな

るといつた利点が挙げられ、より効率的なメンタル

トレーニング・メンタルサポー トが可能となると考

えられます。

メンタル トレーニングアプリの内容としては、自

己分析、日標設定、コンディショニングチェック、

リラクセーション・サイキングアップ トレーニング、

イメージトレーニング、注意集中の トレーニングが

演者報告「ITを活用したメンタルサポート」

佐久間智央 (九州工業大学大学院 )

搭載されています。今回の発表では、日標設定とコ

ンディショニングチェックの内容を報告させていた

だきました。

目標設定では、長期 。中期・短期の結果目標およ

び行動 目標、日々の目標を詳細に設定することが可

能です。また、日標の期 日を入力することにより、

ホーム画面に期 日までの日数が表示され、日標まで

の期日を常にチェックすることができます。

コンディショニングチェックでは、朝入力と夜入

力を設けており、フィジカル・メンタル項 目をチェッ

クすることができます。また、自由記述による日記

機能も搭載 してあり、その日の練習メニューや感想

等を入力することが可能です。

これ らの入力 したデータや トレーニングデータ

は、期間を設定することで、経年変化として、トレー

ニングの実施状況や、 トレーニング結果を確認する

ことができます。

メンタル トレーニングアプリの今後の課題 として

は、メンタルサポー トの現場へ導入 し、効果の検証

を行 うことが挙げられ、検証結果を反映 したアプリ

の改善も課題として挙げられます。

以上のように、スポーツ心理学の専門知識 と IT

技術の融合の可能性について、メンタル トレーニン

グアプリを例に、発表させていただきました。今後、

スポーツ現場にスポーツ心理学の知見を広めて行く

際には、IT技術を活用 していくことが有益である

と考えます。

最後になりましたが、このような機会を与えてい

ただきました阿江美恵子会長始め学会大会委員会の

先生方、司会でお世話になりました福井邦宗先生、

同 じく演者 として登壇された片上さん、雨宮さん、

来間さん、そしてご清聴頂いたフロアーの皆様に心

からお礼申し上げます。
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ランチ ョンセ ミナー

傍聴記

学会 2日 目の12時 15分 から45分 に開催 された、

体育心理学専門領域が主催するランチョンセミナー

「大学院生が思い描く体育・スポーツ心理学の未来」

に聴衆として参加した。専門領域の今後を担う若手

研究者の発表を中心としたランチョンセミナー形式

は新たな試みであると聞き、興味を持ち参加した。

司会は、福井邦宗氏 (国立スポーツ科学センター)

が担当し、現在大学院博士課程に在籍している4名

の発表者より、所属先で行つている取組や実践内容

に関するそれぞれ約 5分の話題提供があり、最後に

フロアを交えて質疑応答を行うという形式であった。

まず、来間千晶氏 (広島大学大学院)の発表では、

公立中学校の全校生徒を対象にメンタル トレーニン

グを行った実践報告が行われた。講義と実践を通し

て、重要な場面でのメンタルの弱さの克服や、コミュ

ニケーションスキルの向上を目的としたプログラム

例が紹介された。学校教育の一環としてメンタル ト

レーニングを実施する可能性に関する提案をされて

いる点が新しく、非常に興味深い報告であった。学

校現場への導入に関しては、手続き的に大変なこと

もあるかと想像されるので、導入における学校現場

とのやりとりについてもさらに聞きたいと思つた。

次に、片上絵梨子氏 (大阪体育大学大学院)から

は、大学新入生を対象とした新入部員サポー トプロ

グラムについての紹介があった。 5つの部活動を対

象に、構成的グループエンカウンター (集団での作

業)のプログラムを用いることで、新人生への環境
への適応を促進し、 ドロップアウトやバーンアウト
を防ぐことを目的にした活動の枠組みは、他大学に

おいて導入する上でも、大いに参考になるように思

われた。次なる展望として、上級生を対象としたサ

ポーター育成プログラムの開発を見据えておられ、

今後のさらなる発展も期待される内容であつた。

続いて、雨宮怜氏 (筑波大学大学院)から、健康

と実力発揮のためのマインドフルネスを活用した心

國部雅大 (筑波大学 )

理サポー トというテーマでの発表があつた。雨宮氏

は、臨床心理士としてクリニックでの活動を行いな

がら、アスリー トの心理的サポー トにも取り組んで

いる。個人と集団に対し、健康を維持しながらも実

力発揮を可能とするための支援として、自己客観視

能力であるマインドフルネスを用いた実践報告が、

得られた研究データとともに紹介され、今後の継続

的な実施や発展が大いに期待される内容であった。

最後に、佐久間智央氏 (九州工業大学大学院)から、

ITを活用したメンタルサポー トについての話題提

供があった。佐久間氏は、一般社団法人の行動評価

システム研究所においてメンタル トレーニングアプ

リの開発に携わっており、選手のメンタルコンディ

ショニングの管理やサポー トを行う際に、専門家と

スポーツ選手とをメンタル トレーニングアプリでつ

なぐ可能性に関する展望が紹介された。発表を聞き、

体育・スポーツ心理学の専門的知識と IT技術の融

合は、今後本研究領域が応用面で発展し、他領域と

共存する上で重要な役割を担うであろうと感じた。

4名の発表後に、フロアとの意見交換が行われた。

特に、他分野との連携のしかたに関する議論におい

ては、各発表者が、実践において他領域との連携や

融合を念頭に置き活動している様子が窺い知れた。

今回の企画のような、今後の体育心理学専門領域

を担う若手研究者による、研究 。実践活動や展望を

発表する機会は、非常に有意義であったと感 じた。

一方で、各発表内容が盛り沢山であつた為、じつく

りと議論をするために、他の企画とリンクする等、

もう少し長い時間設定をしたほうが良いかと思われ

る。また、今回会場を見渡した所、フロアの年齢層

も発表者と同じ若手の方の比率がやや多かつたよう

に感じた。幅広い年代からの意見を募り議論するに

は、指定討論者を設ける方法もよいかもしれない。

4名 の発表者をはじめ、企画立案に関わつた先生

方にお礼申し上げます。お弁当ごちそうさまでした。
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ポスター発表

8月 24～ 26日 (水～金)にかけて、大阪体育大

学にて日本体育学会第67回大会が開催されました。

天候に恵まれたため、大阪湾の向こうには六甲山や

淡路島を眺めることができ、非常に清々しく会場を

訪れることが出来ました。

さて、私は初日昼前に行われましたポスターセッ

ション 2にて「快/不快感情喚起フィー ドバック

メッセージがタイミング学習へ及ぼす影響」という

演題で発表させていただきました。この研究は、パ

ソコンのテンキーを使用し、被験者に始めのキーを

押してから最後のキーを押すまでの合計時間と、各

キーを押す相対的時間間隔を指定し、この目標を達

成することを課題としました。合計時間と相対的時

間間隔が一定幅以上超えた場合、快感情を喚起す

るフィー ドバックメッセージを与える条件 (「次が

ある」「君ならできる」など)、 不快感情を喚起す

るフィー ドバックメッセージを与える条件 (「下手」

「やめてしまえ」など)、 そしてメッセージを与えな

い条件を設定しました。なお、各条件にはパフォー

マンス結果を提示しました。分析の結果、すべての

条件に学習効果が認められましたが、実験 2日 目に

行った転移テスト (合計時間を変更)において不快

感情を喚起するフィー ドバックメッセージが与えら

れた条件は他の 2条件よりも不安定なパフォーマ

ンスを示しました。仮説としては快感情を喚起する

メッセージが与えられると被験者はポジティブな感

情になり、学習に対して動機づけられるため、タイ

ミング学習が促進されると予想していました。 しか
し転移テストにおいて不快感情を喚起するメッセー

ジが与えられた条件が不安定なパフォーマンスを示

したため、不快メッセージによる影響の方が快メッ

セージよいも大きく、そして注意の範囲や記憶の検

索、パフォーマンスモニタリング機能などの認知処

理にネガティブな影響を及ぼしたと考察しました。

私のポスター発表にご興味頂き、ご質問頂いた方

石倉忠夫 (同志社大学)

が多かったことに非常にありがたく感じました。例

えば、鹿屋体育大学の森司郎先生からは非観性など

被験者特性を考慮すると、より詳細に検討できる可

能性をご指摘いただきました。また、名古屋大学の

山本裕二先生からは、より現実な運動指導場面を想

定してという意味で私は捉えましたが、学習に時間

や日数の要する運動課題を選定し、プラトー状態に

ある状況下で快/不快感情喚起メッセージの影響を

検討するというヒントもいただきました。その他多

くの大学院生からメッセージの与え方、現実感を増

す工夫、メッセージを与える文脈についてのご質問

を頂くと同時に、割と他専門分科会に属されている

方と議論や情報を交わすことが出来ました。

釈迦に念仏で恐縮ですが、ポスター発表は時間を

あまり気にすることなく、様々な意見 (情報)交換

をすることが可能です。今回の発表で多くの方々か

らいただいたヒントをネタに、次なる実験に取り組

むエネルギーを頂きました。また、偶然ですが感情

に関わるテーマで本専門分科会のシンポジウムが開

かれました。私にとつててんこ盛りの学会になりま

した。

最後になりましたが、酷暑のなか学会開催にご尽

力いただきました大阪体育大学の先生方や学生の皆

様、企画いただいた関係者の方々に御ネLを申し上げ

ます。

演者報告
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ポスター発表

9回 目の発表となった第67回大会では、ポスター

発表を行つた。演題は「小学生年代のスポーツ指導

者の悩みと求めるサポー ト」、児童期の子どもたち

を対象にコーチングをしているコーチの悩みと求め

ているサポー ト内容を整理することが目的であっ

た。沖縄県内で小学生を対象にコーチングを行つて

いるコーチ70名 に質問紙調査を実施し、そのデータ

を分析した。その結果、コーチの悩みが 9つ (①選

手不足、②保護者への対応、③家庭環境を含めた生

活面での指導、④学業を両立させるための指導、⑤

指導者としての能力、⑥指導体制の充実、⑦古い指

導者への対応、③心理的スキル トレーニングに関す

る知識、⑨フィジカル トレーニングに関する知識 )、

求めるサポー トが 5つ (①保護者の協力、②練習環

境の確保、③他のコーチのサポー ト、④メンタルの

専門家からのサポー ト、⑤フィジカルの専門家から

のサポー ト)に集約された。

2012年 12月 に桜宮高校の体罰事件が報道されて

以降、文科省を筆頭に、コーチの資質向上に向けた

本腰の取り組みが始まった。沖縄でも、昨年夏地方

紙に「子どものいま」というテーマで特集が組まれ

た。そこでは、小学生で燃え尽きる子、威圧的指導

に萎縮する子、部活動の活動時間が削減されモチ

ベーションを下げてしまう子など、ジュニア年代の

スポーツ指導現場で起きているさまざまな実態が取

り上げられた。筆者は、担当するスポーツコーチン

グ論の講義で、履修学生を対象に毎年体罰に関する

調査を行つているが、体罰を受けたことがあると回

答する学生の比率が年々減少傾向にある。その一方

で、不思議なことに体罰を受けたことのない学生の

なかに体罰容認派が増えてきた実感を持っている。

そういう意味で、体罰の問題は一筋縄ではいかない

なぁとあらためて根の深さを感じている。学生と話

をしていると、とりわけ小学生年代でのコーチング

が、その後のスポーツ活動に大きく影響していると

石原端子 (沖縄大学 )

感 じる。それがこの調査のきっかけだが、この研究

の行き着くところは、コーチングの質の向上であり、

そのためのサポー ト体制の整備に向けたエビデンス

の収集である。サポー トには、地方の文化・風土を

基盤にした個別の在 り様があるのではと想像 してい

る。大会最終日の一般公開シンポジウム 「日本から

発信するコーチング・イノベーション」で演者の一

人であつた島沢優子氏 (フ リーライター)が、多く

の教育現場を取材 してきた結果、「最後残るは、小

学生年代のコーチですね」と言われたことにいたく

共感 した。素敵なコーチが溢れる現場になってほし

いと願つている。

本調査のデータ分析には K」 法を用いたが、事例

を通 した分析も予定している。そのようなことをフ

ロアの先生と話 していたところ、質的研究の分析方

法について貴重なア ドバイスを頂いた。他分野の先

生 とも交流することができたが、体育学会のポス

ター発表会場は、ざっくばらんに異分野交流ができ

るありがたい機会だと再認識 した。また、会場となっ

た大阪体育大学は、院生時代を含め長きにわたり大

変お世話になった場所であった。大学の先生方だけ

でなく職員の方から頂いた「おかえり～」の一言は、

何よりも嬉 しい言葉であった。ホスピタリティ溢れ

た学会運営に、もう一度感謝 したい。

演者報告
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大会参加記

平成28年 8月 に大阪体育大学を会場として開催

された日本体育学会第67回大会に参加しました。体

育心理学領域の荒木雅信先生を大会委員長とする今

回は、大阪体育大学の教職員、院生。学生等、スタッ

フの皆様の御協力のもと、非常に心遣いが感じられ

る素晴らしい大会でありました。スタッフの数が多

く対応が非常に丁寧だつたり、発表の教室の配置が

近く移動が楽であったり、体育大学の充実した施設

を見せていただいたりと心から満足させていただき

ました。ありがとうございました。

思い起こせば私はこれまで何度も日本体育学会に

は参加しており、広島大学で行われた際には大会ス

タッフとして関わつたこともありました。毎年様々

な場所で開催される体育学会は多少の旅行気分が味

わえるとともに、様々な領域の先生方とお会いする

こともできるため同窓会の様本日も呈しており、非常

に楽しみな学会であります。しかしながら、今回の

67回大会は私個人にとつて、特に感慨深いもので

あつたように思います。というのもここ4年間、体

育心理学専門領域の事務局を広島大学の関矢先生、

川崎医療福祉大学の田島先生とともに担当してお

り、本大会を最後に次の事務局へ仕事を引き継ぐこ

とになっていたからです。 4年前に事務局をお受け

してから、体育学会は仕事の場となりました。64回

立命館大学、65回岩手大学、66回 国士館大学、67

回大阪体育大学と学会大会期間中は毎日参加しまし

た。学会での仕事は、プレセミナーの手伝い、理事

会の開催 (資料の準備、弁当の手配、庶務係として

の報告、議事録の作成 )、 会報原稿の依頼 (演者、

司会者、座長、傍聴記など )、 謝金のお渡し (領収

書確保 )な どの業務があり、常に慌てていたように

感じます。学会時以外では、会報誌の作成 (原稿回

収、校正、発刊、送付 )、 選挙の管理 (2年に 1回、

代議員選挙、役員選挙 )などが私の主な仕事でした。

田島先生は会計係としてお金にまつわる重大で様々

日本体育学会第67回大会 大会参加記
武田守弘 (福山平成大学 )

な業務 (会計報告、予算案の作成、理事会での交通

費の準備、学会での議寸金の準備などなど)を担当し

ていただきました。関矢先生は理事長として事務局

のすべての取りまとめと、学会本部から要求される

様々な業務を担当していただきました。また、会長

をはじめとする理事の先生方には、学会大会委員、

企画委員、広報委員といった各種委員会や、監事、

幹事の委員にてご協力を賜り、何とか 4年間の任期

を終えようとしております。今回は最後となる学会

運営でありこれまでの重責から解放される喜びを少

しだけ感じながら、本大会に参加しておりましたこ

とから、この第67回大会は思い出深い忘れられない

学会となりました。

今後は東京大学の工藤先生を理事長とし、奥村先

生、國部先生にバ トンタッチいたします。よろしく

お願いいたします。引継ぎがきちんとできるまで陰

ながらサポー トしたいと思います。

次年度からは少し気楽な気持ちで学会に参加し、

以前のように大いに楽しみたいと思います。
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Ⅱ.研究会の活動報告





今年度 (平成28年度)は、九州スポーツ心理学会

第30回大会の前に日本スポーツメンタル トレーニ

ング指導士会主催の全国フォーラムが行われること

になり、スポーツ社会心理学研究会のメンバーも多

数福岡を訪れるということから、このタイミングで、

福岡で例会を行うことにしました。とはいえ、フォー

ラムと九州スポーツ心理学会の前後や間で十分な時

間が取れるわけでもないため、やむなく、2017年 3

月 3日 (金 )の夜 (18時30分～21時頃)に、「ディナー

ミーティング」として、例会を開催することになり

ました。

参加者は、共同会長である阿江美恵子先生 (東京

女子体育大学 )、 同じく共同会長である伊藤豊彦先

生 (島根大学)と その奥様、磯貝浩久先生 (九州工

業大学 )、 萩原悟一先生 (鹿屋体育大学 )、 瀧豊樹先

生 (日 本経済大学 :研究会メンバーではありません

でしたが、今回の参加を機に、メンバーになってい

ただきました)、 はるばる北海道から2年連続参加

の安部久貴先生 (北海道教育大学岩見沢校 )、 九州

大学の学術協力研究員である阪田俊輔先生、そして、

私、杉山とその妻の、計10名 となりました。このよ

うに、今回は、メンバーの家族 2名 の参加があり、

研究会の主旨に則1つて、「社会的な交流Jを深める

ことができたのではないかと思つています。

さて、肝心の例会の中身ですが、特に研究報告

をするということはしませんでしたが、事務局よ

り、「スポーツ社会心理学的読み物」の出版を「検

討」しようではないかという提案をさせていただき

ました (「検討する」は、実現させようという意欲

があまりない場合に使う表現だと言われることもあ

りますが、そこは、あまり考えないようにして下さ

い・・・)。 具体的には、以下に示すような目次の

本を執筆してはどうか、というものでした。

目次案 (仮称「スポーツ社会心理学リーディングス」)

1.競技と指導のスポーツ社会心理学

スポーツ社会心理学研究会 活動報告
杉山佳生 (九州大学 )

競技スポーツヘのコミットメント/志向性の文化

差/言葉かけ/非言語的コミュニケーション/体

罰・暴力問題/性差・ジェンダー問題/その他

2 学校体育とスポーツ社会心理学

学習方略と動機づけ/情動 。社会的知能と体育/
自己調整学習/授業ストレス/中高でのライフス

キル教育/大学でのライフスキル教育/その他

3.社会支援とスポーツ社会心理学

障害者スポーツにおける支援/途上国でのス

ポーツ支援/震災被災児童等への支援/噴火被災

地在住児童への支援/その他

ここで取り上げようとしているテーマの多くは、

本研究会のメンバーが実際に取り組んでいる研究や

実践に関わるものなのですが、執筆の「検討Jに

至った最たる理由は、 3の 「社会支援」についてま

とめておきたいから、ということになります。私は、

昨年の日本スポーツ心理学会第43回大会 (於北星

学園大学)で、研究企画情報委員長として「スポー

ツ心理学の社会貢献」というシンポジウムを企画し

たのですが、その際に、スポーツ心理学の成果やノ

ウハウを生かして様々な社会貢献が行われているこ

とを、より詳しく知ることになりました。社会との

つながりを重視する当研究会としても、このような

スポーツ心理学の社会貢献活動を世の中にもつとア

ピールすべきではないかと考えており、その機会に

できればということでもあります。

なお、目次案には、社会貢献以外の領域も含めて、

まだまだ「不足 。空白箇所」がありますので、本研

究会のメンバーであるなしに関わらず、アイデアや

ご協力をいただけるようでしたら、事務局までご一

報いただければ、幸いです。

スポーツ社会心理学研究会事務局

杉山佳生 (九州大学大学院人間環境学研究院)

sugiyama@ihs kyushu―u.ac jp
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メンタル トレーニング・応用スポーツ心理学研究会 活動報告
高妻容一 (東海大学 )

この研究会は、国際メンタル トレーニング学会

(ISMTE)と 国際応用スポーツ心理学会 (AASP)を

モデルに、1994年にスター トし、現場での実践を目

的とした情報交換会を全国各地で開催している。本

研究会は、大阪で開催されていた体育心理学例会の

許可を得てスター トし、1980年代から1990年代に 2

か月ごとに各研究者が研究発表をしていたその間の

月に、スポーツ心理学の現場での応用・実践を目的

とした例会としてスター トした。最近は、現場の指

導者や選手を対象に、スポーツメンタル トレーニン

グ上級指導士 。指導士が情報の提供をし、その内容

を選手や指導者が現場で実践してもらい、その結果

をまた研究会で報告するという理論 (研究)と 実践

(現場)のキャッチボールを目的としている。
2016年度は、東海大学研究会が毎週 1回の開催

をし、関東地区、愛知県、栃木県の各研究会が毎月

1回、中京地区が不定期の講習会を開催した。北海

道支部会では、4月 に旭り|1地区、12月 に帯広地区で

2日 間講習会を実施した。残念ながら、本年度も沖

縄、福井、秋田、長崎研究会が休止中となっている。

情報収集活動としては、研究会のメンバーがアリ

ゾナのフェニックスで開催された国際応用スポーツ

心理学会 (AASP)に 7名 が参加 し、世界的な情報

の収集をし、その報告を研究会で行つた。最近は、

パフォーマンス心理学、マインドフルネス、ポジティ

ブ′心理学等の話題が多く報告され、シンポジウム、

ワークショップ、キーノー トレクチャー、ポスター

や口頭発表の内容を研究会で報告した。また日本体

育学会、日本スポーツ心理学会、全国メンタル トレー

ニングフォーラム、関東地区メンタル トレーニング

フォーラム、学生スポーツメンタル トレーニング研

究会、九州スポーツ心理学会などにもメンバーが参

加し、そこでの話題などを報告している。

研究会では、このような学会で取り上げられた内

容を報告し、その情報を発展させ、現場でどう応用

するかという形式で研究会は開催されている。一方、

毎月開催される関東地区や毎週開催の東海大学研究

会では、自己紹介を兼ねた情報交換が30分程度行

われる。参加者が現場での問題点やメンタル トレー

ニングの実践例やその効果等を持ち寄り報告やその

ディスカッションをしている。また主催者側からの

現場報告や話題提供が行われ、同時にいくつかの心

理的スキルや実先例に対してディスカッションが行

われている。さらに、スポーツメンタル トレーニン

グ上級指導士の資格取得者からの話題提供や現場で

の実践例が報告されている。加えて、参加者の選手

やコーチからの報告や話題提供、映像による試合や

練習場面での報告からグループを作リディスカッ

ションなどが盛んに行われている。本年度は、リオ

オリンピックのコーチを招待しての講習会の実施、

メンタル トレーニングを実施しているプロボクシン

グ東洋太平洋チャンピオンの特別講習会、中学や高

校の指導者を招待しての講習会等も実施した。研究

会後は、懇親会等で参加者同士によるさらなる情報

交換が毎回行われている。

本研究会は、現場のコーチや選手の参加が多い

ため現場での実践、競技力向上を目的とした情報交

換 (研究と現場・実践のキャッチボール)が盛んに

行われている。今後は、より多くのスポーツメンタ

ル トレーニング指導士や研究者たちの参加が望まれ

る。
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運動学習研究会 活動報告
山本真史 (日 本福祉大学※2017年 3月 31日 まで大阪体育大学に所属)

第25回運動学習研究会は、荒木1雅信先生 (大阪

体育大学)が世話人となり、2016年 9月 9日 (金 )
からH日 (日 )にかけて大阪体育大学浪商倶楽部

で開催されました。研究会の開催直前の 8月 下旬に

は、大阪体育大学で日本体育学会第67回大会が開催

されましたので、学会大会に続く、大阪体育大学で

の研究会開催でした。学会大会が直前にあったにも

かかわらず、体育系の大学教員や大学院生を中心と

して29名 が研究会に参加し、演題数も16題 と盛況

な研究会となりました。

研究会における各発表者の持ち時間は30分また

は45分で、すべて口頭による発表でした。各発表者

には30分以上の持ち時間が設けられるため、参カロ者

は発表に関して生じる疑問や意見を逐次 (発表中含

む)発表者に伝えることで、熱く深い議論が展開さ

れました。各発表者の持ち時間の終了後も、発表者

とその他参加者との間で活発な議論が種々行われ、

特に参加者のほとんどが浪商倶楽部に宿泊していた

ため、日中だけでなく夜も熱い議論が繰り広げられ

ました。

発表の内容は、スポーツを対象とした運動学習や

知覚、対人・集団のダイナミクスなどを中心に、基

礎的な心理物理学実験や実験機器の開発に関するも

のもあり多岐にわたっていましたが、いずれの発表

もヒト (個体)やその集合体 (集団)の運動や認知

に関わるものという点で共通していたため、深くか

つ建設的な議論の場となりました。

研究会 2日 目の夜には、ナイ トセッションとし

て、名古屋大学の山本裕二先生がこれまでに行つて

こられた研究 (研究史)について発表をされました。

そこでは、山本裕二先生が大学院生であった時の話

も展開され、他の参加者も発表スライドに種々登場

したことで、当時を懐かしむ声が各所であがりまし

た。

すべての発表が終了した後に、参加者による総

会が開催されました。運動学習研究会では研究会後

に報告集が発行されます:そのため各参加者は、い

ずれかの発表に対して文書でコメントを発表者に伝

え、コメントを受けた発表者はそれに返答をします。

この文書による質疑応答・意見交換は、各参加者に

とつて分野の近しい発表者の研究内容をより深く理

解するための機会となり、また各発表者にとつては

研究会の場にとどまらず、各所属先に戻つた後にも

自身の研究を発展させるための機会になり得ると思

います。このような発表者と参加者との多様な意見

交換の場が設けられることは、運動学習研究会の特

長のひとつであると思われます。

連日熱い発表と議論が繰り返し展開され、大阪体

育大学での 3日 間にわたる研究会はあっという間

に閉会しました。2017年度|の研究会は、 8月 に東

京学芸大学での開催が予定されています。下記の運

動学習研究会のホームページに、研究会に関する情

報が随時更新されますのでご参照ください。

運動学習研究会ホームページ

http・ //www.htc.nagoya― u.ac.jp/｀ yamamoto/

jmls/

研究会終了後の集合写真

-34-



第 3回臨床スポーツ心理学研究会は、昨年に引

き続き、岐阜大学サテライ トキャンパスを会場にし

て、平成28年 10月 9・ 10日 の 2日 間で行われました。

参加者は30名 でしたが、北は北海道そして南は沖縄

からと、遠方からの会員の参加をいただくことがで

きました。

研修内容は以下の通りでした。

アスリー トの心理相談として、 2事例の検討が行

われました。一つは、江田香織 (筑波大学非常勤研

究員)氏より、「グループ箱庭体験を通したチーム

再建過程」と題した、グループ箱庭体験を介したチー

ムスポーツヘの広義のメンタル トレーニングの事例

でした。中込四郎 (筑波大学)が指定討論者となり、

活発な意見交換が行われました。本実践にあるよう

なチームメンバーの集団力動に直接働きかけるメン

タル トレーニングの試みは極めて少なく、今後のま

すますの発展が期待されました。

二つ目は、千葉陽子 (筑波大学)氏による「怪我

を繰り返し不本意な競技生活を送ってきた学生アス

リー トの事例―卒業期を控え、それまでの競技生活

の語り直しを通して 」と題したスポーツカウンセ

リング事例の報告でした。こちらは、指定討論者を

鈴木 壮 (岐阜大学)氏にお願いし、事例の理解を
深めていきました。クライエントがそれまでの<不

本意な>競技生活をカウンセラーの前で語り直すこ

とにより、新たな物語を生成し、動き出して行く流

れに触れることができました。

さらに、今回の 2時間枠でのレクチャーは、杉江

征 (筑波大学)氏に「自律訓練法の臨床場面への応

用、展開」といつたテーマに基づき講義をいただき

ました。ほとんどの会員がメンタル トレーニングの

中で自律訓練法を用いた経験があることから、杉江

先生には、実施方法よりも本法の歴史や理論的背景、

効果機序に重きをおいたお話をうかがうことができ

ました。また、臨床場面での応用展開の仕方につい

臨床スポーツ心理学研究会 活動報告
中込四郎 (国士舘大学 )

て、先生の具体的な事例に基づき、理解を深めるこ

とができました。

それぞれの演題に対するフロアーからの質問や意

見、感想をうかがって強く感じたのは、参加者個々

の臨床力の高くなったことです。おそらく、事例の

発表者にとっても学ぶ良い学びの機会となったので

はないかと思います。そして何より、フロアーから

の活発な意見が促された背景には、質の高い発表内

容であつたからだと考えられました。一つの事例で

あっても、聴く側は、それによって自身の経験と照

らし合わせながら様々な思いが喚起されたはずであ

り、一演題を 2時間30分枠で発表&質疑・応答に

費やす本研究会の意義をあらためて実感するもので

した。

ところで、今回の懇親会では、鈴木&岸先生の

計らいで、屋形船を一般貸切り、長良川の鵜飼見学

をすることができました。真つ暗ななかで、松明の

明かりを手掛かりに鵜を巧みに扱う鵜匠の姿は圧巻

で、多くの会員が初めての経験であつたことでしょ

う。本来ならば、その日の研修会の振り返りやお互

いの近況を話題とするはずの懇親会ですが、今回は

鵜飼の独特な雰囲気に引き込まれた会となりまし

た。そして本来の部分は、その後の二次会において

盛り上がったようでした。

最後に、事務局より、次年度も同時期の開催予定

であることが参加者に伝えられ、研究会がお開きと

なりました。今後も、年に一度のこのスポーツ臨床

の研究会が、踏み台となって、臨床の仲間を増やし、

そしてスポーツ臨床のさらなるレベルアップにつな

がることを願つています。
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スポーツ動機づけ研究会 活動報告
武田直之 (名古屋経営短期大学)

スポーツ動機づけ研究会は、「会員の研究報告の

場を提供すると共に、会員相互の情報交換を図る」

ことを目的に毎年開催されています。第14回を数え

る今回は、2016年 6月 4日 、5日 の 2日 間にわたり、

愛知学院大学 名城公園キャンパスの ACALSタ ワー
にて開催され、30名 を超える参加者で活発な意見交

換が行われました。

発表はロング版とショー ト版との、 2種類の形式

が用意され、研究の途上段階にある大学院生でも参

加しゃすいプログラム構成でした。一方で、討論の

時間は発表と同等以上 (今回、ショー ト版は発表15

分に対して討論15分、ロング版は発表20分に対 し

て討論30分でした)に確保され、肩ひじを張らない

フランクな雰囲気で建設的な議論が行われました。

今年度の研究発表は以下の10演題でした。

・ ソーシャルサポート受領がスポーツ選手に及ぼす

心理的影響 (大阪体育大学大学院・片上 絵梨子)

・ 集団課題の実行順序が集団的効力感の評価プロ
セスに及ぼす影響 (大阪大学大学院・内田 遼介)

・ スポーツにおける責任感測定尺度の予備的検討
―ラグビー競技に着日して― (愛知学院大学

大学院・富士本 凌)

。 大学アスリー トのハーディネス ー自尊感情と
パフォーマンスとの関連― (順天堂大学大学

院・山口 1真史)

。 日本のサッカー競技者におけるバーンアウトと
エンゲージメントの関連 (順天堂大学。上村 明)

。 色彩認識と動機づけおよび運動パフォーマンスと
の関連についての検討休L幌国際大学・平間 康允)

・ 陸上競技における成功・失敗場面での感情がそ
の後の動機づけに及ぼす影響 :自 己効力感と

の関連 (愛知学院大学大学院 。今井 美希)

・ タレン ト発掘プログラム修了生に関する研究
(静岡大学 。杉山 卓也)

。 エキスパー トの動機づけ ―音楽、芸術、科学
領域の熟達体験を対象とした質的分析― (東

北大学・北村 勝朗)

。 ボール運動の学習意欲を高める学習指導方策 :

ゲームを挟んだ学習過程、きょうだいチーム制、

スポーツ教育モデル (筑波大学 。長谷川 悦示)

動機づけ研究は、多くの領域に広がりを見せてい

る背景もあつてか、本研究会の発表内容も多種多彩

であり、ソーシャルサポー ト、集合的効力感や道具

性、スポーツの社会的責任性、ハーディネス、アス

リー トのバーンアウトとエングージメント、色彩認

識と動機付け雰囲気、先行経験に対する感情と自己

効力感、タレント発掘、領域を超えたエキスパー ト

の動機づけ、学習意欲を高める指導方策、など今回

の研究会だけでも多くのテーマが提示されました。

また、第 1日 目の最後に企画された懇親会におい

ても、ほとんどの会員が参加し、議論や情報交換で

話の尽きない状態に至るなど、会員同士の交流も活

発におこなわれ、盛会のうちに終了いたしました。

本研究会の特徴の一つに、大学院生や学部生といっ

た若手研究者が多く参加している点が挙げられます。

研究会への参加経験が少ない方であっても、積極的に

発言することが促される雰囲気があり、そのため発表

者には自身の提示したテーマが具体的にどういつた意

味を持つのかを明示することが求められます。それら

を改めて参加者で共通了解とすることが、フランクで

建設的な議論の土台となつているように感じられます。

さて、2017年度の研究会は 8月 2830日 の 3日 間

にわたり、愛知学院大学 日進キャンパスで開催さ

れる予定です。当研究会は、上記のような多様な内

容とともに、従来の口頭発表に加えてポスター発表

を行うなど、できるだけ参加いただきやすい方法で

行います。ご興味をお持ちの多くの先生方のご参加

を心からお待ちしています。
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研究室紹介
東京大学大学院情報学環・学際情報学府

大学院総合文化研究科生命環境科学系 (兼担)工 藤和俊研究室

大学概要

東京大学は1877年に創設された国立大学で、学

部および大学院を合わせて約28,000名 の学生が在

籍しています。東京大学では伝統的に、学部教育の

基礎として教養 (リ ベラル・アーツ)教育を重視し

ており、必、修授業である「身体運動・健康科学実習」

では全学生が「教養としての身体運動」を学ぶこと

になります。また、2016年 5月 に全学的研究拠点

としてスポーツ先端科学研究拠点が開設され、学部

間連携のもとにスポーツ科学を推進する体制が整い

つつあります。研究室のある駒場キャンパスには、

春の桜や秋の銀杏など四季折々の木々とともに、江

戸時代に設けられた将軍家の鷹狩場跡、旧制第一高

等学校の記念碑、1964年東京オリンピック出場の日

本選手が秘密特訓をした体育館など、歴史を感じさ

せる建造物が′点在しています。また、キャンパスか

らの徒歩圏内には駒場公園、日本近代文学館などの

文化施設や渋谷の繁華街があるという恵まれた(?)

立地にあります。

学部 。大学院

現在私自身は、学部の授業として 1・ 2年生を

対象とした「身体運動・健康科学実習」、および「身

体運動科学講義」、 3・ 4年生を対象とした「スポー

ツ心理学」「発育心理学J等を担当しています。ま

た2011年度より大学院総合文化研究科にて大学院

教育を担当しており、これまでに研究室から8名 の

修士号取得者および 3名 の博士号取得者が出てい

ます。博士号取得後の進路は、ポスドク研究員 (宮

田紘平君 :生理学研究所、岡野真裕君 :立命館大学)

および学振 PD(太田啓示君)です。なお、2016年

度からは、大学院情報学環からも大学院生の受け入

れが可能になりました。いずれの所属であっても、

1人の教員が受け入れられる大学院学生数は 1学年

あたり3名 までという制限があるため、大学院では

工藤和俊 (東京大学 )

比較的少人数で指導を受けることになります。2017

年度の研究室所属大学院生は、修士課程 7名 、博士

課程11名で、体育・スポーツ関係者のみならず理学

療法士、作業療法士、音楽関係者など多様な面々が

集まっています (写真)。

研究内容

当研究室ではこれまで、「スポーツ・ダンス・音

楽演奏における巧みさと熟達化」をテーマとして研

究を進めてきました。「運動スキル」や「運動の学習・

熟達化」は伝統的な心理学のテーマですが、近年目

覚ましく発展してきた認知科学、神経科学、数理科

学等の方法論を積極的に取り入れた研究を進めてき

ました。特に、力学系アプローチの手法を用いた

協調ダイナミクス (coordination dynamics)研 究

に関しては、その発展可能性を指摘 (工藤、2000)

して以来、聴覚 ―運動協調に関する基礎研究 (Kudo

et al., 2006)を 経て、ダンス、 ドラム演奏、お
よび対人環境でのリズムアンサンブルの学習にお

ける具体的な制約要因の数理的記述に成功しまし

た (Miura et al., 2011;Fujii et al., 2010;

Miyata & Kudo, 2014; Okano et al., 2017/12ゴ )。

とりわけ、ス トリー トダンスにおいて運動のテン

ポが増大すると意図していない運動が発現してし

まうという知見 (Miura et al., 2011)は、現代

的なリズムのダンスを指導するうえで重要な事柄

となることから、高校体育の指導教材にも取り入

れられています (高橋他、2013)。 さらに近年で

は、陸上競技短距離走の トップ選手が出場する試合

においても力学系モデルで記述可能な「引き込み

(entrainment)現 象」が報告されている (Varlet

&Richardson, 2015)こ とから、さらに多くのス

ポーツ種目を対象とした研究発展が期待されます。

また、運動の学習は数分から数十年まで多様な

時間スケールで起こる現象であり、同時に動作の協
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司問 (KudO et al ,  2000)、  用見ラリ (Yoshie et al ,

2009;Hirano et al., 2013)、 意思決定 (Ota et

al, 2015, 2016)、 さらには社会的要因である相

対年齢効果 (工藤、2013)ま で多様な階層が関わ

る現象であることから、これ らの要因を幅広く視野

に入れた研究を進めていきたいと考えています。

そのほか研究室の活動 として一流アス リー トや

熟練音楽家の筋活動計測、プロのレーシング ドライ

バーやプロゴルファーの試合時における生体情報計

測なども手がけています。大学院生に対しては、修

士論文 。博士論文のテーマとして基礎的な研究を行

うよう指導 していますが、共同研究としてこれらの

応用研究にも携わり、将来的にはフィール ドと実験

室を往来 しつつ両者の良いところを生かせる研究者

になってほしいと願っています。

おわりに

スポーツ・ダンス・音楽演奏のスキルを「人間の

身体運動 (human mOvement)」 とい う共通項から抽

出しようという試みは、はじめは手探 りの連続でし

たが、近年になって トレーニング科学研究賞、東京

大学一高賞、笹川科学研究奨励賞、ヤマハスポーツ

チャレンジ特別チャレンジャー賞、日本音楽知覚認

知学会研究選奨、音学シンポジウム優秀発表賞など、

徐々に学内外から評価 して頂けるようにな りまし

た。私自身、今後の研究進展を楽 しみにしています。

研究室ホームページ

http://www.dexterity-lab.c.u― tokyO.ac jp/
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海外派遣 サ ッカー指導者 に関す る心理学的研究 :異文化におけるコーチ ングの視点か ら

松山博明 (大阪成膜大学)

学位 :博士 (ス ポーツ科学),授与機関 :大阪体育大学
取得日 :2016年 3月 17日 ,指導教員 :土屋裕睦教授

本研究では、海外派遣サッカー指導者の実態を明   次に第 4章では、下位群による初めて海外に派遣
らかにすることを目的とした。具体的にはコーチン  されたサッカー指導者 3名 に対するインタビュー
グ環境の現状を明らかにすることと、同時にそこで  調査から、異文化体験を複線径路・等至性モデル

指導者が体験する異文化での心理的変容過程を探求  (TEM)に よつて可視化した。その結果、異文化適応

することを研究課題とした。 過程は、以下に示すキャリア形成プロセスの 4段階

序章では、コーチングを「競技やチームを育成し、  サイクルに基づいて捉えることができた。
目標達成のために最大限にサポー トすること」と定  ①決断の時期では、アジア貢献事業の公募の後、い

義した。指導現場の実態解明のためにトレーニング  ずれの指導者も落選した場合、再就職先を探さなく
メニューの分類とコーチング課題を設定した。コー  てはならないストレスや家族への責任感による気持
チング課題は、大会前の準備期間中において、選考、  ちから人事選考への不安感を抱いていた。赴任決定
トレーニング期間、移動、調整の 4項 目、試合期間  後、指導者は」FAでの手続きや現地の情報収集や準
中においては、体力面、技術面、戦術面、心理面の  備を行つていくうちに、新天地での期待と不安感が
4項 目とした。また、 2つの研究課題にアプローチ  高まっていった。
するため、本研究では量的および質的研究法を採用  ②文化適応と挑戦の時期では、赴任時、いずれの指
することとした。 導者も新天地での期待と不安感があった。 しかし、
第 2章では海外派遣サッカー指導者の体験をつ  トレーニングを重ねていくうちに、サッカーのレベ

ぶさに記述するため、事例研究を行つた。対象は海  ルの低さと、選手が規則を守らないという意識の低
外派遣サッカー指導者 1名 であり、ブータンにおけ  さから、落胆の気持ちに変わっていつた。また、 1
る約 1年半にわたるコーチング記録をもとに、コー  回目の国際大会出場前、大切な時期にも関わらず、
チング環境の実態を明らかにした。その結果、スタッ  就労ビザ取得の影響による問題から、 1か月近く帰
フ数、施設および選手の競技能力などにおいて、日  国しなければいけない事態にストレスを感じた指導
本とは大きく異なることが示唆された。さらに指導  者が存在した。このことから、指導者が、日本では
者は異文化において、それぞれの時期に様々なスト  普段から当たり前に考え、実施していたことが、赴
レスを抱えることが明らかとなった。 任先では全く機能 しなくなつたことによって、心理

第 3章では、ブータン以外の国のコーチング環  的ストレスが大きくなった。
境の実態を把握するために、FIFAラ ンキング上位 。 ③葛藤と試行錯誤の時期では、 1度 目の国際大会出
中位・下位別に実態の調査を行つた。その結果、ブー  場によつて、惨敗の結果に終わった指導者は、異国
タン同様、アジア貢献事業の対象国のスタッフ数や  の地でのマスコミや周りからの非難や中傷を受け、
施設といつたコーチング環境は、日本とは大きく異  大きなストレスを感じた。また、指導者は 2度 目の
なることが明らかになった。さらに選手の競技能力  国際大会出場前に、国内の移籍問題で思うように選
においては、ランキング下位群は上位群に比べ体力  手が獲得できない強化システムによる影響や、国内
得点と心理得点において劣っていることが明らかに  のリーグ戦中、宗教上の儀式を行うために試合時間
なった。他に、技術得点でも「簡単にボールを奪わ  が大幅に変更されたこと、またチームの仕事に非協
れない」という項目においては上位群と下位群に違  力的なスタッフがいたことによつて、大きなストレ

スを感じた。いが見 られた。
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④振り返りと新たな目標―の時期では、指導者が2回

目の国際大会出場し、帰国した後の時期であつた。

帰国後の指導者は、多くのストレスを抱えたにも|か

うわ らず、海外派遣先での経験をネガティブに捉え

ていなかつた。むしろ、いずれの才旨導者からもこの

経験によつて得られた満足感や自信を感じ取ること

が出来た。このことから、指導者は、家族や友人な

ど|の “深い人間1関係"、 国際大会などの経験による

“新しい価値観"、 大きな困難を乗り越える.“自己の

強さ"を認識し、非常に挑戦的な人生の危機でもが

き奮闘した結果起こるポ
ー
ジティブな変化の体験をし

た。

以上をもとに、第5章では総括を行つた。海外

派遣サッガー指導者は、日本とは大きく異なるコー

チング環境から多くのストレスに直面していた。そ

のストレスに対して、もがき苦しむ中でレジリエン

スを発揮し、乗り越えていることが分かつた。本研

究ではこれまで明らかにされてこなかった海外派遣

サッカー指導者のコーチング環境の1実態と、そこで

の,理的変容過程が明らかとなった。この知見はア
ジア貢献事業のみならず、異文化における・い理的適

応過程の解明にもつながると期待された。
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日常場面で経験するポジテ ィブ感情がスポーツにおけるバーンアウ ト傾向に及ぼす影響

田中輝海 (高千穂大学人間科学部)

学位 :博士 (心理学),授与機関 :九州大学
取得日 :2016年 9月 26日 ,指導教員 :杉山佳生教授

【研究の背景と目的】

「スポーツ活動や競技に対する意欲を失い、文

字通り燃えつきたように消耗疲弊 した状態」 (岸、

1994)と されるバーンアウトに関する従来の研究

は、発症過程を提える理論モデルの構築 (Gould et

al ,  1996a,  1996b,  1997; Schmidt and Stein,

1991:Silva, 1990:Smith, 1986)や 、競技スト

レスや性格特徴などの発症要因の解明 (遠藤・加戸、

2002;岸ほか、1991;小橋川ほか、1996;鈴木・岸、

1994)に見られる通り、主にそのネガティブな側面

に焦点が当てられてきた。

近年では、ネガティブな側面に着日してきた従

来の研究に対して、「人生でよい方向に向かうこと

について科学的に研究する学問」 (ピーターソン、

2010)で あるポジティブ′心理学の観点から、競技活

動への主体的な関わり方などのポジティブな側面と

バーンアウトの関係を検討した研究 (Lonsdale et

al., 2007a; Lonsdale et al., 2007b;石 本寸ほか、

2013)も 見られる。中でも、ポジティブ心理学の

中核を成す概念であるポジティブ感情 (Seligman

and Csikszentmihalyi, 2000;レ ビューとして山

崎、2006)は 、バーンアウトの発症要因の一つであ

るネガティブ感情 (Cremades and Wiggins,2008;

Lemyre et al.,2006)に よる影響を低減するとさ

れている (鈴木、2006)。 加えて、適正なコーピン

グ方略の選好や内発的動機づけの増強を促進させる

ことが示唆されている (Fredrickson and」 oiner,

2002;磯 貝、2012;岡 田、2008;大塚ほか、2008;

吉田、1996)。 そして、コーピング (「 ス トレス事

態に対して何らかの対処を行うこと」;玉瀬、2004)

や、内発的動機づけ (「 自律的で、何ら報酬がなく

ても生じること」;深山、2013)は、いずれもバー

ンアウトの発症に対して抑制的に機能するとされる

(Hill et al., 2010;Holmberg, 2011;池 フト|まか、

2013)。 このように従来の研究アプローチとは異な

る観点、すなわち、ポジティブ′心理学の観点からバー

ンアウトの理解を試みることは、新奇性の高い知見

の獲得および予防法の開発に繋がることが期待され

る。 しかしながら、ポジティブ感情がバーンアウト
に及ぼす影響を実証した研究は見当たらない。

以上のことから、本研究は大学生スポーツ選手を

対象に、日常場面で経験するポジティブ感情が、ス

ポーツ領域におけるバーンアウト傾向に及ぼす影響

をネガティブ感情および問題焦点型コーピングに着

目して明らかにすることを目的とした。

【結果の概要】

1)バーンアウト傾向の悪化に及ぼすポジティブ感

情の抑制効果およびネガティブ感情の促進効果を確

認するため、ポジティブ感情とネガティブ感情を独

立変数、バーンアウト傾向を従属変数とする強制投

入法を用いた重回帰分析を行つた。その結果、バー

ンアウト傾向の悪化に対してポジティブ感情は抑制

的に作用し、ネガティブ感情は促進的に作用するこ

とが示唆された。 (第 1章研究 1)

2)ネ ガティブ感情による促進効果を抑えるポジ

ティブ感情の緩衝効果を検討するため、ネガティブ

感情を独立変数、ポジティブ感情を調整変数、運動

選手のバーンアウト尺度により評価したバーンアウ

ト傾向を従属変数とする階層的重回帰分析を行つ

た。その結果、ネガティブ感情による促進効果を抑

えるポジティブ感情の緩衝効果は確認されなかっ

た。 (第 1章研究 2)

3)ポ ジティブ感情が問題焦点型コーピングを介

し、バーンアウト傾向に及ぼす影響について検討す

るために、ポジティブ感情を独立変数として、問題

焦点型コービングを媒介変数に、バーンアウト傾向

を従属変数とする仮説モデルを設定し、そのモデル

の妥当性および各要因が及ぼす影響を共分散構造分

析により検証した。その結果、仮説モデルの各適合
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度指標は採択基準を満たす良好な値であり、モデル

の妥当性が確認された。さらに、ポジティブ感情は、

バーンアウト傾向の悪化に直接的にも間接的にも影

響を及ぼすことが確認された。 (第 2章研究 3)

【まとめ】

本研究を通して、スポーツ領域におけるバーンア

ウト研究の発展に寄与する一定の示唆が得られた。

まず、ネガティブな側面に焦点を当てられてき

た従来のバーンアウト研究とは異なり、ポジティブ

な側面に焦点を当てることによる現象の解明を試み

た点が挙げられる。すなわち、スポーツ選手が日常

的に経験するポジティブ感情は、バーンアウト傾向

の悪化に対して抑制的な影響を及ぼすことを確認し

た。このことは、従来のネガティブな側面に着日し

てきた研究から得られた知見の補完、およびそこで

は得ることができなかった知見の獲得に貢献できた

と思われる。

さらに、ポジティブ感情の機能に着日したバーン

アウトの予防法および対処法の確立に寄与する知見

を得られた点が挙げられる。これまでに提示された

予防法および対処法は、 2次予防および 3次予防

の側面が強く、ネガティブな要因の対処やネガティ

ブな状態からの脱却を目指すものが中心であった。

そのため、心身の健康を増進させることで、バーン

アウトの予防を目指す1次予防は見当たらない。 し
かし、ポジティブ感情は、バーンアウトの 1次予防

から3次予防として利用できる可能性があり、この

先、ポジティブ感情がバーンアウト傾向に及ぼす影

響がより詳細に検討されることで、非常に有用な予

防法および対処法が確立する可能性が示唆された。

(第 3章 )

【今後の課題】

1)本研究は、一時点から得られたデータを基に分

析されているため、ポジティブ感情とバーンアウト

傾向間の因果関係の解明には至っておらず、構築さ

れたポジティブ感情が問題焦点型コーピングを介し

て、バーンアウト傾向に影響を及ぼすといつた因果

モデルを実証することが課題として残される。

2)ポジティブ感情は、問題焦点型コーピング以外

にも、バーンアウト傾向の悪化を抑えることが期待

される内発的動機づけや良好な対人関係を促進する

ことが示唆されている (フ レドリクソン、2010;吉

田、1996)。 したがって、今後はこれらの媒介変数
を組み込んだ因果モデルの検討を行う必要がある。

3)ポ ジティブ感情とバーンアウト傾向の関係は、

選手の性格特徴や性別などの個人特性により異なる

ことが推察されるため、今後はこれらの要因に着目

して検討する必要がある。
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大学体育における自己調整学習の機能―適応感に及ぼす影響一

須崎康臣 (九州大学基幹教育院)

学位 :博士 (教育学),授与機関 :九州大学
取得日 :2016年12月 31日 ,指導教員 :杉山佳生教授

【研究の背景と目的】

自己調整とは「学習者が、メタ認知、動機づけ、

行動において、自分自身の学習過程に能動的に関与

している」(Zinlmerman, 1986, 1989)こ とであり、

このような過程を通して行われる学習が自己調整学

習である。自己調整学習は、特性的なものではなく

文脈依存的なものであり (シャンク、2006)、 習得

可能なスキルである (ジマーマン、2007)。 そのた

め、わが国においては、特定の教科 (犬塚、2012:

岡田、2012;進藤、2012;植阪、2012)における

自己調整学習の効果が検討され、有益な知見が提供

されている。そして、体育授業に焦点を当てた自己

調整学習の研究も行われている。

しか しながら、体育授業、特に大学体育授業

を対象とした自己調整学習研究において、自己調

整学習の重要な規定要因とされている自己効力感

(Zimlnerman, 1989)と 自己調整学習との関連につ

いての知見は少なく、また、体育授業における自己

調整学習の心理社会的な機能についても、十分な検

討がなされていないのが現状である。

ところで、大学生には、メンタルヘルスの悪化

や、それに伴う休学、留年、退学といつた学校生活

への不適応問題を抱えている者が多い (内 田ほか、

2013)。 このような状況において、大学生が充実し

た学校生活を送るための支援が重要である。この支

援となるものの 1つ として、体育授業が考えられ

る。体育授業には、授業内での学習活動や教師との

関わりだけではなく、仲間との様々な相互作用が含

まれている(佐々木、2003)。 木内・橋本 (2012)は 、「体

育授業を通 じた健康的なライフスタイルの構築は

良好な修学状況の基盤として機能し (学問的適応 )、

体育授業でのスポーツ活動を介した他者との関わり

は友人関係の開始や発展 (社会的適応)への貢献が

期待される」とまとめている。つまり、体育授業は、

対人関係を構築しながら、学習に取り組める場であ

ることから、体育授業を通して学校適応を促すこと

ができると考えられる。

以上のことから、本研究では、大学の体育授業に

おける自己調整学習の機能を、体育自己効力感、自

己調整学習方略、体育適応感の関係性の検証、およ

び、自己調整学習方略が体育適応感を介して学校適

応感に及ぼす影響過程の検証から明らかにすること

を目的とした。

【結果の概要】

1)体育自己効力感、体育授業における自己調整学

習方略、体育適応感の関係を、共分散構造分析を用

いて検討した。その結果、体育自己効力感は、直接

的に、および、自己調整学習方略を介して間接的に、

体育適応感を規定しており、その規定力は、間接効

果の方が高いことが確かめられた。 (第 1章研究 1、

第 1章研究 2、 第 1章研究 3)

2)体育授業における自己調整学習が学校適応感に

及ぼす影響について検討するために、自己調整学習

方略が、体育適応感を介して学校適応感に影響を及

ぼすという仮説モデルを設定し、共分散構造分析を

用いて、このモデルの検証を行つた。その結果、自

己調整学習方略は、体育適応感の両下位因子であ

る「体育適応」と「連帯志向」に正の影響を及ぼ

しており、そのうち、「体育適応」は、学校適応感

のすべての下位因子 (「居心地の良さの感覚」、「課

題 。目的の存在」、「被信頼・受容感」、「劣等感の無

さ」)に正の影響を及ぼしていることが確かめられ

た。いっぽう、「連帯志向」は、「被信頼 。受容感」

以外の下位因子に対して、正の規定力を有している

ことが明らかにされた。 (第 2章研究 4)

【まとめ】

本研究を通して、体育授業における自己調整学習

の機能と、学校適応感の向上に寄与する体育授業の
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有効性について、一定の知見が得られた。

まず、体育自己効力感は、自己調整学習方略を介

して、体育適応感に、直接効果よりも高い規定力で、

影響を及ぼしていた。体育適応感の向上を促進する

ためには、体育授業に対する自信を高めることも必

要ではあるが、それだけではなく、授業での行動で

ある自己調整学習方略に関する知識を提供し、その

使用を促すこともまた、有効である可能性が示唆さ

れた。

次に、自己調整学習方略、体育適応感、および、

学校適応感との関連についての検討が行われた。そ

の結果、自己調整学習方略が、体育適応感を介 し

て、学校適応感に影響を及ぼしていることが明らか

になった。このことは、大学生の学校適応感を高め

るためには、体育授業での自己調整学習方略の使用

を促し、体育適応感を高めることが重要であること

を示唆している。このように、体育授業内での良好

な対人関係の構築を目指すだけではなく、授業への

積極的な取り組みを促す、すなわち、自己調整的な

学習を促進させることが、学校適応感の向上をもた

らす可能性が見出された。 (第 3章 )

【今後の課題】

1)本研究では、学校適応感に影響する要因として、

体育授業における学習のあり方に焦点をあてた。 し
かし、学校への適応には、他の授業や課外活動、学

外活動といった多くの要因が影響していると考えら

れる。今後は、これらも含めて包括的に、自己調整

学習と学校適応感との関連を検討することが必要に

なる。

2)本研究は、一時点のみの調査による横断的研究

であるため、自己調整学習方略の使用が、体育適応

感や学校適応感の変容にどのように寄与するかは検

討されていない。今後は、縦断的研究を通して、適

応感の変容過程について明らかにしていく必要があ

る。

3)本研究では、仮説モデルの妥当性を検討すると

いうアプローチで、自己調整学習の機能に関する知

見を提示し、これらの活用可能性について言及する

ことはできたが、実際の活用にまでは至らなかつた。

今後は、介入研究を通して、本研究の知見の実践的

有用性を示していく必、要がある。
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Inluence of received social support on athletes'self― conldence and psycho10gical、 vell_being

片上絵梨子 (大阪体育大学 )

学位 :博士 (ス ポーツ科学),授与機関 :大阪体育大学
取得日 :2017年 3月 17日 ,指導教員 :土屋裕睦教授

研究の背景

周囲の他者との良好な対人関係は、個人の身体的。

心理的健康の維持・促進に関連する重要な要因の一

つである。他者から提供される有形・無形の援助行

動は、総称してソーシャルサポー トと呼ばれ、個人

の weH beingに寄与すると認識されてきた。アス

リー トにとつてのソーシャルサポー トは、励ましや

慰め (emotional support)、 評価や承認 (esteem

support)、 助言や情報 (informational support)、

金銭や物品 (tangible support)で あると考えら

れている (Rees and Hardy,2004)。 指導者、チー

ムメイ ト、友人、家族など重要な他者からのサポー

トが、ストレス緩和やバーンアウト抑制に役立つこ

とが認められており (土屋、2012)、 近年では、ア

スリー トの well beingだ けでなく、自信など実力

発揮につながる心理的要因にも影響することが示さ

れている (Holt and Hoar,2006;Rees,2007)。

Chapter l(序論 )

これまでのソーシャルサポー ト研究の多くは、知

覚サポー ト (必要となれば利用可能であるという個

人の信念)の測定によつて検討され、「自分にはサ

ポー トしてくれる人がいる」とアスリー ト本人が知

覚することにより、メンタルヘルスが改善すると考

えられてきた。しかしながら、知覚サポー トはあく

までアスリー ト本人の知覚であることから、実際の

サポー ト行動の有無を測定することが、ソーシャル

サポー トの効果を理解する上で不可欠であるという

指摘もある (福岡、2007)。 「励ましてくれる人がい

ると本人が知覚すること」である知覚サポー トと「実

際に励ましを受けることJである受領サポー トを明

確に区別し、ソーシャルサポー トを理解するべきで

あるという指摘もある (Holt and HOar,2006)。 こ

のように、スポーツ場面におけるサポー ト行動の効

果を検証するためには、アスリー トの受領サポー ト

(実際に他者によって実行され、受け手が経験した

サポート行動)を測定する必要があると考えられる。

近年、このような受領サポー トに着日したソーシャ

ルサポー ト研究の必要性が指摘されているものの、

受領サポー トがアスリー トの心理面に及ぼす影響に

ついては十分に検討されていない。ゆえに、実際の

スポーツ現場の指導者やアスリー トの間で十分に理

解されないまま `サポー ト'が提供され、その `サポー

ト'行動がアスリー トにとつてはサポー トとして機

能せず、「余計なお世話」として受け取られてしまう

事例も報告されている (McKay et al., 2009)。 サ

ポー ト行動に関する理解が十分ではないことは、ス

ポーツにおける対人関係がアスリー トのwell being

や競技における実力発揮に寄与しないどころか、そ

の阻害要因にさえなり得ると考えられる。そこで本

研究では、 5つの研究を行い、サポー ト受領がアス

リー トの well beingお よび競技における自信に与

える影響について、サポー ト有効性に影響し得る要

因とともに検討明らかにすることを目的とした。

Chapter 2(研究 1)

研究 1では、アスリー トの受領サポー トの実態

把握を目的とし、大学生アスリー トH名 を対象に 4

週間のスポーツ場面におけるソーシャルサポー ト調

査研究を行つた。日誌法を用いて、アスリー トのス

ポーツ場面における他者との対話記録を収集し、他

者から受け取つたサポー トとその時の心理的反応に

ついて内容分析法を用いて探索的に分類した。その

結果、先行研究に一致して、アスリー トは 4種類の

サポー ト行動を受領していることが確認された。ま

た、サポー ト受領時の心理的反応を分類した結果、

ポジティブな感情などwell beingに 関連する要因

のみならず、モチベーションや競技の内省、自信な

ど実力発揮に関連する要因も含まれていた。このこ

とから、ソーシャルサポー トを受け取ることは、ア

スリー トの well beingだ けでなく、実力発揮にも

影響し得ることが確認された。
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Chapter 3(研究 2)

研究 2では、受領サポー トの定量的な検討を行

うため、尺度を作成することを目的とした。アス

リー トのサポー ト受領頻度を測定する尺度、the

Athlete Received Support Questionnaire (the

ARSQ:Freeman et al., 2014) の 日 本 語 版、 the

ARSQ Jを作成し、その信頼性と妥当性を検討した。

分析の結果、the ARSQ Jは 、原版 the ARSQ同様に

4因子構造を有するサポー ト受領の濠1定が可能な尺

度であることが示された。また内的整合性や、関連

する尺度との相関が示されたことから、一定の信頼

性及び妥当性を有する尺度であることが確認された。

Chapter 4(研究 3)

研究 3では、the ARSQ Jを 用いて、受領サポー

トとwell beingの 関連を検討した。相関分析の結

果、サポー トの種類ごとに特徴的な関連が示された

ことから、サポー トの種類によつて異なる機能を持

つと考えられる。また、受領サポー トを独立変数、

well beingを 従属変数としてパス解析を行つた結

果、サポー トを受けることがアスリー トの we H―

beingに 寄与することが示された。

Chapter 5(研究 4)

受領サポー トのさらなる効果を検証するため、競

技における自信との関連を検討することを目的とし

た。スポーツ場面におけるソーシャルサポー トの有

効性は、その提供者や提供文脈 (時期)な どの要

因により影響されることが指摘されている (Rees,

2007)。 そこで、まず研究 4では、サポー ト提供者 (指

導者とチームメイ ト)の要因を考慮して、サポー

ト受領と競技における自信との関連について検討し

た。その結果、評価や承認である esteem support

は提供者の別なく競技における自信に正の影響を与

えることが示された。一方、物質の提供などである

tangible supportは 、 チームメイ トから提供され

た場合には正の影響、指導者から提供された場合に

は負の影響が確認された。このことから、サポー ト

の有効性は提供者により異なると考えられる。

Chapter 6(研究 5)

さらに研究 5では、サポー ト提供文脈 (通常期

と試合前期)に も着日し、サポー ト受領と競技にお

ける自信との関連を検討した。その結果、試合前期

には助言や情報などの informational supportや

tangible supportが アスリー トの競技における自

信に正の影響を及ぼすことが示された。研究 4と

同様に、提供者によりその関連は異なることが示さ

れ、試合前の informational supportは 、指導者

から提供された場合には正の影響、チームメイ トか

ら提供された場合には負の影響が示された。一方、

tangible supportは チームメイ トから提供された

場合には正の影響、指導者から提供された場合には

負の影響を及ぼすことが示された。

Chapter 7(本研究の結論 )

本論の目的は、アスリー トが受領するソーシャル

サポー トについて実態調査を行い、サポー トを受け

取ることがアスリー トの心理的側面に及ぼす影響に

ついて、サポー ト有効性に影響し得る要因とともに

検討することであつた。本研究の結果より、ソーシャ

ルサポー トはアスリートのwell beingの みならず競

技における自信にも影響することが確認された。一

方、その関連はサポートの種類、提供者、時期によつ

て異なることが示唆されたことから、ソーシャルサ

ポー トは一律にアスリー トの心理的側面に正の影響

を及ぼすものではなく、その種類や受領される文脈

によっては負の影響を及ぼす可能性があるといえる。

終わりに

これまで研究を進めるにあたり、研究会等でご指

導・ご助言頂きました菅生貴之先生、手塚洋介先生、

小菅萌先生をはじめとする先生方、スポーツ現場に

携わる貴重な機会をいただきました本学男子体操競

技部監督、藤原敏行先生に感謝申し上げます。そし

て、今年度同じく博士後期課程を修了された清水聖

志人さん、陳星青目さんを中心とする研究室の仲間か

らの暖かいソーシャルサポー ト支えられたことをこ

こに述べたいと思います。最後に、副査としてご指

導いただきました荒木雅信先生、前島悦子先生、主

査として研究・サポー ト実践の視点から3年間ご指

導いただきました土屋裕睦先生に心より御礼申し上

げます。
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Risk―sensitive decision making in motor tasks、vith an asymmetric gain function

(非対称な利得関数を持つ運動課題におけるリスク感受的な意思決定 )

太田啓示 (日本学術振興会特別研究員 (PD)、 東京農工大学 )

学位 :博士 (学術),授与機関 :東京大学
取得日 :2017年 3月 23日 ,指導教員 :工藤和俊准教授

多くのスポーツではエースとミスが隣り合わせで

あるという特徴をもつ。例えば、テニスや卓球など

の競技では、ライン際を狙つてボールを打つた場合、

コー ト内に入れば得点の可能性は高くなる。しかし、

ボールが少しでもラインを超えるとアウトになるた

め、失点のリスクも高くなる。このような状況にお

けるボール落下点の最適な狙い所はプレイヤーの落

下点分散に依存する。すなわち、相対的にばらつき

の小さいプレイヤーであればライン寄りの位置を狙

うのが良いが、ばらつきの大きいプレイヤーが同じ

位置を狙うと失敗の確率が増大しパフォーマンスが

低下してしまう。従つて、このような運動課題では、

自らの運動遂行時の分散を考慮した上でどの位置を

目標として選択するかという意思決定がパフォーマ

ンスにとって重要な意味を持つ。そこで本論文では、

このような状況下におけるヒトの運動意思決定特性

について検討することを目的とした。

本論文の構成は 7章からなる。第 1章では、行

動経済学における意思決定研究を概観し、意思決定

におけるリスク感受性を定量化する数理的モデルに

ついて説明した。

第 2章では、利得関数の形状と意思決定方略と

の関係性を検討した。本章ではタイミング選択課題

を用いた。この課題では、光刺激提示後に行うキー

押し反応の時間によつて、獲得できる利得が決めら

れた。非対称な利得関数条件では、反応時間が参照

時間となる2300msに近づくほど利得が高くなるが、

参照時間を越えると0点 (失敗)と なつた。参照

時間のちょうどに反応できた時、最大利得 (100点 )

が得られた。実験参加者は、100試行の総得点をで

きる限り高めるためにいつ反応するかという意思決

定が求められた。このとき、ベイズ決定理論を用い

て個人内における反応時間の分散から個人ごとの最

適な平均反応時間を算出した。さらに、個人ごとに

実際に観察された平均反応時間と比較することで、

リスク感受性を定量した。このリスク感受性は、1)

リスクを取り過ぎて失敗が多くなるリスク志向、

2)リ スクを避けすぎて期待利得が低下するリスク

回避、 3)期待利得が最大化できるリスク中立に分

類される。実験の結果、参加者の平均反応時間は最

適平均反応時間よりも参照時間の近くに位置し、大

半の参加者においてリスク志向的となることが明ら

かとなった。

第 3章では、この傾向がタイミング選択課題に特

異的か否かを検討した。その結果、ゴルフパッティ

ング課題においても同様の傾向を確認できたことか

ら、非対称な利得関数の下では、時間的か空間的か

という運動課題の種類に関わらず、ヒトの運動意思

決定はリスク中立からの角早離を示すことが明らかと

なった。

第 4章では、繰り返しの練習によリリスク中立的

方略が獲得されうるのかを検討した。実験参加者は

第 1章で用いたタイミング選択課題を9日 間、計

2250試行実施 した。実験の結果、 1日 日から4日

目にかけて、反応時間の分散は徐々に低下し、それ

に伴い総得点も向上した。しかしながら、 1日 目に

リスク志向的もしくはリスク回避的となった参加者

は 9日 目にも同じリスク感受性を示し、この傾向

は個人内では頑健で 9日 間の練習では改善されに

くしヽ性質を持つことが明らかとなつた。すなわち、

反応の分散が減少するという点での学習は認められ

たが、適切に狙えるようになるという点での学習は

必ずしも参加者全員に認められないことが明らかと

なった。

自身の分散に適した狙い場所の学習が困難な理由

として、毎回の運動結果を基に、自分自身の運動遂

行時の分散を正確に把握することが難しいためとい

う仮説が考えられる。そこで第 5章では、自身の運
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動分散に関する情報が与えられることにより、リス

ク感受性が変化するかを検討した。本章では、非対

称な利得関数を伴う腕の伸展課題を用い、各ブロッ

クの終了毎にそのブロック内全試行分の到達点を提

示した。実験の結果、到達点分布のフィー ドバック

がない実験条件群では、リスク感受性が維持され、

第 4章と同様の結果となった。一方で、到達点分布

のフィー ドバックがある条件群においても、少数の

参加者を除きリスク感受性は維持されることが明ら

かとなった。この結果は、自分自身の運動分散を正

確に推定するための記憶容量の限界よりも、適切な

狙い場所を算出するための計算容量の限界が、狙い

場所の学習を妨げる要因となっていることを示唆し

ている。

第 6章では、リスク感受性に関与する脳領域を検

討した。神経経済学における先行研究では、右側の

背外側部前頭前皮質が衝動的行動を抑制することが

報告されている。そこで、本章では脳機能を非侵襲

的に修飾する経頭外直流刺激を用いて、リスク感受

性を修飾されるか否かを検討した。 1)右側の背外
側部前頭前皮質の興奮性が増強される刺激条件 (右

側に陽極 。左側に陰極刺激)と 2)偽の刺激を受け

る条件を設け、同一の参加者が 1週毎に 2つの刺激

条件にてタイミング選択課題を実施した。実験の結

果、偽の刺激条件では、刺激によつてリスク感受性

は変化しなかったが、右側前頭前皮質の興奮性が増

強される条件では、刺激前に比べ刺激中にリスク感

受性は低下し、平均的な反応時間も参照時間より早

くなる傾向が確認できた。この結果は直流刺激によ

り狙い場所の設定をリスクを避ける方向へと移行さ

せたことを意味し、背外側部前頭前皮質が運動意思

決定におけるリスク感受性に関与する可能性を示唆

している。

第 7章では、以上 5つの実験結果をもとに総合

論議を行った。本論文は、非対称な利得関数を伴う

運動課題において、ヒトはリスク感受性に関わる認

知バイアスを有し、そのバイアスを変化させるため

には繰 り返しの練習や運動遂行時の分散に関する

フィー ドバックだけでは不十分であることを示すと

同時に、前頭前野背外側部の興奮性水準を修飾する

ことで リスク感受性を変化させることが可能である

ことを示 した。これらの研究結果は、適切な運動目

標をいかに設定するかという要因が運動スキル学習

の大きな制約となつていることを明らかにしたもの

である。今後はこの制約を克服する方法を検討する

ことによリスポーツ・運動の学習時の指導方法の開

発に貢献できると期待できる。

なお、本論文の研究成果の一部は以下の学術雑誌に

掲載されている。

Ota,K,Shinya,M.,&Kudo,K。 (2015).Motor

planning undcr tcmporal unccrtainty is suboptimal

、vhen the gain function is asymmetric.F7・●77′′
`″
S′″

Co″′27′α′′ο″α′Ne″′οsc′′′ε′,9:88.

Ota,K.,Shinya,M.,&Kudo,K(2016) Sub‐

optiinality in mOtor planning is rctaincd throughout

9 days practtc of 2250 tHals■ た″′′εRυο″JS 6:

37181

太田啓示・森岡祐平・進矢正宏 。工藤和俊.(2017)

リスク下におけるゴル 7/くッティング距離調整 東京
体育学研究 ,8,5‐ 12
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スポーツ競技者の心理的健康 と実力発揮におけるマイン ドフルネスの役割

雨宮 怜 (筑波大学体育系)
学位 :博士 (体育科学),授与機関 :筑波大学
取得日 :2017年 3月 24日 ,指導教員 :坂入洋右教授

スポーツ競技者の心理的健康の問題は、パフォー  点からスポーツ競技者のマインドフルネスの役割に
マンス低下や競技からの ドロップアウト、また最悪  ついて検討を行った。第9章において、本論文の総
の場合には自殺をも導くことが報告されている。そ  括および今後の示唆と課題について説明を行つた。
のため、スポーツ競技者の心理的問題に対して、効  以下に、各章の研究課題における要約を示す。
果的な心理サポー トの実践が求められるが、心理サ   第 3章 (研究 1)では、スポーツ競技者版バーンア
ポー トの効果と現場のニーズとのズレや、スポーツ  ウト尺度 (Burnout scale for University Athlete:
界と心理サポー トの構造の不一致が、スポーツ競技  以下、BOSAと 記述)の開発を目的とし、尺度の因子
者の心理サポー トヘの繋がりにくさを生み出す障壁  構造および内的整合性と構成概念妥当性について検
となつている。このような課題を解決するためには、  討を行つた。分析の結果、4下位尺度で構成され、
スポーツ界が求めるパフォーマンス面への効果を実  信頼性と妥当̀ l■を有する30SAが開発された。
現しながら、心理的問題の予防や改善を可能とする、   第 4章 (研究 2)と して、スポーツ競技者のバー

新しい心理サポー ト法の開発・実践が喫緊の課題と  ンアウトを引き起こす要因として予想されるアレ

なつている。 キシサイ ミア傾向を測定するための心理指標の開

そこで本論文では、健康と実力発揮の両方を可能  発 (Sport Alexithymia Scale:以下、SASと 記述)
とすることが期待される、マインドフルネス (今の  および、バーンアウトとの関連性について検討を
体験に気づき、価値判断せずに観察し、注意を向け  行った。分析の結果、 3下位尺度から構成され、信
る心理的スキル :自 己客観視スキル)のプログラム  頼性と妥当性を有するSASが開発され、スポーツ競
を実践するための、基礎的な知見を構築することを  技者のアレキシサイミア傾向がバーンアウトを予測
目的とした。 することが確認された。

本論文は 9章から構成されており、第 1章では、   第 5章 (研 究 3)で は、スポーツ競技者版マ

現在のスポーツ競技者に対する心理サポー ト法の効  イン ドフルネス傾向尺度 (Athlete Mindfulness
果および課題に加えて、競技スポーツという文化  Questionnaire:以 下、AMQと 記述)の開発を目的

や環境と関連して生じる心理的健康の問題である、  として、横断的、また縦断的な調査研究を行った。
バーンアウトやアレキシサイミア傾向に注目し、健  分析の結果、 4下位尺度で構成され、信頼性と妥当
康と実力発揮の両方を実現する支援として、マイン  性を有するAMQが開発され、尺度の信頼性および妥
ドフルネスのプログラムについて概説した。第 2章  当性が確認された。
では、本研究の目的および構成について整理を行つ   第 6章 (研究 4)では、スポーツ競技者のマイ
た。第 3章から第 5章までは、本研究で扱うバーン  ンドフルネスとアレキシサイミア傾向およびバーン
アウト、アレキシサイミア傾向およびマインドフル  アウトの関連性について、横断的に検討することを
ネスを測定することが可能な心理指標の開発を行つ  目的とした。構造方程式モデリングによる 3変数間
た。次に第 6章から第 8章において、スポーツ競技  の関連性について検討した結果、モデルの有用性が
者のマインドフルネスと心理的健康および実力発揮  確認された。またスポーツ競技者のマインドフルネ
との関係性について、横断的、縦断的調査を用いて  スが直接的にアレキシサイミア傾向とバーンアウト
量的な変数間のモデルを検討し、その量的な結果を  に対して負の関連性を示したとともに、アレキシサ
基に質的研究を行うことによつて、量的 。質的な観  イミア傾向を介してバーンアウトに負の関連性を示
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すという間接効果も確認された。

第 7章 (研究 5)では、スポーツ競技者のマイ
ンドフルネスとパフォーマンスとの関係性について

検討するために、自己および他者評価という主観的・

客観的な観点からの測定による、パフォーマンス低

下とパフォーマンス・エフィカシ~(以下、パフォー
マンスEFと 記述)と いう二つの指標をもとに、横

断的。縦断的に検討を行つた。分析の結果、パフォー

マンス低下については、マインドフルネスが高い方

が低い対象者と比較して、自己評価では横断的、ま

た 2ヶ 月後と4ヶ 月後において、パフォーマンス

低下が少ないことが示された。さらに、マインドフ

ルネスが高いスポーツ競技者では、各調査時点にお

いて自己評価と他者評価の得点間には有意な差が見

られないものの、マインドフルネスが低いスポーツ

競技者においては、各調査時点において、他者評価

の得,点が自己評価よりも有意に低いことが確認され

た。また、心理的パフォーマンス EFについても、

自己と他者評価にかかわらずマインドフルネスが高

いことによつて、横断・縦断的に心理的パフォーマ

ンス EFの得点も高いことが確認された。そのため、

スポーツ競技者のマインドフルネスの高さが、他者

から見たように自身のパフォーマンスを評価するこ

とを可能とし、将来のパフォーマンス低下の抑制や、

パフォーマンス EFの促進に寄与することが明らか

となった。

第 8章 (研究 6)では、スポーツ競技者のマイ
ンドフルネスが将来のメンタルヘルスとパフォーマ

ンスに対して、どのように機能するのかという点に

ついて、縦断的な量的調査による変数間のモデルの

検討および、モデルの質的な解釈を行つた。分析の

結果、スポーツ競技者のマインドフルネスが直接的

に2ヶ 月後のアレキシサイミア傾向や 4ヶ 月後の

バーンアウト、個人の評価による主観的な心理的パ

フォーマンス EFと有意な関連性を示すことが明ら

かとなった。またに、 2ヶ 月後のアレキシサイミア

傾向を介して間接的に 4ヶ 月後のバーンアウトと

負の関連性を示すことが確認された。しかしながら、

4ヶ月後の他者評価による心理的パフォーマンス EF

は、マインドフルネスが直接的な関連性を示さず、

4ヶ 月後のバーンアウトを介して間接的に関連する

ことが明らかとなった。また、量的研究によって示

された変数間の関係性について、統合研究法を用い

て、半構造化面接法による質的な解釈を試みた。そ

の、マインドフルネスが高いスポーツ競技者は、自

身の感情や身体感覚を認識することでモチベーショ

ンの認識や状態を省みた対処行動に繋げること、パ

フォーマンスに価値判断せずに目の前の課題に集中

することが明らかとなった。

以上、本論文において、スポーツ競技者のマイ

ンドフルネスにおけるアレキシサイミア傾向および

バーンアウトという心理的健康の問題と、パフォー

マンスとの関連性について検討した。まず本研究の

結果から、信頼性と妥当性を有するスポーツ競技者

のバーンアウト尺度 (第 3章 )、 アレキシサイミア

傾向尺度 (第 4章 )お よびマインドフルネス尺度 (第

5章 )が開発された。その尺度を基に変数間の関連

性について検討した結果、マインドフルネスが、将

来のメンタルヘルスの問題の抑制や、自己。他者評

価によるパフォーマンスを予測することが明らかと

なった (第 6章一第 8章 )。 そのため本研究の結果

から、スポーツ競技者のマインドフルネスが,と 理ヽ的

健康の問題の予防や改善に加えて、実力発揮を導く

ことが推測された。今後、実験的な研究や介入研究

を実施し、スポーツ競技者へのマインドフルネス・

プログラムの効果について、検討が求められる。
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剣道の面技における日付けの解明
―剣道最高段位者 と大学生競技者による検証一

秋山大輔 (日 本経済大学)

学位 :博士 (学術),授与機関 :九州工業大学
取得日 :2017年 3月 24日 ,指導教員 :磯貝浩久准教授

本論文は、剣道の実際の打突動作において、相手

のどこを見ているのかという注視点の位置から検討

した視線配置と、相手に対して奥行きを持つて見て

いるのかという注視点距離から検討した日付け方略

を明らかにし、貪1道の打突動作の中で最も重要な打

突である面技打突時の日付けを解明することを目的

とした。また、本研究から得られた知見を基に会1道

における体系的な日付け指導法のための基礎データ

構築を目指した。

第 1章では、貪1道における視覚に関する研究のレ

ビューおよび剣道の技能や日付けの教えを概括し、

関係するスポーツの先行研究をレビューしながら本

研究の位置付けを示した。特に、剣道において古く

から伝わる日付けに関する教えを文献から整理し、

現代剣道の指導法を踏まえ問題の所在を論じた。ま

た、人間の眼球運動、スポーツにおける視覚研究を

展望し、中心視のみならず周辺視の役割が大きく、

その機能特性に着日した研究の必要性が求められて

いるため、剣道の打突動作の日付けを定量的に評価

することの意義を示した。

第 2章では、大学生剣道競技者の面技において、

注視点が相手のどこにあるのかという視線配置の特

徴を検討した。眼球運動測定実験を実施し、日付け

に関する教えに基づいて、相手身体を三領域に区分

して注視害1合を算出した。三領域の注視領域割合を

比較した結果、しかけ面と出ばな面では相違した視

線配置がなされていることが示唆された。 しかけ面
において、中部への視線配置害1合が高くなった要因

は、相手との間合いの意識から竹刀を注視した結果

と考えられたが、出ばな面においては中部の視線配

置害1合は低くなった。この変化に関し、大学生競技

者は、相手の動きに対応しなければならない出ばな

面において、竹刀を注視していては動作の遅れが生

じることを認識しており、中部に視線を配置するこ

とよりも上部に視線を配置し、その視線を視支点と

して活用し、周辺視から相手の動きに関する情報を

得ることが効率的だと考えていることが推察され

た。しかし、両実験課題での相違した結果から、不

安定な再現性の低い視線配置が行われていることが

示唆された。

第 3章では、最高段位者の面技において、注視

点が相手のどこにあるのかという視線配置の特徴を

検討した。第 2章 と同様に三領域の注視領域害1合を

比較した結果、しかけ面と出ばな面の両課題におい

て同じ視線配置がなされていることが示唆された。

視線は全て上部の領域に配置され、中部及び下部に

は一切視線が配置されることは無かった。常に上部

に視線を配置し、その視線を視支点として活用して

いることが示唆され、安定した再現性の高い視線配

置が行われていることが明らかとなった。また、大

学生競技者と比較した結果、特にしかけ面の注視領

域割合に有意差が認められ、最高段位者と大学生競

技者の視線配置の違いが顕著に認められた。最高段

位者は実験課題の種類に限らず同様の視線配置を行

なつていることが明らかとなり、常に一定の視線配

置をすることが重要であると意識していると推察さ

れる。また、インタビュー調査の回答からもそのよ

うな回答が得られた。インタビュー調査の回答にお

いては、最高段位者は周辺視から相手の足部 (右足

のつま先)の情報を得るように注意しているとのこ

とから、最高段位者は大学生競技者より広い有効視

野で相手の情報を得ている可能性が示唆された。

第 4章では、大学生競技者の面技において、注視

点の奥行きである注視点距離を明らかにし、有効打

突判定結果から注視点距離が有効打突に及ぼす影響

を検討した。しかけ面と出ばな面の両課題の有効打

突判定の結果、しかけ面においては全て有効打突と

なつたが、出ばな面においては有効打突と認められ
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ない打突があった。出ばな面の成功率により、高成

功群と低成功群の 2群で比較した結果、高成功群は

低成功群より注視点距離が長く、周辺視を活用した

効果的な日付けを行っていることが示唆され、注視

点距離が出ばな技の有効打突の成功率に影響を及ぼ

すことが示唆された。つまり、注視点距離が長く、

奥行きを持たせることでより相手の情報を獲得する

ために周辺視を活用していると推察された。

第 5章では、最高段位者の面技において、注視

点の奥行きである注視点距離を明らかにし、有効打

突判定結果から注視点距離が有効打突に及ぼす影響

を検討した。その結果、しかけ面と出ばな面の全て

の打突が有効打突と判定された。また、しかけ面と

出ばな面の両課題において差のない注視点距離の結

果が得られ、およそ 5m程度、相手より遠くを見て

いることが示唆された。この結果においては、イン

タビュー回答結果にもあるように、遥か遠くを見て

いる訳ではないといった回答や少しばんやり見ると

いつた回答にあるように自分の感覚と一致する結果

が得られた。最高段位者の熟練度を考慮すると注視

点距離の 5mと いう距離は一つの基礎データとして

考えることができ、日付けの指導法における基準値

となりうる可能性が示唆された。

これまでの剣道の歴史の中で多くの教えが存在

し、指導現場において用いられ、技能向上の道標と

して伝わってきた。貪1道では日付けが重要とされ、

日付けに関する教えは現代剣道に生かされている

が、感覚的な表現が多く、抽象的な語彙は理解しづ

らいものであった。本研究では注視点の位置と距離

から貪1道熟練者の視覚スキルを定量化し、可視化す

ることを試み、指導に生かすための知見を得ること

を目指した。特に、希少な被験者である最高段位者

を採用できたことにより、剣士が目指すべき達人ス

キルを得ることができたと考えられる。以上から、

剣道における代表的な視覚情報獲得方略である「遠

山の日付け」の存在が明らかとなり、有用性が示唆

された。これは、貪1道実践者の稽古や試合および指

導の現場において活用されることが期待できる。
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ソフトテニスにおける自信に関する研究
一スポーツコンフィデンス、自己効力感および他者効力感に着目して一

佐久間智央 (日 本大学 )

学位 :博士 (学術),授与機関 :九州工業大学
取得日 :2017年 3月 24日 ,指導教員 :磯貝浩久准教授

1.本研究の概要

本研究では、日本国内のソフトテニス選手を対象

に、スポーツコンフィデンスとその情報源との関係

性、スポーツコンフィデンスと自己効力感および他

者効力感の関係性、自己効力感および他者効力感と

パフォーマンスとの関係性を検討し、それぞれの関

係性を考慮しながら、ソフトテニスにおける自信と

パフオーマンス発揮との関係性を検討することを目

的とした。また、これらの関係性の検討に伴い、そ

れらの要因を測定する評価方法を確立することも日

的とした。

第 2章では、ソフ トテニス選手426名 を対象に、

ソフ トテニス選手の自信を評価するソフ トテニス

版スポーツコンフィデンス尺度 (Sport Conndence

lnventory of Soft Tennis以 下 SCI ST尺度)を

作成し、その構成要素を検討することであった。ま

た、開発した SCI ST尺度を用いて、ソフトテニス

選手の自信と性差、競技レベル差、競技経験年数と

の関係性を検討した。

第 3章では、高校生ソフトテニス選手を対象とし

て、スポーツコンフィデンスの情報源を測定するた

めのソフトテニス版スポーツコンフィデンスの情報

源尺度を作成し、ソフトテニスにおけるスポーツコ

ンフィデンスにその情報源がどのように影響を及ぼ

すかについて検討することを目的とした。

第 4章では、高校生ソフトテニス選手280名 を対

象に、まず、ソフトテニスの各スキル自己効力感お

よび他者効力感尺度、心理的パフォーマンス他者効

力感尺度を作成した。そして、作成した 3つの尺度

と心理的パフォーマンス自己効力感尺度を含めた 4

つの特徴および関係性を検討した。

第 5章では、ソフトテニス版スポーツコンフィデ

ンス尺度、ソフトテニスのスキルに対する自己効力

感尺度および他者効力感尺度、心理的パフォーマン

スに対する他者効力感尺度、そして、心理的パフォー

マンス自己効力感尺度を用いて、パーソナル特性的

な自信であるスポーツコンフィデンスと、その場の

状況に影響を受けやすい状態的な自信である自己効

力感および他者効力感との関係性を検討することを

目的とした。

2.本研究からの示唆と展望

本研究は、ソフ トテニスにおける自信の獲得か

らパフォーマンス発揮までのプロセスを明らかに

した。日本において、特性的な自信であると考えら

れるスポーツコンフィデンスと状態的な自信である

と考えられる自己効力感の両者を扱った研究が今ま

で行われなかったことから、スポーツの自信に関す

る研究を進めるための有益な知見となりうる。ソフ

トテニスにおける特性的な自信であるスポーツコン

フィデンスの構成要素を明らかにしたことにより、

試合や練習でのパフォーマンスの結果に左右されに

くい自信を検討することができたと考える。また、

そのスポーツコンフィデンスに影響を与える情報源

は、性差、競技レベル、チーム内でのポジション (レ

ギュラー/非 レギュラー)に よつて、異なることが

明らかとなったことから、ソフ トテニス選手のス

ポーツコンフィデンスを高めるためには、性別、競

技レベル、そしてチーム内でのポジション (レギュ

ラー/非 レギュラー)と いつた属性を考慮し、情報

源を与えるといつた指導者の工夫が必要であるとい

えよう。例えば、性別の視点からより効率的にスポー

ツコンフィデンスを高めるためには、男子選手 。女

子選手ともに、環境や身体の心地よさを感じさせる

ことや、課題達成の成功体験を与えることが有効で

あると考えられる。男子選手の場合は、単に成功体

験をさせるだけでなく、練習や試合においてライバ

ルを設定し、競わせることも有効であると考えられ
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る。競技レベルの視点からより効率的にスポーツコ

ンフィデンスを高めるためには、地区大会レベルの

選手の場合は、指導者が積極的に指導やアドバイス

を行うことや、課題の達成といつた成功体験を多く

経験することが有効であると考えられる。また、県

大会レベル、地方 。全国大会レベルの選手の場合

は、環境や身体の心地よさを感じさせることや、課

題達成の成功体験を与えること、そして、練習や試

合においてライバルを設定し、競わせることによる

成功体験を積ませることも有効であると考えられ

る。チーム内のポジションの視点からより効率的に

スポーツコンフィデンスを高めるためには、レギュ

ラー選手の場合は、練習や試合においてライバルを

設定し、成功体験を積ませることや、環境や身体の

心地よさを感じさせること、そして課題達成の成功

体験を与えることが有効であると考えられる。一方、

非レギュラー選手の場合は、指導者が積極的に指導

やア ドバイスを行うことや、課題の達成といった成

功体験を多く経験することが有効であると考えられ

る。

そして、本研究では、他者効力感についても検

討を行つた。これまで、パフォーマンス発揮に影

響を与える要因としては、自分がどの程度できるか

という自己効力感に着目されてきたが、特定のパー

トナーと行うスポーツにおいて、自分のパー トナー

がどの程度やってくれるかといつた他者効力感が勝

敗に影響を与えていることが明らかとなったことか

ら、自分に対する信念に加え、パー トナーに対する

信念も重要であるということが示唆された。 した
がって、今後の指導現場への示唆として、自分に対

する効力感を持たせる指導にカロえ、パー トナーに対

する効力感も高める指導が求められるであろう。例

えば、ペアで行う課題を設定し、ペアでの成功体験

を多く積ませる指導や、試合において、ペア 2人

の力でポイントを決められた、勝つことができたと

いうフィー ドバックを積極的に与えることが有効で

あると考える。また、今回作成した尺度を用いるこ

とで、パー トナーに対する効力感を把握することが

可能となるため、ペアの向上 。改善や、より良いペ

アリングの検討する際の有効なツールとなるであろ

つ。

本研究において、ソフ トテニスにおける自信とパ

フォーマンス発揮 との関係性を明らかにしたことに

より、今後のスポーツにおける自信に関する研究を

行 う上で、新たな知見が示されたと考えられる。

しか しなが ら、スポーツコンフィデンスや 自己

効力感および他者効力感を高く持つことによるマイ

ナスな要因も考慮する必要がある。例えば、選手が

自分の能力に見合わないスポーツコンフィデンスや

自己効力感を高く持ちすぎることである。 ビー リー

(2009)は、自信過乗1について、選手の実際の能力

と能力における信念が一致 していない状態のことで

あると指摘 している。 したがつて、選手に正しい自

信を持たせるためには、自分の実際の能力を正しく

認識させることが重要となるであろう。また、他者

効力感においても高く持ちすぎることにより、パー

トナーヘの依存性が強まり、プレーが消極的になり、

自分のパフォーマンスを発揮できなくなる可能性 も

考えられる。 したがつて、ペアとしてのパフォーマ

ンスを発揮するための自己効力感 と他者効力感のバ

ランスについても検討 していくことが重要であろ

う。
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運動部活動における状況適応型 リーダーシップの研究― SL理論の視座を援用して一

神力亮太 (九州工業大学生命体工学研究科博士研究員)

学位 :博士 (学術),授与機関 :九州工業大学
取得日 :平成29年 3月 24日 ,指導教員 :磯貝浩久准教授

論文概要

本 研 究 は、SL理 論 (Situational Leadership

Theory)の 視座を援用して運動部活動における指

導者の効果的なリーダーシップについて検討 して

い る。SL理 論 は、1977年 に P.Herseyと K H
Blanchardに よって提唱されたフォロワーのレディ

ネスに応じたリーダーシップ行動が適切であるとい

う理論である。運動部活動は、重要な存在である指

導者 (杉山、2008;角 谷 。無藤、2001)の 指導の

下、生徒への様々な意義や効果をもたらすとされて

いる (文部科学省、2013)。 しかし、指導者には暴

力やハラスメント (熊安、2014;国際オリンピック

委員会、2007)、 時間や指導力の不足 (文部科学省、

1996:日 本体育協会、2014)、 多様性への対応 (仲澤、

2011)な どの問題が指摘されている。そこで、本研

究ではあらゆる分野で注目されているリーダーシッ

プ理論の一つである状況適応型アプローチの一つで

あるSL理論 (Situational Leadership理 論)に着

目した。SL理 論は、1977年 に P.Herseyと K.H

Blanchardに よつて提唱されたフォロワーのレディ

ネスに応 じたリーダーシップ行動が適切であるとい

う理論である。 レディネスとは特定の課題に対する

「意欲」と「能力Jの程度であり、それぞれの高低か

ら4つのレディネスレベルに分類される。SL理論に

着 日した根拠としては、リーダーシップの理論モデ

ルとして、レディネスレベルの向上に伴って、フォ

ロワーの自主性の成長を念頭に置いていることが挙

げられる。その点が運動部活動の意義と合致 してい

ることから、SL理論の視座を援用 したリーダーシッ

プについて検討する。また、指導者が影響を与える

べきで要因としては 「選手に認知されたコーチング

効果  (Perceived Coaching Effectiveness :PCE)」

(Kavussanu et al.,2008)の 4つの側面 (モチベー

ション PCE、 戦術 PCE、 テクニック PCE、 人間形成

PCE)と した。すなわち、本研究では、選手のレディ

ネスに応じて、選手に認知されたコーチング効果の

各側面への効果的なリーダーシップ行動を明らかに

することを目的とした。本論文は全 5章から構成さ

れる。

第 1章は序論であり、運動部活動の意義とその

指導者の重要性や問題点についてまとめ、運動部活

動における指導者のリーダーシップの重要性を示し

た。また、リーダーシップ研究の概観をした後、運

動部活動とSL理論の関連を示し、指導者が影響を

与えるべき側面について検討した。また、本研究で

は、SL理論におけるレディネスの課題を「サッカー

の運動部活動」とすることを述べた。さらに、我が

国における代表的な行動アプローチの一つである

PM理論と本研究で着眼した SL理論の類似性につい

て示した後、本研究の意義や目的について整理した。

第 2章では、選手の特徴 (チーム内の地位、学年、

所属リーグ)に応じて効果的なリーダーシップ行動

が異なるかを検討した。そのため、「選手に認知さ

れたコーチング効果」を評価する指標の信頼性およ

び妥当性を確認し、スポーツ場面におけるリーダー

シップ行動を評価する指標 (スポーツ版 PM評定尺

度)を作成した。また、「選手に認知されたコーチ

ング効果」の各側面とリーダーシップ行動との関連

を検討した結果、いかなる選手の特徴においても指

示的行動と協労的行動を実施するリーダーシップが

効果的であることがわかった。すなわち、選手の特

徴では状況適応的なリーダーシップ行動とはならな

かった。

第 3章では、SL理論におけるレディネスを評価

する指標について検討した。「意欲」の指標は「運

動部活動に対する生徒の内発的動機づけ」 (松井、

2014)を 使用し、「能力」の指標は「サッカー能力

測定尺度」を新たに作成した。大学のサッカー運動

部活動生を対象として、これらの評価指標からクラ

スター分析を行 うことでレディネスを分類 し、ス
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ポーツ場面におけるレディネスについて確認した。

第 4章では、「選手に認知されたコーチング効果」

の各側面に対して、レディネスに応 じて効果的な

リーダーシップが異なるかを検討した。中学から大

学のサッカー運動部活動生を対象として、第 3章 と

同様の手続きによつてレディネスを分類し、レディ

ネスレベルごとにリーダーシップ行動を説明変数、

「選手に認知されたコーチング効果」の各側面を従

属変数として、ステップワイズ法による重回帰分

析を行つた。その結果、戦略 PCEやテクニックPCE

では、ほとんどのレディネスレベルにおいて指示的

なリーダーシップ行動が影響 し、モチベーション

PCEや人間形成 PCEでは、レディネスレベルの向上

に伴って、指示的なリーダーシップ行動から協労的

なリーダーシップ行動へと影響するリーダーシップ

行動が変容していた。すなわち、戦略やテクニック

という競技力に関わる側面には指示的なリーダー

シップ行動が効果的であり、モチベーションや人間

形成という汎用性のある側面には選手のレディネス

に応じたリーダーシップ行動が効果的であることが

明らかとなった。

第 5章 は総括であり、本研究で得 られた結果

(コーチング効果の評価指標の確認、スポーツ版 PM

評定尺度の作成、サッカー能力測定尺度の作成、レ

ディネスの評価と分類、レディネスレベルに応じた

コーチング効果とリーダーシップ行動との関連)に

ついて整理し、総合的な考察、本研究からの示唆と

今後の課題について述べた。
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V.海外情報





海外情報

現在、所属大学から 1年間 (2016年 10月 -2017

年 9月 )の長期研修の機会をいただき、オランダ

のアムステルダム自由大学 (Vrije Universiteit

Amsterdam)に訪問研究員として滞在している。大

学がある場所はアムステルダムではあるが、周囲に

はテレビでよく見るレンガ造りの建物や運河はほと

んど見当たらない。ただ、自転車で10分ほどいけば

いわゆるヨーロッパ感満載のすばらしい景色が広が

る。大学創立は17世紀と聞いたが、現在の大学の建

物はすべて近代的で、比較的狭いキャンパスに10程

度の学部が存在 し、25000人 もの学生が所属してい

る。

オランダでは、大学進学率が極めて低く (ほ とん

どが職業訓練学校に進学)、 そのためか大学生のレ

ベルは非常に高い。大学院にはオランダ以外の国の

学生も多数在籍しており (学部も含めて10%程度 )、

授業は英語で行われる。個人的におもしろかったの

は、Excelが 全く使えない代わりに、Matlabの プ

ログラミングを完璧に使いこなす奇妙な院生達であ

る。 私が所属しているBehavioural and Movement

Sciencesの教員は、Natureや Scienceに論文掲載

歴のある研究者、年数十本の論文を書きあげる研究

者が多数在籍しており非常にレベルが高いが、それ

でも土日 (金曜も含む)に仕事したり、18時以降に

仕事している人はほとんどいない (家で隠れて一生

懸命やつていると信じたい)。

身分不相応なこの大学を選んだ理由は、David L

Mann氏 の下で勉強してみたいと思つたことがきっ

かけである。Mann氏は主に打球運動の視知覚を研

究対象とし、熟練者の視線行動や予測メカニズムに

関する研究を行つている。また熟達化やタレント発

掘に関する実践研究も行っている。もともと彼の論

文がおもしろいと思つていたことが大きいが、以前、

論文投稿した際、とても波長の合うレビューコメン

トを貰ったことが決め手となり (最終的にはリジェ

ク トされたが)、 数年前から打診し、今回の研修を

中本浩揮 (鹿屋体育大学 )

機に受け入れてもらうことができた。

所属している学科は、最先端の装置が揃った最先

端の研究環境というわけではない。その代わりに、

テクニシャンが 7名 いて、教員や院生の要望にあわ

せイメージ通りの大掛かりな実験装置を作ってくれ

る。日本では実験に合う装置を思い描いても業者に

とんでもない金額を要求されてあきらめることがあ

るし、それが制約でイメージが乏しくなることがあ

る。それが無いこの環境は研究者にとって大きなア

ドバンテージだと感じた。実際、実験参加者として

様々な実験を体験させてもらつているが、仮説にあ

わせて見事にカスタマイズされたユニークな装置で

実験している。

今回の長期研修では、知覚をメインにした運動

学習や制御の基礎研究を学ぶことに加え、応用研

究 (現場への還元)を学ぶことも大きな目的であっ

た。所属学科の中にはいくつかの研究グループがあ

り、私は応用研究が最も盛んな運動学習とパフォー

マンスグループに参加している。ミーティングは隔

週で行われ、基礎研究の目線でみれば成立しないと

感じる実験デザインの成果が数多く報告される。た

だ100%現場優先の中で研究デザインするので、出

てくる知見は、積み上げられた基礎研究が本当に現

場で応用できるのかという「答えJの ような印象を

受ける。例えば、運動学習。制御研究では、インター

ナルフォーカスは悪、エクスターナルフォーカスは

善という「定説」がある。 しかし、院生の報告では、
野球の投手の指導に 3ヶ 月適用したところ、むしろ

インターナルフォーカスの方が有効であった。この

結果は、基礎研究の積み上げによって「定説」が見

つかった時ほどのインパクトはないが、現場にとっ

ては「答えJである。もちろん、この一つの証拠を

もつてして定説が間違いであつたことを示している

などと言う気は毛頭無いが、現場に入り込んで行う

応用研究の重要性を強く感じた。また、基礎研究グ

ループと応用研究グループが一緒に仕事をしている
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ため、お互いが監視役になり、飛躍した主張になり

にくいのも良い環境だと感じた。

オランダの大学で特徴的なのは、博士課程の学生

は全て給与を貰いながら教員の研究プロジェクトに

雇用されている点である。教員は企業やスポーツク

ラブ・連盟などから研究依頼を受け、その研究費で

博士学生を雇用する。そのため、研究費が無ければ

博士学生を採ることはできない。例えば、Mann氏は、

国際パラリンピック連盟のクラス分けに関する研究

開発センター (IPC Classiication Research and

Development Centres)から研究委託を受け、視覚

障がい者アスリー トのクラス分けテス トの開発を

行っている。雇用している博士学生の研究は、世界

中の視覚障がい者アスリー トを対象に、クラス分け

の意識調査からテス ト方法の開発までを行うことに

なっている。こういつた現場の問題解決と直結した

研究は学生のモチベーションも高く保たれる上に、

専門家としての意識も高まるように感じる。また、

教員側も一貫したテーマで研究を深化できる。

この仕組みの更なる利点は、就職とも直結し得る

点である。最近卒業した博士学生は、サッカーの名

門アヤックスで選手の能力評価や トレーニング方法

の開発をテーマに博士号を取得し、そのままアヤッ

クスでコーチとして就職した。オランダでは博士学

生を採るのは難しいが、採れる状況は学生の就職も

ある程度約束できる状況であるので、とても良いシ

ステムだと感じる。また、これにより大学とプロス

ポーツチームとのコネクションも強くなり、 トップ
選手を実験参加者として研究できる。実際、半年間

で修士学生のプロジェクトをいくつか見学したが、

プロ野球選手、Flレーサー、プロサッカー選手、オ

リンピアンが実験参加者である。その代わり、いわ

ゆる部活は大学に無いため、それはそれで不便であ

る。

本当にすばらしい環境にこれたものだと感じて半

年が経った。が、こと自分の研究のことになると全

く自慢できる成果は無い状況である。そもそも留学

したいと思つた一つの邪な考えは、憧れの国内研究

者の方々がすべからく留学していたので、留学すれ

ば同じぐらいの力が身につくと思っていたからであ

る。湧き上がるようにアイデアも生まれ、山ほど論

文も書けるとも′思つていた。ただ、半年かけてそれ

が錯覚であることがよくわかつた。多くの方の協力

の下に 1年間もの機会をいただいているので、多

くのことを持ち帰れるように残りの時間をすごした

い。
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Ⅵ。日本体育学会第68回大会関連





日本体育学会第68回大会案内

I.プ レセ ミナー (企画委員会 )
下記の要領で、体育心理学専門領域プレセミナーを開催いたします。皆様、お誘い合わせのうえ、奮って

ご参加いただければと存じます。

。日程 :平成29年 9月 7日 (木 )

・集合場所 :東静岡駅南口 12:30集 合 (タ クシーに分乗して移動します)
。会場 :大谷ゴルフ場

〒422-8017静 岡市駿河区大谷5905-1 (054)237 2717  http://ooya― gOlf com/

・テーマ :「ゴルフのメンタルを経験して指導に活かす !」

・講師 :菅生貴之 (大阪体育大学)

平木貴子 (日 本大学)

。募集定員 :20名 (先着順 )

・申込締切 :8月 28日 (月 )
。参加費 :3,000円 (プレー料金 :18ホール )

。申込方法 :同封してある別紙資料を参照してください。

Ⅱ.学会大会 (学会大会委員会 )
。日程 :平成29年 9月 8日 (金)～ 10日 (日 )
・会場 :(9/8)静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」、
(9/9～ 9/10)静岡大学静岡キャンパス

・学会大会スケジュール (体育心理学専門領域):

9/9 9:3011:30 ポスター発表
12:00-13:00 理事会

13:30-14:30 キーノー トレクチャー 1

14:4016:30 口頭発表 1～ 4

9/10 9:0011:00 シンポジウム

11:0012:00 総会

13:1014:10 キーノー トレクチャー 2

14:2015:40 口頭発表 5

<シンポジウム>

テーマ :「アスリー ト・ファーストがもたらした光と影J

司会 :土屋裕睦 (大阪体育大学)

演者 :渋倉崇行 (桐蔭横浜大学)「これからの時代に求められる青少年スポーツ指導者」

演者 :煙山千尋 (岐阜聖徳学園大学)「女性アスリー トに潜む健康問題」

演者 :荒木香織 (園田学園女子大学)「真のアスリー ト・ファース トコーチングをめざして」
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<キーノー トレクチャー 1>

演者 :木島章文 (山梨大学 )

演題 :協応秩序の切替えにみられる体育 ―徳育融合のかたち

司会 :山本裕二 (名古屋大学 )

<キーノー トレクチャー 2>

演者 :鈴木 壮 (中部学院大学)

演題 :身体の動きの語りとこころ

司会 :武田大輔 (東海大学 )
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Ⅶ.事務局報告





平成28年度体育心理学専門領域 第 2回理事会 議事録

日時 :平成28年 8月 24日 (水 )12:30～ 13:10

場所 :大阪体育大学 D号館 202

出席者 :阿江美恵子 (会長)、 関矢寛史 (理事長)

土屋裕睦、北村勝朗、内田若希、工藤和俊 (学会大会委員)

杉山佳生、兄井彰、西田保 (企画委員)

森 司朗、山本裕二 (広報委員)
武田守弘、田島 誠 (庶務・会計委員)
木島章文 (監事)

中本浩揮 (幹事 )

欠席者 :荒木雅信 (広報委員)(理事 :委任状)

田村 進 (監事 )

記録者 :武田守弘

挨拶 (阿江会長)

<報告事項>

1.前回理事会 (平成28年度第 1回理事会)議事録確認 (事務局)

前回行われた理事会の議事録が確認された。

2 会員の異動、会費納入状況、平成28年度会計中間報告 (庶務 。会計委員会)
田島理事より、昨年度664名 から669名へと5名 増加していることが報告された。

3.会報28号 (通巻56号)について (広報委員会、庶務 。会計委員会)
武田理事より、会報28号が発刊され発送されたことが報告された。

4.第 67回大会について (学会大会委員会、企画委員会 )
杉山理事より、プレセミナーが終了したことが報告された。北村理事より、シンポジウムおよびキーノー

ト2題、口頭発表23題およびポスター発表86題についての確認があつた。また、ポスター発表に関して、

非会員で発表資格のない学部学生が申し込みをしていたということで 2題の取り消しが発表された。

5 第68回大会について (学会大会委員会、企画委員会)
次年度、静岡大学で 9/810の 日程で開催されることが報告された。
6.その他

<審議事項>
1.平成28年度補正予算案

田島理事より、平成28年度の補正予算案が提示され承認された。プレセミナーの学生支援や、ランチョ

ンセミナー代に関して増額、HPの管理・充実のための費用に減額を行った。
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2 平成29年度事業案
関矢理事長より、平成29年度事業案が再度提案され承認された。内容は 1 日本体育学会第68回大会の

体育心理学専門領域の企画・運営、 2.日 本体育学会第68回大会時のプレ/ポストセミナーの企画・運

営、 3 体育心理学専門領域会報第29号の発行、 4.理事会 (4月 、 8月 を9月 に修正 (体育学会の時

期に合わせて))、 5 総会 (8月 を9月 に修正 (体育学会の時期に合わせて))であつた。
3 平成29年度予算案
田島理事より、平成29年度の予算案が提示され承認された。

4.平成29～ 30年度役員選挙結果

武田理事より、平成29・ 30年度専門領域選出代議員および役員 (会長 。理事)選挙を実施し、平成28

年 5月 14日 に開票作業を事務局 3名 で行つたことが報告された。結果については関矢理事長より、以

下のように報告された。

専門領域選出代議員については結果一覧を本部に送信し、その結果、工藤和俊氏、兄井彰氏、内田若希

氏に決定された。

役員 (会長・理事)選挙については、会長選挙については阿江美恵子氏が11票で 1位となったため、会

長を依頼した。理事選挙については上位の北村勝朗氏、磯貝浩久氏、山本裕二氏、菅生貴之氏、工藤和

俊氏、佐々木万丈氏、中込四郎氏、兄井彰氏、荒木香織氏、荒井弘和氏の10名に依頼したが、中込四郎

氏が辞退されたため、次点の東山明子氏を繰り上げ当選とすることとした。

以上の結果および経過が理事会で承認された。

5 平成29～ 30年度役員
上記の理事に加えて、事務局選出理事として、國部雅大氏と奥村基生氏、監事として木島章文氏と田中

美吏氏を役員に加えることが承認された。

6.会則l改正

関矢理事長より、会則改正の提案があり、一般社団法人日本体育学会という文言を削除することが承認

された。

なお、役員選出方法に関しては継続審議とした。

7 平成28年度総会議事次第
関矢理事長より、平成28年度の総会の議事についての提案があり承認された。

8.その他
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体育心理学専門領域 新旧理事の会 議事録

記録者 :武田守弘

日時 :平成28年 8月 24日 (水)13:10～ 13:40

場所 :大‐阪体育大学 D号館 2"

挨拶 (阿江会長)

<審議事項>
1‐ 理事長選挙

平成29・ 30年度の体育心理学専門領域役員による次期理事長選挙が行われた。結果から、次期理事長

には工藤和俊氏が当選した。

2.次期役員の委員会構成について

工藤次期理事長が中心となり、平成29,30年度の委員会構成が次のように決定した。

平成29・ 30年度 体育心理学専門領域役員
会長 阿江美恵子
理事長 工藤和俊
理事

学会大会委員会 (発表割振、座長依頼、シンポジウム、キーノー トレクチャー等)

山本裕二、佐々木万丈、菅生貴之

企画委員会 (学会大会プレセミナー、師 、セミナー等)

北村勝朗、磯貝浩久、東山明子

広報委員会 (会報、ホームページ)

昇井 彰、荒井弘和、荒木香織
庶務 。会計委員会 (事務局)

工藤和俊、国部雅大、奥村基生

監事

木島章文、田中美吏
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2016年度 (平成28年度)体育心理学専門領域総会 議事録

2016年 (平成28年 )8月 25日

会場 :大阪体育大学 D201 H:00～ 12:00
1 開会の辞

Ⅱ。会長挨拶

Ⅲ。議長選出

菅生貴之先生 (大阪体育大学)が議長の指名を受け、議長を務めた。

Ⅳ 報告事項
1.平成28年度事業について

(1)理事会 (事務局)

第 1回理事会を平成28年 4月 1日 (金)15:00～ 17:00に名古屋大学 ES総合館 1階 ES会議室にて

開催した。また、第 2回理事会を平成28年 8月 24日 (水 )12:30～ 13:10に大阪体育大学 D202にて開

催 し、新旧理事の会を同日の13:10～ 13:40に 開催した。

(2)体育心理学専門領域会報第28号を2016年 7月 20日付で発行した。 (庶務 。広報委員会)

(3)日 本体育学会第67回大会における専門領域の活動 (学会大会委員会)

大阪体育大学にて一般発表 (口 頭発表23、 ポスター発表86の 計109)、 キーノー トレクチャー 2つ、

シンポジウム 1つを開催する。また、プレセミナー 1つを開催した。

(4)会員異動 (庶務・会計委員会)

平成28年 3月 の会員数 :669名

平成27年 3月 の会員数 :664名

2 平成27・ 28年度の体育学研究の編集委員追加について
体育学研究の体育心理学専門領域への投稿数の増加に伴い、新たに 2名 の編集委員の推薦を求められ、

正木宏明先生 (早稲田大学 )、 蓑内 豊先生 (北星学園大学)の 2名 を平成27・ 28年度の体育学研究編
集委員として追加推薦した。

3.平成28年度の学会賞選考委員の推薦

平成28年度の学会賞選考委員として西田保先生 (愛知学院大学)を推薦した。

4.日 本体育学会第68回大会

日時 :平成29年 9月 8日 (金)～ 10日 (日 )

場所 :静岡大学

5.代議員選挙の結果

武田理事より、平成29・ 30年度専門領域選出代議員および役員 (会長・理事)選挙を実施し、平成28

年 5月 14日 に開票作業を事務局 3名 で行ったことが報告された。結果については関矢理事長より、以

下のように報告された。

専門領域選出代議員については結果一覧を本部に送信し、その結果、工藤和俊氏、兄井彰氏、内田若希

氏に決定された。以上の結果および経過が理事会で承認されたことを報告した。
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6.体育心理学専門領域役員選挙の結果

役員 (会長・理事)選挙については、会長選挙については阿江美恵子氏がH票で 1位 となったため、会
長を依頼した。理事選挙については上位の北村勝朗氏、磯貝浩久氏、山本裕二氏、菅生貴之氏、工藤和

俊氏、佐々本万丈氏、中込四郎氏、兄井彰氏、荒木香繊氏、荒井弘和氏の10名 に依頼したが、中込四郎

氏が辞退されたため、次点の東山明子氏を繰り上げ当選とすることとした。以上の結果および経過が理

事会で承認されたことを報告した。

V.審議事項
1.平成27年度決算 (庶務・会計委員会)
田島理事より、平成27年度の決算案が提示され承認された。

2.平成28年度補正予算 (庶務 。会計委員会)
田島理事より、平成28年度の補正予算案が提示され承認された。プレセミナーの学生支援や、ランチョ

ンセミナー代に関して増額、HPの管理・充実のための費用に減額を行つた。

3.平成29・ 30年度役員

新旧理事会において、平成29。 30年度の委員会構成が次のように提案され、総会で了承された。

会長 :阿江美恵子

理事長 :工藤和俊

理事 :学会大会委員会 (発表割振、座長依頼、シンポジウム、キーノー トレクチャー等)

山本裕二、佐々木万丈、菅生貴之

企画委員会 (学会大会プレセミナー、特別セミナー等)

北村勝朗、磯貝浩久、東山明子

広報委員会 (会報、ホームページ)

兄井 彰、荒井弘和、荒木香織
庶務・会計委員会 (事務局)

工藤和俊、國部雅大、奥村基生

監事

木島章文、田中美吏

4.平成29年度事業計画 (事務局)

(1)日 本体育学会第68回大会における企画運営

(2)体育心理学専門領域会報第29号の発行

(3)第 1回理事会、第 2回理事会
5.平成29年度予算 (庶務・会計委員会)

田島理事より、平成29年度の予算案が提示され承認された。

Ⅵ。議長退席

Ⅶ.閉会の辞
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平成28年度決算報告

平成28年度決算報告 (自 平成28年4月  至 平成29年 3月 )

当期収入合計 (A)

前期撮越収支差額

収入合計 (8)

当期支出合計 (C)

次期操越収支差額 (B)― (C)

支出合計

蘇

前年度繰越金 739.2“ 7“.237 △ 499(

1.338御 :,336.000 2000 千円 X668名 (3月 16日 現在 )

1∞ 0

・体奮学会専Pl領城補助金

平成2000年度代議員選華発送費

2308570

印刷費 240000 264480 △ 2448( 鷹28号

会報送料 56000 57.624 嗜28号

原稿料 165m 115000 50000 名 (第 28号 )+14名 (■ 29号 )

会組送付用封簡代 20000 0 20m
猟ネL(会報発行作栞補助 ) 2Q¨ 0

学会大会開連経質

30000
`6816

i3184

ランチョンセミナー弁当・茶代 6Q000 47.050 12950

学会案内送料
`5,300

△
`5.30(謝 礼 (学会案内発行作栞補助 )

・記念事業積立金 番租配念事業のための積立費用

E6援 書 ●I銀代 文■等役員選挙実施費

30858

理事会 委員会開催等費用 250000 2:4.419 35,58, 廉費交通費・弁当代等

広報費 賽空の F‐めの費用 0 ,70CЮ 0

通信質

予備費(8)(C)
支出合計 2307744 2308570

平成28年度持男1会計決算報告 (自 平成28年4月  奎 平成20年 3月 )

当期収入合計 (A)

郵便貯金 (利息 )

前期撮越収支差額

収入合計 (8)

当期支出合計 (C)

次期饉越収支差額 (B)― (C)

。会員数昨年度669名 から668名 へと1名滅 (平成29年 3月 !6日 現在 )

平成29年 4月  l日
この決算●は適正であることを認めます ＼p

本

TI

レ

↓
ヽ
ル
′
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平成29年度補正予算案

平成29年度補正予算案(自 平成29年 4月  至 平成30年 3月 )

款 項 目 前年度予よ 予算 案 差 額 備考

・前年度繰越金 739244 811744 △ 7250(

・年度会費 1338000 1338000 2千 円 X669名

・郵便貯金 (利息 ) 100

・体育学会専門領域補助金 147000 147000
・平成 29・ 30年度代議員選挙発送費 83.400 0 8340(

・当期収 入合計 (A) 1,568,500 1.485,100 83.40(

Э収入合計(B) 2,307.744 2.296.844

○支出の部

款 項 目 前年度予 J 予算案 差額 備考

・専 門領項 会報 関連費用 りヽ言十 501,000 501,000
=29号
発行および第30号作成

印刷費 240,000 240,000

会報送料 56,000

原稿料 165,000 165,000

会報送付用封筒代 20,000 20,000

謝礼(会報発行作業補助) 20000 20000
・学会大会関連経費 小計 220000 190000 30,00C 請68回 大会

司会・演者謝礼 100.000 100000

会員外交通費補助 30,000 30,000 卜会員 専門領域非会長対象

プレセミナー学生支援 30,000 0 30.00(

ランチョンセミナー代 60,000 60,000 塁食代 (弁 当 お茶 )

・記念事 業積立金 各種記念事業のための積立費用 200000 200,000

役員選挙実施費 郵送費,色紙代,文具等 100.000 0 10000(

・事務局事務費 文具 、コビー費等 50,000 50,000

・会議 費 理事会,委員会開催費用 250,000 250,000 旅費交通費・弁当代等

・FA報責 HPの管理・充実のための費用 170,000 470.000 △ 300,00(

・通信費 会員・専門領域役員連絡費等 5,000 5,000

・返 還 霊 年度会費の返還金 0

当期 支 出合計 (C) 1496000 1666000 △ 17000(

予備 費 (B)― (C) 811.744 630844 18090(

D支出合計 2.307.744 2.296844 1090(

△は超過

平成29年度特別会計予算案 (自 平成29年 4月  至 平成30年 3月 )
○収入の部

款 年度 前年度予舅 予算案 差 額 備考

前年度繰越金 400,000 600,100 △ 200,10(

記念事業積立金 200,000 200,000

郵便 貯金 (利 息 ) 100

・当期収入合計 (A) 600,100 800,200 △ 200.10(

Э収入合計(B) 600,100 800,200 △ 200,10(

O支出の部
款 年度 前年度 予 予算 案 差額 備考

・記 念 事 業 者 用 0

・当期 更 出合計 (C) 0 0

・予備費(B)一 (C) 600,100 800.200 △ 20010(

D支出合計 600,100 800,200 △ 200.10(

△
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編集後記

この度、お届けする体育心理学専門領域会報第29号 (通巻57号)は、事務局のご尽力をいた

だき、無事に発刊することができました。感謝いたします。

今回、新しく選出された広報委員で話し合い、研究室紹介、学位論文紹介及び海外情報につ

いては、事務局から会員のみなさまにメールでご案内を差し上げ、執筆者の候補を募り、執筆

依頼して、原稿を提出していただきました。その甲斐あつて、学位論文紹介は、 9名 のみなさ

まに執筆していただくことができました。このように体育心理学専門領域でも、数多くの方が

博士の学位を取得され、各方面で活躍されています。この会報で学位論文の紹介をさせていた

だいた件数は、2013年 (第25号)は 4件、2014年 (第26号)は 8件、2015年 (第27号)は 3件、

2016年 (第 26号)は 2件 と今年度を含めると過去 5年間で、26件になります。今後はさらに多

くの方々が学位を取得されていくと思われます。このような方々の質の高い研究を含め、会員

のみなさまの研究や研究会、研究室の情報など、この体育心理学専門領域の活動内容がよく分

かり、会員にとつて有益な会報となるように努力していきたいと思つております。そのために

もメール等で会員のみなさまから多くの情報をお寄せいただけるように、配慮をいたします。

今後ともよろしくお願いいたします。

最後になりましたが、お忙しい中、この会報に原稿を執筆していただいた先生方に深く感謝

いたします。

広報委員会委員長 兄井 彰

日本体育学会体育心理学専門領域会報 第29号 (通巻第57号 )

発   行

発行責任者

発 行 所

平成29年 7月 31日  発行 (非売品 )
工藤 和俊 (代表 )

日本体育学会体育心理学専門領域事務局

〒1538902 東京都 目黒区駒場 3-8-1

東京大学大学院総合文化研究科

TEL : 03-5454-6854    FAX: 03-5454-4317

E―mail:taiiku_shinri@idaten.c u― tokyo ac jp

URL :http://www.dexterity-lab.c.u― tokyo.ac.jp/

psychology_of_physical_education.html
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